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1沿 革 と 概 要
1.沿 革
我が国の国際地球観測年(IGY)参 加の一環として,昭 和31年 に予備観測隊(隊 長は現所長の永田東大教授)
が南極に向かって出発して以来,南 極地域観測隊は,一 時期の中断期間を除いて,毎 年派遣され,極 地研究は着実
に発展してきた.そ の結果,南 極地域観測その他の極地研究の中核 となる機関を設置す る必要が南極地域観測統合
推進本部,日 本学術会議その他の関係者から強く指摘された.昭 和37年4月 国立科学博物館に極地関係の資料室兼
事務室が設置されたのを皮切りに,順 次これが極地学課,極 地部,極 地研究部,極 地研究センターと発展的に改組
されてきた.し かし,そ の規模の拡大と責任の増大に伴い,極 地研究の中核機関としては国立科学博物館の附属機
関 としての立場が必ずしも最適ではな くなったことや,大 学 との連携を強化することが望ましいこと等の理由のた








国立極地研究所創設.研 究系4部 門,資 料系2部 門,管 理部2課6係 及び事業部1課2係 が置
かれた.ま た,南 極の昭和基地が附属の観測施設となった.
研究系に寒地工学研究部門,資 料系にデータ解析資料部門,事 業部に観測協力室(2係),並 び
に図書室が設置された.
研究系に地学研究部門,寒 冷生物学研究部門,資 料系に低温資料部門が設置された.
研究系に極地気象学研究部門,極 地鉱物 ・鉱床学研究部門が設置され,寒 冷生物学研究部門が
寒冷生物学第一研究部門と寒冷生物学第二研究部門に改組された.
研究系の超高層物理学研究部門は超高層物理学第一研究部門と超高層物理学第二研究部門に改




(1)主 要 事 業
ア 研究活動








































特 殊 職 員(観 測隊員)
設 営 第 一 係
(50.10新 設 、54.4改組)
設 営 第 二 係








※極 地 気 象 学 研 究 部 門
(53.4新 設)
資 料 系
雪 氷 学 研 究 部 門




生 理 生 態 学 研 究 部 門
寒 冷 生物学 第一研 究部 門
(50.4新 設、53.4改組)
※寒 冷生物 学 第二研 究部門
※極 地 設 営 工 学 研 究部 門(
49.4新 設、54.4改称)
生 物 系 資 料 部 門
非 生 物 系 資 料 部 門
デ ー タ 解 析 資 料 部 門
(49.4新 設)
低 温 資 料 部 門
(50.4新 設)
昭 和 基 地
み ず ほ 基 地
一2一
(3)定 員










合 計 1 1 7(5)9(5)15 26 18 31 108(10)
所 長 1 1
企 画 調 整 官 1 1
研 究 系 6(5)6(5)12 4 28(10)
資 料 系 1 3 3 4 11
図 書 室 2 2
管 理 部 18 2 20
事 業 部 6 8 31 45
(注)()内 は客員教官の定員で外数である.
〈定員の変遷〉
漂 所 長 企 画 調整 官 教 授 助 教 授 助 手 事 務 系職 員 技 術 系職 員 特殊職員 計
48 1 1 3(1) 1(1) 2 17 3 29 57(2)
49 1 1 (1)3(2)
3(1)
4(2) § 21 1△13 29 68(4)
50 1 1 (2)3(4)
(2)





5(3) 、} 21 、1 29 90(6)
52 1 1 1(△1)6(2)
1(△1)





7(4) 、1 2} 1△114 31 101(8)
54 1 1 (1)7(5)
1(1)
8(5) 、1 27 、1
31 106(10)
55 1 1 7(5) 1(5)、1 △126 、1 31 108(10)





国立学校特別会計(項)研 究所 (単位 千円)
区 分 1人 件 費 1運 営 費 1設 備 費 計
48 年 度 | 87,5291 52,9161 ・64941 156,939
49 年 度 1 157,2071 86,0491 6&8821311,638
50 年 度 1 208,960| 104,9341 ・・a5321 427,426
51 年 度 1 238,1231 193,9431 ・66・431 598,109
52 年 度 1 285,2511 222,4811 ・・z・・41 619,736
53 年 度 1 319,1201 304,899| ・34・721 758,091
54 年 度 357,5171 387,1861 27⑤8221 1,021,525
55 年 度 1 353,5831 380,3821 27&25・1 1,012,216
一般会計(項)南 極地域観測事業費 (単位 千円)
区 分1 酬 部門蹟1 設営部門蹟1 訓練部門等麟1 計
48 年 度1 9⑤・671 ・・&・・81 49821219,057
49 年 度1 ・2軌・86| ・3&24・1 3τ4931 304,920
50 年 度1 34&82・i ・6α・・gI 4α5361 549,375
51 年 度1 34τ5271 ・6a3・61 8τ6941 597,537
52 年 度1 4657821・9Z・ ・41 7α3・21 733,098
53 年 度1 3832・81 4・a5551 5吼5・51 845,278
54 年 度1 439358135鉱7・gI 6Z・321 866,219














皿 研 究 活 動
〔A研 究〕
1.超 高 層 研 究 グル ー プ
(1)一 般 研 究
極域超高層現 象の共 役性 の研究 所長 永田 武,教 授 平澤威男・助教授 福西 浩・助手 鮎川
勝,佐 藤夏雄,藤 井良一
_本 の磁嫌 で結ば批 南北両半球の地点を地磁気共役点 と呼ぶ・わ ・ラを光らせる荷電粒子耀 力線に沿っ
て磁気圏から上層大気に入射 してくるので,一 般に共役点では類似 したオーロラが見える.更 にオーロラ粒子によ
って発生する各種のプラズマ波動 も磁力線に沿って伝搬 しやすいという性質をもっているために共役点では類似 し
た波動現象が観測される.し かし磁気圏でつくり出されたオーロラ粒子はそのまま上層大気圏にやってくるのでな
く,地 上1,000～10,000kmの 領域に存在する加速領域で更に加速を受ける.こ の加速領域は地球に比較的近いの
で南北両半球で差があると考えられる.従 って共役点でみえるオーロラも厳密には同一でない.逆 にこの差から電
鯛 上部の加速領域の性質がわかる.更 磁 力線の形噸 気圏の醐 状態により絶えず変化しているので洪 役点
の位置も刻々変化すると考えられる.共 役点でのオーロラの相互比較からこの共役点の動きを出すことも可能 とな
る.
観測は1977年7月29日 ～9月18日 及び1978年8月20日 ～9月27日 の2回 にわた り昭和基地とその共役点アイスラ
ンドのフッサフェル(Husafe11)で 実施 した.観 測項 目と観測器は以下の通 りである・









(2)但 し,南 半球側で見えるオーPラ の位置は,北 半球側のオーロラの位置をモデル磁力線に沿 って投影した位
置よ りも更に100～200km高 緯度に位置 している.図 に示したのは,掃 天フォトメータによって観測された子
午線方向のオーロラ強度の時間変化図である.オ ーロラ出現の様子は非常によく似ているが共役点の位置がず
れていることに気がっく.
(3)ブ レイクアップ後に関 してはDiffuse　 Auroraは かなりよい共役性が み られ るが・ 高緯度側に移動した
Discrete　Auroraは 南北でかな りの違いが生じる.
2.オ ーロラジェット電流の共役性
オーロラジェット電流の流れている領域の中心ではz成 分の変化は0.H成 分の変化は最大になるこ とを利 用
し,共 役性を調べた.南 半球側は,昭 和基地,み ずほ基地,そ してその中間点の無人観測所A1か ら得られた地磁
気3成 分データを用い,ア イスランドのレイルヴォグール(Leirvogur)の データとの比較を行った.そ の結果,














高緯度地磁気脈動の研究 教授 平澤威男,助 教授 福西 浩
極域では,各 種の地磁気短周期変動が観測される.こ れら地磁気の短周期変動は地磁気脈動 と呼ばれてお り,そ
の周期は一般に0・2-600秒 の範囲にある.周 波数では,ULF帯(0.OOI-3Hz)に 対応することから,ULF磁
波とも呼ばれている・本年はこれら波動現象の中から,0.1-2Hzの 周波数帯に観測され るPc1,　 Pi1現 象の解
析を行い,そ れらの発生伝搬機構にっいての研究を行った.
1.イ ンパルス的地磁気変動によって励起されたPc1,　 Pi1　脈動の特性
磁気嵐の始ま りに観測される磁場の急激な上昇はSSC　 (Storm　Sudden　 Commencement)　 と呼ばれてお り衝撃
波が地球磁気圏に到達し,磁 気圏が急激に圧縮された結果と考えられ て い る.こ れに類似 した現象として　SI
(Sudden　 Impulse)が あ り,急 激に磁場強度が上昇する場合をSI+減 少する場合をSI－ と呼んでいる.昭 和基
地で観測されたPc1及 びPi1現 象と,　Kakioka,　Guam,　 Honolulu,　 San　Juanで 観測されたSC及 びSI現 象
と比較することにより以下のことが明らかになった.
































(2)励 起 され るPc1脈 動 の 種 類 はLTに 強 く 依 存 し,6-12LTはPeriodic　Emission・ 　9-18LTはNon-
Periodic　 Emission,　 15-21　LTはIPDPで あ る.
(3)SCに 伴 う　Pc1脈 動はすべてのLTに 観測されるが,朝 方に3-gLT最 も強 く観測される・
(4)SI+もSCと 同様の効果をPc1,　 Pi1に 示す.
(5)SI－ は逆にPc1,　 Pi1脈 動の周波数および強度を減少させる.ま たそれまで発生していた現象を消滅させ
ることもある.
2.極 域Pc1脈 動の衛星一地上相関関係
1977年7月 一9月 の間,　GEOS-1衛 星の遠地点は,昭 和基地を通る磁力線付近に位置した・そこで・この期間
衛星と地上で同時に観測されたPc1現 象から以下のことが明らかになった.
(1)Pc1周 波数が衛星の位置でのヘリウムジャイロ周波数より低い場合(f<fHe+)は ・ 地上と衛星で同時に観
測 され たPc1　 の周 波 数 は等 し く,衛 星 で の 偏 波 はLeft-handで あ る・地 上 のPc1は 一般 にNon-periodic
Emissionで ある.
(2)f>fHe+の ときは,地 上 と衛星で周波数が一致する場と異なる場合がある.一 致す る場合衛星では直線偏波
で,地 上 のPc1　 の タ イ プはNon・periodic　 Emissionで あ る.一 致 しな い 場 合 の 衛 星 で の 偏 波 は ・一 般 に
Left・handで,地 上 のPc1　 の タイ プはperiodic　 Emissionで あ る ・(図 参 照)
(3)一 般 に衛 星 で は地 上 で観 測 され る よ うなRising-toneのPeriodic　 Emissionは ほ とん ど見 られ な い ・ しか
し図の例のように,衛 星で観測されたPc1　 の中にもくり返し構造が認められる場合がある.
人工衛星ISIS-1,2に よ るELF-VLF波 動の発生伝搬機構の研究 助手 山岸久雄・ 助教授
福西 浩,助 手 佐藤夏雄




るELFヒ スが挙げられる.従 来の衛星観測により,そ の発生源は磁気赤道面付近にあ り,極 域地上まで伝搬 して
くるものと考えられている.
しかしながら,そ の伝搬経路の詳細については必ずしも明らかではない.例 えば,昭 和52年 度の昭和基地,ア イ
スランド地磁気共役点観測の結果によれば,共 役点での放射スペクトルの変化パターンは既ね対称的であるが,そ
の中心周波数は一致せず,ま た強度にっいても,南 北半球(夏 冬半球)間 の非対称性が見られる.
これら非対称性は,　ELF-VLF波 動の磁気圏内電波伝搬特性の非対称性に起因するものと思われるが,こ の
一端を明らかにするため,　IMS期 間中昭和基地にて受信されたISIS-1,2号 衛星のVLF電 波観測データよ
り,衛 星高度でのELFヒ スの伝搬ベク トル方向を推定する研究を行った.オ ーロラ帯,極 冠帯でのISIS衛 星高
度(1号 は578km～3,528km,2号 は1,400km)に おける磁気圏イオン組成は,主 に0+,H+,He+か ら成 り,
夏期においてO+が 卓越する特徴がある.
このようなプラズマ中を伝搬するELF帯 電磁波は,イ オンの運動の運動の効果により,偏 波の入れ替わ りを生
じ・右回りホイスラモードは左回 りのイオンサイクロトロンモードに変化し,カ ットオフされ る.こ の効果は,E
LFヒ スの低域カットオフとして観測される.
昭和基地上空で衛星により観測される上記カットオフ特性を調べた結果,次 の点が明らかになった.
1)衛 星高度が2,000km以 上の場合,低 域 カットオフは見られない.
2)カ ットオフ周波数は300～400Hzに あ り,衛 星位置でのH・ ジャイロ周波数の95%程 度の値 となる.
3)カ ットオフ減衰量は緯度によ り大きく変化し,プ ラズマ圏内では20dB以 上の減衰を示すが,高 緯度になる
にっれ減衰量は低下 し,緯 度75° 付近でカットオフは消滅する.(図 参照)
4)低 域カットオフは夏季顕著であるが,冬 季は明瞭なカットオフが見られない.
衛星観測によるイオン組成比データと(1),(2),(4)に より,観 測された低減カットオフはH+と0+に よる,イ
オンサイクロトロンモードカットオフであることが明らかとなった.
また・衛星観測によるイオン組成比に基き,Fullwave法 により,偏 波入替 り点における,モ ードカップリング
率の計算を行った.
その結果以下のことが明らかになった.
(1)衛 星高度(約1・400km)に おけるELFヒ スの伝搬ベクトルは,地 球磁場に対し30。～50。の角度をなすも
のが卓越する.従 ってこの高度においては非ダクト的伝搬をしていると考えられる.
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(2)衛 生高度におけるELFヒ スの入射角は,二 つの可能性があ り,一 つは緯度によらず約20°,も う一つの可
能性は緯度の増大とともに入射角が減少する(緯 度50° において約70°,緯 度75° において40°)と いうも
のである.
JIKIKEN及 びISIS衛 星サ ウンダーデ一 夕に よる極域電離圏 ・磁気圏の構造 とプ ラズマ波動現
象の研究 教授 平澤威夫,助 手 小野高幸
極域電離圏と磁気圏とは磁力線を通じて互いに結ぼれてお り,プ ラズマ波動,プ ラズマ,あ るいは電流によるエ




第6号 科学衛星 「JIKIKEN」 は,プ ラズマサウンダーを搭載し・磁気圏プラズマ中に10kHzよ り　3MHzに
至るパルス状大振巾高周波電界を印加してプラズマ波動を人工的に励起す る.励 起されたプラズマ波動にっいて励
起並びに伝播過程を分析することにより,プ ラズマの諸パラメータ(プ ラズマ密度,温 度)の 精密な決定並びに自
然のプラズマ波動のモードの分離等が行なわれた.昭 和55年 度における主たる成果としては,プ ラズマポーズの外
側の領域における静電的プラズマ波エコー現象の発見がある.こ のエコー現象の基本的な特徴として,
(i)　ES波 エコーはUHR周 波数(士uHR)nfH<fuHR〈(n+1)fH:(n=1・2・…)の 領域にあるとき・(n-1)
fH<f<nfHの 領域で観測される場合が最も多い・
(li)エ コーの遅延時間は通常2msec～5msec程 度であるが時に数10msecに 達するものもある.
圃 電離圏では未だ対応する現象は見出されていない.
{iiD　エ コ_の 出現 は磁 気 圏 内 プ ラ ズ マ分 布 の構 造 と強 く関 連 してお り・　 Detached　 Plasma領 域 ・ プ ラズ マ 密 度
の増加が急激に進行 しつっある,プ ラズマ圏内領域,及 びプラズマポーズ近傍領域において頻繁に観測されて
いる.
このエコ_現 象の解析の結果,プ ラズマポーズの外側には1km～10kmの スケールを持つ強いプラズマ密度の
ゆらぎが存在することが示 された.特 にこの密度ゆらぎの観測される領域は極域電離圏からの強いプラズマの流入
が起っている領域 と対応 し,プ ラズマ流入の過程で起 る種々のプラズマ不安定 と密接なつなが りがあるものと考え
られてお り,こ の静電的プラズマ波エコーは極域電離圏と磁気圏との結合を解明する上で重要な現象であると考え
られる.
磁気圏内におけるプラズマサウンダー翻1と 対応して醐 離 圏におけるト・プサイドサウン ダ ー観 測(ISIS
衛星)の データ解析をも行った.南 極昭和基地で受信されたISIS-1,　 及び一2衛 星のデータは,極 域オーロラ帯
電離圏の構造ならびにプラズマ波動励起 ・伝播の様相を解明する上で極めて有効である.デ ータ解析の結果オーロ




無人観測 用磁 力計の開発 助教授 福西 浩,助 手 藤井良一
無人観測所で使用される磁力計は,輸 送や電力供給の面から,小 型,軽 量,低 電力消費型であることが要求され
る.更 に南極大陸の内陸部は冬期 一60°C近 くにも気温が下がることから,こ うした低温でも安定に動作し,し か
も夏冬の温度変化に対し,ベ ースラインが変動 しないことが必要である.こ うしたきびしい条件を満足する磁力計
を開発することが本研究の目的である.





リングコアセンサーを用い磁場3成 分(H,D,Z)を 同時に測定することになる.セ ンサー全体をコンパク トに
作るには,こ の3っ のセンサーをできるだけ接近して置くことが必要となってくる.し かしリングコア の構 造 よ
り,3っ のセンサーが完全に直交 していない限 りセンサー間の相互干渉が問題 となってくる.本 年はリングコアセ
ンサー部に関し,1)コ アの材質,2)支 持台の材質と形状,3)コ アの支持台への取 り付け法,4)セ ンサー間の配
置,5)3軸 直交性の精度,6)励 振コイル,ピ ックアップコイルの巻き方等の検討を行い,い くっかの試作品を作
製しテストを行った.
1.セ ンサー配置と相互干渉
リングコアとしては,ア メリカのインフェニテックス社の直径1イ ンチ(2.5cm)の コアを使用した.材 質は4
-79モ リブデン ・パーマロイである.セ ンサー間の相互干渉としては,リ ングコアの中心間の距離がリングコアの
直径の2倍 以上,即 ち5cm以 上離れると数nT以 下になる.5cm以 内でも2っ のセンサー間の直交性を角度で
数分の精度に合わせれば,相 互干渉は1nT程 度まで下げられる.こ れ らの結果から写真に示されるような3成 分
ベクトルセンサーを試作した.大 きさは,カ バーをっけた状態で7×7×13.5cmで ある.直 交性の精度を上げるた




定感度方式と,オ フセット方式の両方を試作した.オ フセ ット方式は,オ フセ ットジ ェネレーターよりフィードバ
ックコイルに外部磁場に応じて電浦を流 し,測 定レンジを常に ±1,000nTの 範囲に入れる方式である.セ ンサー,
電気回路を含めた総合的なノイズレベルとしては,約0,05rmsで 開発の当初 目的をほぼ達成することができた,
沿磁力線電流の発生機構の研究 助手 藤井良一,助 教援 江尻全機,技 官 櫻井治男
磁気圏を流れる大規模な電流と電離圏を流れる電流は互いに無関係に流れているのでなく,磁 力線に沿 って流れ
る電流(沿 磁力線電流,　Field-Aligned　Current:　FAC)に よって結ばれている.そ して,こ の電流を通 して磁気
圏は電離圏電流を,電 離圏は磁気圏の大規模な運動等を各々コン トロールしている.







































1.0 1.6 2.0 2.6 3.0 3.6
CONDUCTIVITY
場データの解析を行った.
1.　 TRIAD衛 星の磁場データを用いた沿磁力線電流 ドライブ機構の研究
従来のTRIAD衛 星の磁場データを用いた沿磁力線電流の研究は,惑 星間空間磁場(IMF)と 沿磁力線電流
の関係の研究など主 として磁気圏の状態が変わったとき沿磁力線電流がそれにどのように反応するかという点に重
点が置かれてきた.し かし,沿 磁力線電流が磁気圏と電離圏の電気的総合系の所産であることを考慮すれば,電 離
圏の状態が変化したときに,沿 磁力線電流がどのように変化するか とい う点も明らかにしないかぎ り,沿 磁力線電
流のドライブ機構を十分理解することはできない.
そこで電離圏の状態を表わすパラメータの中でも電流にとって特に重要な電気伝導度と沿磁力線電流の関係を調
べた.使 用したデータは,1976年,1977年 のTRIAD北 半球データで,こ の中から,5≦MLT<7,15≦ML
T<17の 磁気地方時で,単 層構造のFACを 選び出した.結 果は図に示されるように,FACの 大きさが電気伝
導度に正比例することを明らかにした.も し磁気圏に存在するFACの ドライブ源が定電流源の場合は,　FAC
の大きさは電気伝導度に依存 しないはずである.両 者が正比例の関係にあるという事実は,5≦MLT<7,159M
LT〈17の 単層構造のFACの ドライブ源が定電圧源であることを示唆す る.
2.　MAGSAT衛 星による沿磁力線電流の研究
MAGSAT衛 星は1979年10月30日,近 地点352km,遠 地点561km・,軌 道傾斜角96・8° の極軌道に打上げら
れた.こ の衛星は,地 球内部の磁気異常観測を主目的としているため常に6-18LTの 軌道をとるようになってい
る.し かしTRIAD衛 星 と比べ以下の利点がある.
(1)磁 場観測の専用衛星のためきわめて精度が高い(ベ ル トルデータ・3nT・ 全磁力1nT)・
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(2)デ ータサンプ リングタイムが1/16secと 短いたFACの 微細構造を調べることが可能である.
(3)デ ィジタルデータなのでコンピュータによるデータ処理が可能である.
本年は,沿 磁力線電浦を調べ る前段階として,　NASAよ り送られてきたオリジナル磁気テープから,衛 星位置
としては地理座標と地磁気座標に,磁 場3成 分は地磁気座標に変換し,デ ータベースを作成した.そ して,変 換デ
画ー一'タより地球内部起因のモデル磁場(Reference　 Field　MGST　 3/80)を 差し引き,主 として外部起因の変動磁場
を求めた.
準周 期的ELF-VLF放 射の研究 助手 佐藤夏雄,助 教授 福西 浩
































る二つのタイプが存在する.即 ち,地 磁気脈動と相関のあるQp　 emission　(Type　lQp)　 と地磁気脈動と関係が




1)位 相解析,お よび,共 役点観測の結果から,　Type　lQP　 と脈動 とが相互作用を起こす領域は地磁気赤道面
付近である.
2)脈 動のD成 分の変動が特にTypelQPと の相関が良いことが明らかになった.こ の結果の解釈 として,地 上の
D成 分は電離層内を通過する時,位 相が90度 回転するとい う事実から,Qpの 発生領域である赤道面ではradial
方向の振動成分を持つ脈動に対応すると考えられる.こ の赤道面でradia1方 向の振動成分の脈動は圧縮モード成
分を多く含むことが報告されている.し たがって,　Type　lQpは 圧縮性モードの脈動によってmodulationさ れ
たものという結論が導きだされた.
3)上 記の結論をふまえ,さ らにf-tス ペクトルで 分類した(図1)　 Type　 lQpの 発生原因の現象論的モデル
を考察した.　rising-tone　タイプは地球の動径方向に伝搬する圧縮性脈動により　modulationさ れたものであり,
nondispersive　 タイプは圧縮性成分を持つ定在波性脈動によってmodulationさ れたものとした.こ の モデ ル は
emissionの 発生周波数に緯度依存性があ り,高 緯度ほど低周波数のEmissionが 発生 していると仮定した.
このモデルは,　ISIS衛 星を用いた地上衛星のQp　 emissionの 同時観測結果,方 探観測結果,ま た地上多点観
測結果などから,そ の正当性が確かめられ,こ の現象論的モデルの有意性が検証された.
2.　Type2Qpemission
Type　2QR　 emiss三〇nはType　 lQpと 異なり,相 関関係を持つ現象に乏しく,　Type　 lQpほ ど励起機構を決
める決定的な手がか りが得られていない.し かし,　Type　2QP　 が地磁気共役点で時間差なく同時に受信されてい
ることなどから,　Type　lQp　 と同様に地磁気赤道面付近で発生しているとい う結論が得られた.ま た,　Qp　emis・
sionの 開始前後のf-tス ペク トルを解析した結果,　Type　lQpが 連続的に発生していた後に,脈 動の活動が急に
弱まると,　Type　 lQpと 同じ周波数帯でType　 2の 最も特徴的な性質である周期性の良いQpが 発生する,と
い う例も見い出された.こ れらの例から,　Type　 lQpもType　 2Qpも 発生の全体的な物理的背景は同じである・




究開発を行なった,こ れらの成分は極域電離圏の生成において重要な役割を持ってお り,オ ゾンはまた高層大気の
















のない高山や海岸などで観測を実施し,成 層圏二酸化窒素全量を測定することができた.大 気球を用いた 日没時の
遠隔測定で得たデータは最終的な解析を終わ り,中 緯度における成層圏二酸化窒素の高度分布を求めることができ
た.こ の結果と他の可視吸光法あるいは赤外吸光法による結果とを比較してみると,可 視 と赤外の方法では系統的
な差があることが判明した.




の強い吸収線を分離して十分な精度を行 うには,波 数0.1cm-1以 下の分解能が要求される.し かし,波 長1・67
μm帯 においては,0.1cm-・ 程度の分解能でも十分な精度でメタンを測定できる.こ の波長域は液体窒素冷却を
必要 としないPbS検 出器が使えるので,好 都合である.ま た液体窒素を使用できれぽInAs検 出器を使い,3～
5μm領 域で酸化二窒素や一酸化炭素の測定も可能であることがわかった.
極域 中層大気 中の水蒸気測定法の開発 客員助教授 岩坂泰信
極域中層大気中の水蒸気量がどの程度のものか,又 どのような時間変化を示すかにっいてはほとんど知られてい
ない.い くっかの間接的な情報から見て,成 層圏高度では極域が有力なSink領 域であること,さ らに極域成層圏
に特有なCist雲 が成層圏全体の水蒸気収支に大きな影響を与えていること等が予想されている,本 研究では,成
層圏高度の水蒸気量を測定す るための問題点の整理,そ れ らを解決しさらに測定器の開発を行っている.





地球大気の窒素に対してはきわめて透明である.こ の点に加えて,水 蒸気がこの紫外線を吸収 して光解離する際に
生ず るOHラ ジカルは励起状態に入ってお り,こ れん脱励起する際は　fluorescence　light　を放出する.こ の2つ
のプロセス(水 分子によるライマンアルファ線の吸収,OH*か らの　fluorescence　light　の放出)を 利用してLα/
OH　 Fluorescence　 Hygrometerの 開発をはじめた.
室内実験の結果では,き わめて応答性が良く,充 分に航空機や気球に搭載可能であ り,し かも乾燥した大気(例
えば地上気圧で ～0.1ppmVレ ベルの水蒸気の混合比)で の水蒸気測定にも使用出来る感度をもっていることがわ
かった.図1に は試作用水蒸気計のセンサー部の配置,図2に は室内実験の結果の一部が示してある.
極域中層大気の レーザ レーダ観測 客員助教授 岩坂泰信,教 授 平沢威男,助 教授 福西 浩
極域中層大気は,そ のおかれた大気条件から考えてきわめて興味深い研究領域ではあるが,い まだに手つかずの
ままに置かれてきた.幸 い近年発展しっつあるレーザ技術を利用するなら昭和基地においてレーザレーダ観測が可
能であろうと考えられ,主 としてレーザ レーダ観測によってどのような研究が進展し得るか,又 逆に現在行われて
いる研究にどのような利点をもたらすか等にっいて検討を行った.レ ーザレーダシステムについてもどのような特
徴をもたらすか基本仕様の検討を行っている.
極域の成層圏は成層圏内の微量気体成分のSinkと なっている可能性が高 く,エ アロゾルを トレーサ(火 山噴火
等による火山性エアロゾルは注入された場所がわか りやす くトレースするのに都合よい)と してこの物質輸送のメ
カニズムを探 ることが出来る.さ いわい ミー散乱を利用したレーザレーダは強力な手法であ り,も し計画が実現す
るなら有効な情報を得ることが出来よう.












(2)共 同 研 究 ※印研究代表者 ・以下極地研担当教官
極域電流 ・電場の総合研究 ※上出洋介(京 都産業大学理学部助教授),井 上雄二(京 都産業大学理学






(1)IMS(国 際磁気圏観測計画)期 間中に得られた世界中の高緯度ネットワーク(合 計約100観 測所)の 磁場
データを1978年3月 の3日 間にっいて集め,共 通のデータベースを作成した.
(2)高 緯度ネ ットワークの うち,連 続的に良質のデー'一'タが得られたアラスカ子午線チェーンについて,50日 分の
平均値をつ くり,磁 気擾乱の日変化を調べた.さ らに,平 均的な電気伝導度を仮定 し,著 者 らが昨年開発 した方法
(昨年度報告ずみ)を 適用して電場ポテンシャルの分布を算出した.い わゆる2つ の目玉型のポテンシャルが得 ら
れ,こ れを磁力線に沿って磁気圏赤道面に投影したところ,典 型的なプラズマ対流パターンとよい一致を示す分布
が得られた.
(3)同 じデータベースから,電 離層電流をさらに　Pedersen　 とHal1成 分に分離した結果,次 の2点 が明らかに
なった.(i)こ れまで,　Hall電 流は電離層内で二次元的に 閉じているという考え方もあったが,ジ ェット電流の
主流をなすHal1電 流は,昼 側電離層に入 り込み,真 夜中直前で電離層から出てい く　field-aligned電 流 と結合さ
れていなければならない.こ のことは,電 離層内のいわゆるリターン電流が非常に小さいことを意味している.㈹
Pedersen電 流はジェット電流を南北に横切って 流れ(た だし真夜中付近を除 く),　field-aligned電 流 となる.こ
の　Pedersen電 流回路を単純に磁気圏赤道面で閉じさせ,起 電力 となるプラズマの運動を予測するともっともらし
い磁気圏対流の再現ができた.
(4)Kisabeth(1979)が 独立に開発 した方法を同じアラスカチェーンのデータに適用した結果,三 次元電流の大
規模な分布にっいてはほぼ同じパターンを得た.こ れは,地 上の磁場分布のデータでも,そ れが高密度のネットワ
ーク(た とえぽ緯度間隔1～2度,経 度15度)か ら得 られたものであれぽ,他 の電気伝導度や電場の平均的情報を
考慮に入れて使えば,三 次元電流系がかなり正確に算出できることを示すものである.
大規模磁気嵐の発達過程と極域擾 乱の形態変化の研究 ※丸橋克英(郵 政省電波研究所主任研究官),
野崎憲朗(郵 政省電波研究所研究官),菊 地 崇(郵 政省電波研究所研究官):福 西 浩(助 教授),平 澤威男(教
授)
この研究の目的は,大 規模な磁気嵐の発生及び発達過程を,太 陽風の擾乱 という外的要因と,サ ブス トームに伴
う磁気圏の内部状態の変化という内的要因の両面から探ることであ り,(1)磁気嵐 と太陽面詰現象,(2)プ ラズマ圏の




1976年 から4年 間に起きた主要な磁気嵐にっいて,太 陽面現象及び太陽風データを検討した結果,ほ とんどすべ




離圏の低いエネルギー ・プラズマの密度変化を計算し,赤 道面におけるプラズマポーズの位置 と上部電離圏の密度
分布との間に,様 々な対応関係があ り得ることを示 した.
3.Pc-1脈 動の解析
第17次 南極観測隊によって昭和基地及びみずほ基地で観測 されたPc-1地 磁気脈動にっいて,ス ペ ク トル の特
徴,発 生頻度,地 磁気擾乱との関係にっいて調べた.こ の結果,発 生頻度は午後側に大きなピークをもっ高緯度特
有の 日変化パターンを示すこと,Pc-1の 発生はDstと よい相関があることがわかった.
4.サ ブストームとVLFと 電波の高緯度伝搬異常
犬吠電波観測で観測 した極光帯通過回線のVLF電 波の位相擾乱のデータを用いて,　VLF位 相擾乱の原因とな
るIO-lookeVの 電子降下とサブス トームとの関係にっいて調べた.
地磁 気AE　 indexの 評価 と算出 ※前田 担(京 都大学理学部教授),荒 木 徹(京 都大学理学部助
教授),上 出洋介(京 都産業大学理学部助教授):平 澤威男(教 授),福 西 浩(助 教授),藤 井良一(助 手)
AEイ ンデックスは現在全世界にわたる多くの研究者によって用いられているが,本 年度においては,1978年 の
前半のデータを用いて算出した.
1.算 出方法
AEイ ンデックスは北半球オーロラ帯に沿 ういくっかの観測所での地磁気変化H成 分から導かれている.こ こで
は12観 測所のデータを用い,静 かな日の平均値を差引いた1分 値をUTで ならべ,AU,　 AL,　 AE,　 AO各 イン
デ ックスを求めた.
2.観 測所選定




ィルムリーダに映し出されたマグネ トグラムを1分 毎に読取った.1分 値は平均数回の読取 りの平均値から決めら
れる.各 種のノイズは特殊な制御プログラムによって除去されるようにしてある.
4.誤 差の評価
マグネ トグラムの読み取 りは,細 心の注意が払われたが,そ れでも次のような誤差が混入する可能性があろう.
(1)マグネトグラムは印画紙に記録され,そ の映像が太き過ぎた り薄過ぎた りすることがある.(2)原 記録がマイクロ
フィルムにされている時には,ベ ースラインやタイムマークが曲ることがある.(3)記 録紙の送 りが一様でない場合
には,タ イムマークの間隔に不等が生じる.(4)観 測所に毎月のベースラインを決める時,静 かな日も乱れているこ
とがある.こ のため1～3nTの 誤差がおこり得 る.(5)最 も大きい誤差は欠測によるもので,こ の場合は残 りの観
測所の値のみでインデ ックスが決められることになる.
5.結 果
AEイ ンデックスの計算結果は,毎 日のUT変 化の図,時 間値の表,寄 与観測所図,期 間中の磁場H成 分変化図
などとして印刷公表され る.
中 ・高緯度エミッシ ョンの発生機構に関する研究 ※大津仁助(名 古屋大学空電研究所教授),早 川
正士(名 古屋大学空電研究所助教授),柏 木瑞夫(名 古屋大学空電研究所助手),岡 田敏美(名 古屋大学空電研究
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所助手):福 西 浩(助 教授),佐 藤夏雄(助 手)
前年度に引続き1978年11月 から1979年1月 末までの期間,欧 州 ・中緯度帯で観測したVLF/ELFエ ミッショ
ンのデータ解析を行った.今 回の解析で特に重点を置いた項 目としては方向探知　(direction-finding)　データとダ










またKIRUNAに おける地磁気データを照合すると,こ のヒスが発生した時間帯は サブス トーム発生の直後で
あ り,プ ラズマ圏が収縮しプラズマポーズが定常状態よりも低緯度側へはい り込んでいる時期に相当する.
これらの測定結果はVLFヒ スがプラズマポーズの近傍で発生す ることを示すものである.
ここに示したEventの 他に,サ ブス トームに関連して発生し,方 向探知が行われたヒスがいくっか得 られてい
る.そ れらを詳細に解析することにより,中 緯度帯固有のヒスの発生 ・伝搬に関する共通の特性を導 くことが今後
の課題である.こ のような研究を進めることにより.極 域VLF電 波現象との相違点も明らかにされるものと考え
ている.
短波 ドップラー船上予 備観測 ※北村泰一(九 州大学理学部助教授),坂 翁介(九州大学理学部助手):
福西 浩(助 教授)
本辞題名による研究は,ふ じ船上におけるHFド ップラ一-en測を実施するもので,昭 和基地における本観測に備
えての予備観測であるという意味をもつ.デ ータは,現 在帰航中のふじ船内にあ り,こ こで報告す ることは出来な
いので,計 画の概要と,い くっかの問題点を述べて報告にかえたい.
1.計 画の概要
(目的)昭 和基地で観測するにあた り,観 測装置のハードウェア上の問題点,記 録上の問題点,更 に結果の解析
に関する問題点を洗い出すことを主目的とし,更 に,ふ じの航路が,中 低緯度地域,赤 道地域,極 地域を通過する
ことを利用し,そ れぞれの地域における電離層の状況を把握することを副 目的 とする.(問 題)通 常ふじの業務通
信の周波数帯(短 波帯)と,観 測周波数帯(15,8,5,2.5MHz)とが一致するため,観 測が・いかに高出力の業
務通信の妨害をうけないようにするかが最大の問題である.っ まり,業 務通信の出力は数100W～ 数kWと いう大
出力であ り,一 方,観 測用の受信電波強度は数μVで ある.そ こで強力な入力によって,い かに受信機の初段の回
路が破壊されないようにするかが,最 も大きい問題であった.幸 いにして,ア ンテナ回路の保護回路が うまく働ら
き,業 務通信時のみの妨害ですみ,回 路は破壊されずに,現 在 うまくデータが取得されっつある.(受 信の可能性
のある局)JJY(日 本),BPV(上 海),BSF(台 湾),ATA(ニ ューデ リー),ZUO(南 アフリカ共和国)
等が.受 信可能な局である.
2.期 待される結果
(二点間相関最適距離)東 京出航直後の,ふ じが 日本近海を航行中のデータと,九 大における固定点観測のデー
タとを比較す ることにより,あ る現象が良い相関をもっための最適距離が求められる.こ れは,昭 和基地周辺にお
いて多点観測をする際のt基 準"を 与えるものと考えられる.(赤 道電離層の状態)オ ーストラリア近海において,
若 しBSF(台 湾)を 受信できるならば,そ の反射点は赤道直上の電離層であるので,極 地域や中低緯度とは異な
ったデータが得られるものと期待される.
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人工衛星テ レメ トリによる極域超高層の研究 ※松浦延夫(郵 政省電波研究所平磯支所長),恩 藤忠典
(郵政省電波研究所研究室長):平 澤威男(教 授)
1.概 要
昭和基地における超高層研究観測の充実を図るため,カ ナダの国際電離層研究衛星(ISIS1及 び2号)の トップ
サイドサウンデ ィング及びVLF帯 電波雑音データのテレメトリ受信を行い,取 得データを処理 ・解析することに
より南極域の超高層に関する研究を行 う.
2.　ISISデ ータ受信状況
カナダ国通信省通信研究センタ(CRC)はISISの 運用を昭和55年3月 を以って 終了することが通告されてい
たので,昭 和54年 度に強化観測を行ない,受 信パス数を大幅に増した.
3.研 究成果
(1)ト ップサイド・サウンディング
トップサイド・サ ウンデ ィングから得られるイオノグラムにより電子密度の高度分布を,ま た,サ ウンド受信機
のAGCデ ータから衛星点での中短波帯電波雑音の特性を求めることができる.イ オノグラムからN(h)を 得 る
際,ト レースの読取 り等に非常な労力を要するので,計 算機による自動N(h)解 析のアルゴリズムの開発の第1
段階として共鳴スパイクの自動読取 りアルゴリズムを開発した.こ れを昭和基地及び鹿島で受信したISISイ オノ
グラムに適用して,良 好な結果を得た.ま た,AGCデ ータの解析の手始めに1976年 度に取得したデータを基にし
て,極 域の中短波帯雑音の特性を調査した.そ の結果,他 衛星では夜側の磁気圏のみで観測されている強い極光帯
キロメー トル放射(AKR)が 昼側において観測された例を見出した.
(2)VLF帯 電波雑音観測
VLFソ ーサの動スペクトルからその発生高度を推定,衛 星から約800km以 内の近距離にあることを見出した・
その発生緯度は極光帯の高緯度側(79～83°)に あ り,そ の附近の低エネルギー電子流の存在を推定した.
さらに,ス ペクトル解析の結果から地磁気緯度55°～63°において5.0±1.OkHzの 狭帯域ヒスがしぼしぽ観測さ
れることが見出された.こ の緯度帯はプラズマポーズの平均的位置と対応しており,こ れらのヒスは数keVか ら
数10keVの 電子のサイクロトロン不安定により生成されることが明らかとなった・
昭和基地での　VLFア クテ ィブ実験の可能性について ※鶴田浩一郎(東 京大学宇宙航空研究所助
手),林 幹治(東 京大学理学部助手):福 西 浩(助 教授)
前年度にひきつづいて,現 にアクティブ実験を行なっているサイプル局(L～4.1)の 電波を地磁気共役点付近
で受信し,サ イプルからの電波の空間的拡が り,プ ラズマポーズとの関係を調べた.こ のことは'南 極昭和基地で
同様のアクティブ実験を計画する場合重要な資料となると考えられる.何 故なら,サ イプル局は平均的なプラズマ
ポーズの緯度に位置してお り,サ イプル実験で得られている興味深い現象が,プ ラズマポーズと密接な関係を持っ
ているものであるならば,オ ーロラゾーンに位置する昭和基地でのアクティブ実験はサイプルでの実験と異った見
地から計画されねばならないからである.
解析の結果,受 信信号の空間分布にっいては一7db/100kmと い う非常に大きな空間減衰を示すことがわかった・
また,サ ンプル局からの信号はプラズマポーズの内 ・外で伝播可能であるが,プ ラズマポーズの内側の伝播路では
強度がスポラディックに変化するのに対 し,そ の外側ではあまり強 くはないが比較的安定に受信され る よ うであ
る.も っと高緯度でサイプル信号がどのような姿で受信されるかも調べなけれぽならないが,我 々が取得 したデー
タの範囲ではL≧4.7で の良好な受信例はない.ス ポラディックは強度変化は主として,ASEの トリガーによる
ものであるから,プ ラズマポーズの趣 く近傍の伝播路でのみ面白い現象が起っているのではないかと思われる.
以上のデータは全てL～4.1の サイプル局の信号を受信したものであるから送信局がより高緯度に移 り,送 信電
波の周波数が下げられた場合にっいて言及す るわけにはいかない.今 後理論的な検討も含めて,表 題のテーマにつ
いて結論を得たいと考えている.
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低高緯度 にお けるPC－ タイプ ・パル セー シ ョンの比較研究 ※桑島正幸(気 象庁地磁気観測所研究
官),河 村 譜(気 象庁地磁地磁気観測所長).外 谷 健(気 象庁地磁気観測所技官),小 池捷春(気 象庁地磁気
観測所技官):平 澤威男(教 授),福 西 浩(助 教授)
前年度の結果をふまえて,今 年度はPeriodic　emissionに 焦点をしぼって,研 究を進めた.第18次,第19次 観測
隊による1977年,1978年 の2年 間の昭和基地におけるULFデ ータを基礎資料 として,ス ペクトル ・アナライザー
によってf-t　diagramを 作成し,　Periodic　emissionをpick　 upす る.同 時に中低緯度の観測点として女満別に
おけるULFデ ータにっいても同様のことを行った.
Periodic　emissionの 出現特性を地磁気活動度 との関係で研究するためにPcl　 index　を作成した.地 磁気活動
としては,磁 気嵐時の環電流の発達状況を示すものとしてDst　 indexを 用いた.こ の結果,中 低緯度においても,




さらに解析を進めた結果,　Periodic　emissionは 中低緯度においてはDstの 最大発達時から2～3日 後に 出現
のピークを示すのに対して,高 緯度においては4～5日 後にピークの出ることを見い出した.こ のことはPc1波
動を発生する領域が嵐の回復時におけるPlasmapauseの 回復に伴って,磁 気圏の内側から外側に移動することを
意味する.
Periodic　emissionの 中心周波数は,女 満別で0.9～1.OHzで あるのに対 して,昭 和基地では0.7～0.8Hzで
あるが,こ の違いも又前にのべたdynamicsと 関連していると考えられ,発 生源がDstの 最大発達時から2～3
日後にはLcr4,4～6日 後にはL:6に あるとすれば,モ デル計算によっても定量的に説明することができる.
今年度の研究において出てきたもう一つの事実は,Pc1の 発生数が1977年 に比較 して1978年 が非常に少ないと
いうことである.中 低緯度においても,こ の傾向ははっきりと見られる.1977年 に比較 して1978年 において,地 磁
気活動や環電流の発達に目立った変化は検出されていない.1979年 のULFデ ータを用いればこの傾向をさらに検
証できるわけで,今 後行いたいと考えている.
パターン処理 による観測データ解析 ※金田栄祐(東 京大学理学部助手):,平 澤威男(教 授),福 西
浩(助 教授)
研究年次の二年度 として,科 学衛星"極 光"に よる真空紫外域オーロラの画像データ処理を対象とするソフ トウ
エア ・システムを完成させ,研 究をデータ解析の段階へ と進展させる事が出来た.
前年度開発の1次 処理用 ソフトウエアによって作成された規準化画面(256×256p×1・)を 入力データとし,統 計
的解析の前提 となる規格化サイズの極座標系表示画面への写像変換 ソフトウエア ・システムを今年度開発した.こ
の写像変換は,以 下の2段 階に細分して説明する事が可能である.
(i)入 力画像である規準化画面への地磁気座標系グリッド挿入.
㈹ 上記の挿入グリッドを手掛 りとして,規 格化サイズの極座標系表示画面へ変換を行 う画像投影.こ の投影な
おいては,　Polarstereo投 影法を採用した.
この写像変換用ソフトウエアの完成に伴い,オ ーロラ画像は単に統計的処理が可能となったに留らず,{極 光"
に搭載され同時観測を行った他の観測装置のデータとの間で相互比較が可能となった.今 年 度 は,限 定された周
回数ではあるが,電 子エネルギースペクトル解析装置 との共同解析により,従 来この種の解析を行ってきたDMS
P,　ISIS-2等 の観測では検出し得なかった様々な特性が明らかとなった.こ れ等の中で主要なものを挙げると,
a)　duskか らpre-midnight迄 の夜側領域では,オ ーロラの総観的様相は単純な　"discrete　aurora"　と　"diffuse
aurora"　の相互配位のみで記述できず,昼 側より廻 り込むアークの存在する事が明らかになった.更 に,こ のアー
クの発達 とsubstormの 　expansion　 onset　との間に,か なりの相関関係が存在する.
b)　 "discrete　aurora"　に対応する入射電子のエネルギースペクトルは,2～3keVの エネルギー領域にpeak
を有する型とされていたが,"極 光、による観測結果からは,機 々なタイプのものが 対応する事が明らかとなり,
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単 純 な"discrete　 aurora"と い う様 な 分 類 は あ ま り意 味 を な さな い.
極域 におけるVLF波 動におよぼすD層 の影響 ※長野 勇(金 沢大学工学部講師),満 保正喜(金
沢大学工学部教授):福 西 浩(助 教授),平 澤威男(教 授)
この研究の目的は,極 域の地上におけるVLF観 測データが下部電離層の効果をどのように受けているかをfull
wave　 計算により調べVLFヒ ス,コ ーラスの下部電離層伝搬特性を明らかにすることである.昨 年度において入
射波を平面波として取 り扱った.本 年度は,有 限な大 きさを有する波源が下部電離層を透過して大地上にどのよう
な空間分布を作るかを波動論的立場により厳密に解析 した.
1.計 算方法の確立
入射ビーム波をフー リエ変換し,そ の波数に対応するそれぞれの入射角についてfull　wave計 算を行い,大 地上
でその計算値の電磁界を合成し逆フー リエ変換する.波 数展開においては複素入射角 も考慮す る.こ のような手法
による計算機アルゴリズムを完成させた.
2.入 射波の広が りと地上空間分布の関係
入射波の広が り(α)が 入射高度における波長(λ)の 数倍の場合には,地 上空間分布は,そ の数十倍にも広が
る.又,α が10以 上では入射波の広が りと地上の広が りは概ね同じであることが分った.
3.　Transmissioncone角
平面波入射角の場合は,　Transmission　 cone角 は,ほ ぼスネルの法則に従 うのであるが,有 限な波源の場合は
スネルの法則より幾分広 くなる.従 って,幾 何光学的にはtrapPing　 c。ne内 に入射角が存在しない場合にでも・
波源の大きさを考慮することにより地上に到達することが可能な場合がある.
4.　Emittance角
平面波による取 り扱いではEmittance角(θe)は,nを 屈折率,θiを 入射角として,　nsioθiの 関係になる
が,ガ ウスビーム波ではその関係式より小さくなる.例 えば広が り10λ がの場合でも θeが50° を越えることは
ない.こ れは大変興味ある結果であ り,電 離層からの直接波(20λ 近傍)は 地上にそれ程広がらないことを示唆し
ている.
このように入射波の広が りを考慮することにより,従 来の平面波による解析結果 よりも現実性があり,観 測方法
を購えた解析が可能となった.又,多 点観測のデータ解析には,非 常に有用な手段 とな りうる.
極域及び低緯 度VLFの 波動特性 ※斉藤尚生(東 北大学理学部助教授),湯 元清文(東 北大学理学部
助手),田 村忠義(東 北大学理学部技官),瀬 戸正弘(東 北大学助教授),早 坂 孝(東 北工業大学助手):平 澤威
男(教 授)
本研究の本年度の目的は,極 域のデータを中心とする地上多点データ及び人工衛星データを用いて,Pi2,Pc3
の解析に比較的重点を置 く.解 析した結果,以 下のことが明らかになった.
(1)夜 側の極域で測定されたオーロラサブス トームとの対応がはっきりする低緯度Pi2の 発生頻度には 地方時
依存性が見られる.特 に,女 川観測所の様な高感度磁力計を用いれば19h～0.3hLTの 間では80%以 上のオーロラ
サブス トームが低緯度Pi2に よってモニターできると思われる.
(2)夜 側の低緯度で観測されたサブス トームに伴う　Pi2の 全世界的な発生分布を見ると,昼 間側の低緯度でも
40%近 くのPi2　 が観 られ,磁 気圏サブス トームの発生,伝 播機構の解明の大きな手掛 りとなる.
(3)　ULF　 dataの スペ クトル解析を行った結果,低 緯度Pi2　 の周期には主に2っ の成分が観られ・長周期成分
はauroral　 ova1,短 周期 成分 はplasma　 pauseの 位置 に各 々関 係 して い る こ とが 明 らか に され た ・
(4)日 本 の"JIKIKEN・ 衛 星 で 観測 され たMini-substormに 伴 う極 長 周期Pi2に つ い てworld-wideなdata
解 析 を した 結 果,昼 間 側 の昭 和 基 地 か ら夜 側 の 鹿 屋 に わ た り,～220秒 のPi2が 同 時 に 観 測 され た.磁 気 圏 の プ ラ
ズ マ密 度 や 磁 気 活 動 度 を考 慮 す る と,こ の 振 動 はauroral　 ova1に 位 置す るOdd-modeのfundamenta1な振 動 で
あ る こ とが確 め られ た.
(5)Pi2の 周 期 及 び振 幅 はsubstorm　 magnitudeやIMF　 の方 向に 依 存 す る事 が 明 らか に な り・ この こ とか ら
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低緯度Pi2を 用いた磁気圏及びIMFの 　diagnoses　の可能性が出てきた.
次に,地 上及び人工衛星のdataを 用いたPc3の 解析結果をまとめると,
(1)低 緯度Pc3　 と磁気圏中のISEE-1に より観測されたPc3の 相関は10cal　timeで5時 間以上離れると悪
くなる.
(2)磁 気圏で観測されるPc3の 中にはIMFの 方向に依存する成分と,　IMFに あま り依存 しない,2種 類の
Pc3が 存在している.
(3)こ れらのIMEの 方向にあまり依存しないPc3は 　polarization　のdawn-dusk　 asymmetryが 観られ,太
陽風と地球磁気圏との相互作用によって発生したものと考えられる.
磁気圏内における電磁流体波動の発生 ・伝播－ATS～ 昭和基地両観測点での電磁流体波の特性と










a)振 動の継続時間が長 く(30分 ～1時 間)波 形が単一周期の正弦波的である.b)横 波的傾向を強 く示し,特 に
磁力線に対して動径方向に強く振れる.c)周 期が40秒 から170秒 まで変わるが,極 めて明瞭な日変化を示す.d)
この周期の日変化は,　ATS軌 道におけるアルフベン波の定在振動の第二次高調波で説明され る.e)主 として昼間
出現するが,夕 方側では長周期にまで伸びる.こ の長周期部分もプラズマポーズのバルジにおける高密度プラズマ
を考慮することによって,第 二次高調波として説明され得る.f)こ の種の波動を地上観測 と対比すると地上では




上記 した様に,同 じ周期帯の波動であ りながら,観 測される磁気緯度によってその波動特性が大きく異なる事が
明らかにされた.こ の事は,こ の磁気波動の振動機構を明らかにする上で極めて重要である,
IMS地 上観測網地磁気資料の有機的活用に基づ く極域磁気圏の電磁気的研究 ※国分 征(東 京
大学理学部助教授),飯 島 健(東 京大学理学部助教授):平 澤威男(教 授)
1976年 から79年にかけて国際的な協力体制のもとに行われたIntenational　 Magnetospheric　 Study　(IMS)期 間
中には,組 織化された地上観測網や衛星観測により膨大なデータが得 られている.こ の研究では,こ れらのうち地
磁気観測資料をもとに極域擾乱現象のグローバルな特性を解析することを主目的とした.55年 度ではアラスカ ・カ
ナダにおける観測網のデータを活用するためのソフトウエアを作成 し,他 の標準観測所からのデータを合せて大磁
気嵐の解析を行った.こ こでは1978年4月30日 ～5月3日 にかけて発生 した大磁気嵐現象の解析から得られた結果
にっいて主な点をまとめる.
(1)擾 乱発達の初期には,極 冠領域のtwo　 ce11型 の電流系の赤道方向への拡が りが長時間にわたってみられ,
擾乱のベースを形成する.
(2)同 時に昼側の極冠領域では東西方向の電流の変動が重なり,こ れも赤道側に移動する傾向を示す.
(3)夜 間に発生す る西向きのジェット電流はこのあ とで発達するが,昼 間側ではtwo　 ce11電 流が依然 として赤
一22一
道側ヘシフトし続ける.
(4)擾 乱の最終段階を特徴づけるものは,　two　cell型 電流の赤道側への膨張がやみ,朝 側は夜側から発達して
きた西向きジェット電流でおおわれ,午 後側で新たに東向き電流の極側への移動がみみられることなどである.し
かし午後側の東向き電流では極側への移動がみられないこともある.
磁気嵐の研究は磁気圏現象の巨視的な面の解明に資するものであ り,太 陽風 と磁気圏の相互作用やそれに伴 う大
規模な磁気圏対流など磁気圏全体にわたる現象の把握に役立っ.一 方磁気圏プラズマと波動 との相互作用などミク
ロな物理現象の研究 も併行して行なうことは複雑な磁気圏現象の理解に必要である.こ のような ミクロな側面の研
究 として極磁気嵐中のVLFコ ーラスの発生 とそれに伴 う電子の降下及び磁気変動に関する研究 も行った.用 いた
データは日本のIMS計 画の一つとしてカナダで行なわれた観測で得られたもので,地 磁気緯度約60度附近での現
象を解析した.
VHFレ ーダに よる超高層大気運動の研究 ※大瀬正美(郵 政省電波研究所主任研究官),五 十嵐喜良
(郵政省電波研究所研究官),小 川忠彦(郵 政省電波研究所主任研究官):平 澤威男(教 授)
VHFド ップラーレーダによる極域超高層大気運動の研究は,電 波研 と極地研の共同研究として実施されること
にな り,23次 隊から観測を始める計画で,55年 度は,主 にデータ処理系のシステム設計を行った.
データ処理用 ミニコンの機種選定を行い,ソ フトウエアの仕様を作製した.以 下の3っ の観測を行な うことにな
った.(1)FFTの ハードリニアプロセッサーを用いてスペクトル解析を行なうことにな り,　Irregularitiesの 発生
機構を調べるスペクトルモー ド,(2)ダ ブルパルス法(平 均 ドップラー法)に よるIrregularitiesの 平均 ドップラ
ー速度を求めるダブルパルスモー ド,(3)流星の飛跡に伴 うエコーのドップラー速度を求めることにより80～120km
高度の風系を調べる流星モー ド.
レーダ本体 とミニコンとのインターフェース用に ドップラー信号処理装置を作った・ この装置はDbitのA/D
変換器3台 を内蔵し,10kHzの サンプリング速度で ドップラー検出受信器の信号を ミニコンで送 ることができる・
また,3っ の観測モードの選択 と観測パラメータを設定する機能を有している.56年 度はレーダの更新時期にあた
るので,新 レーダを作ることになった.こ のレーダは,ド ップラー検出機能を有し,ミ ニコンによる制御,デ ータ
処理が行なえるよう仕様を決定した.
空間分解能を向上させるため,従 来使用していた八木アンテナでな く,同 軸コリニア ・アンテナを設置す る計画
である.水 平面のビーム幅を約3度 にすることを目標にして投術的検討を行った.設 置場所にっいては,22次 隊に
よる現地調査の結果をみて決定する.
ISIS-1,2衛 星 による極域 超高層プラズ マ中の 自然電波放射の観測研究 ※前沢 潔(山 形大学
理学部助教授),佐 藤夏雄(助 手),山 岸久雄(助 手)
1977年7月29日 から9月18日 まで25日 間,南 極昭和基地のほぼ地磁気共役点にあたるアイスランドのフッサフェ
ルにおいてVLF自 然電波の観測が実施されそのデータ解析を行なった.そ の解析結果 とISIS衛 星データとの比
較を行なう.昭 和基地 とISISア イスランドの磁気テープ記録を周波数分析することにより以下の点が明らかとな
った.
1.コ ーラスの共役性について
以前から言われているように,コ ーラスは昼間の現象であることに変わ りはない.昭 和基地 とアイスランドの日
変化を比較 してみた結果,ア イスランドの方が6時 から18時にかけて昭和基地よりも発生頻度が高いことがわかっ
た.ま たオーPラ にともなって現われるオーPラ コーラスの共役性は悪いのに反し,昼 間に現われるELF帯 のコ
ーラスの共役性は良いことがわかった.
2.共 役性の日変化について
昭和基地とアイスランドのダイナ ミックスベ クトルをもとに両地点の共役性のあるもの(南 北同時に出現してい
る場合)と ないものにっいて1日 を3時 間ごと区分し,そ れらの発生頻度を調べた.共 役性のあるものは,9時 か
ら12時(MLT)に かけてピークをもち昼間側に限られる.一 方,共 役性のあるものは夜側にピークをもち共役性
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のあるものと逆の傾向をもっ.
また,共 役性のあるものでも昭和基地とアイスランドでは周波数の一致す るものと一致 しないものがある.周 波
数の一致する共役性のものは9時30分 から10時をピークに午前側に集中する.周 波数の一致 しない共役性のものは
12時を中心に両側に広 くすそを引いて現われる.そ こでスペ クトル型は同じであるが周波数の異なる共役性のある
ものにっいて,昭 和基地 とアイスランドの相違を比較してみた.そ の結果,ア イスランドの方が昭和基地よりも周
波数は全体的に高いことがわかった.
オー ロラフ レア時 における磁 力線 トレーシングの基 礎的研究 ※小口 高(東 京大学理学部教授),
中村純二(東 京大学教養学部教授):福 西 浩(助 教授),佐 藤夏雄(助 手),藤 井良一(助 手)
発光雲による地球磁力線のtracingは 地球磁気圏内の電場分布,及 びこれに関連した磁気圏プラズマのダイナミ
ックスとその時間変動,特 にAurora　 Expansion時 の変動の研究に極めて重要な観測手法であると考えられる.
本研究は,将 来における昭和基地でのこの種の実験を目途 として,　Ba発 光雲を作るための　Shaped　 Charge,及 び
発光雲を観測するためLLLTVカ メラの開発の2点 を中心 とする基礎研究である.
1.　Shaped　 Charge
ShapPed　 Charge　の問題点 として考慮されたのは 平面衝撃波を作ること,爆 速を金属バ リウム内の音速3.gkm/s






高速爆薬 としてComposition　 Bを 用い,爆 速7.5～7.7km/sを 得た.
1-3バ リウムライナー防蝕




上記の　Shaped　Charge　 のテス トの結果,ジ ェットの初速8.9km/s,ジ ェット開口角1° 以内と満足すべ き結
果が得 られた.
1-5ロ ケット実験
Shaped　Charge　 がK-9M-66号 機に搭載され,内 之浦で実験が行われた.点 火は高度316kmで,ジ ェット
は磁力線と約40° の角度に射出された.こ のためジェットの拡散は極めて早く,磁 力線沿いに延びることなく消失
した.
以上の実験の結果,更 に大型の　Shaped　 Charge　 に関しても実用上の諸問題はほぼ洗 い 出 され,　Ba発 光雲を
field　line　tracing　に用いる準備は概ね整ったものと考えられ る.
2.　LLLTVカ メラ
LLLTVカ メラとしては従来SIT型 カメラが一般に使用されているが,　Ba発 光雲の有効なtracing　 のために
は,更 に高感度のカメラが望ましく,こ のためISIT型 カメラの検討を行った.　ISIT型 カメラはSITに 比べて
約30～40倍 の感度を持ち,限 界感度はオーロラ緑線にして50R或 はそれ以下であることが確認された.
3.将 来の　field　line　tracing　実験
本研究で開発されたBa発 光弾を昭和基地 より打上げ,　Ba発 光雲を地上及び,出 来れば人工衛星から観測する
ことによって,地 球磁気圏のプラズマダイナミックス,特 にオe－回ラ爆発時の　field　line　reconnection領 域のダ
イナミックスにっいて重要な研究が実施できるものと期待される.
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EXOS-A衛 星 による極域超高層プ ラブ マ中の波動一粒子相互作用の観測研究 ※芳野越夫(電 気
通信大学教授),奥 沢隆志(電 気通信大学助教授),柴 田 喬(電 気通信大学助手),富 沢一郎(電 気通信大学助手)
:平 澤威男(教 授),福 西 浩(助 教授)
1.目 的 ・意義
IMSに 対応した準極軌道衛星EXOS-A　 t極光"の 南極におけるデータ取得の主 目的は,1976年 より昭和基地に
てデータ取得を開始した,カ ナダの電離層観測衛星ISIS-1号 ・2号 と同時観測を行 うことにより,南 極域の超高
層の諸現象を2次 元的により広 く解明することにあった.　ISIS-1号 ・2号 は傾斜角度90度 の極軌道衛星である
が,　EXOS-A　 tC極光・は65.3度 の準拠軌道を与えることにより,昭 和基地上空付近のオーロラ ・オー・ミル帯で両者
の軌道が常にほぼ直交するよう計画された.こ れにより,　ISISが 緯度方向に沿う現象の観測を行なうのに対 し・
EXOS-A　 tt極光"で はオーロラ・オパールに沿う経度方向のLTの 変化に伴う現象の分布が観測できる・ そこで
この両者の同時観測データを比較することによって,オ ーロラ ・オーバルに沿う高低緯度域内に発生す る現象の2
次元的拡がりを観測することが可能 となり,従 来の一つの衛星による線状の観測に対し,極 域の諸現象を更に立体
的 ・三次元的に詳しく解明できる.
2.観 測経過
1978年2月4日 打上げ直後より,昭 和基地では,第19次 隊によって400MHzPMテ レメントリー受信が順調に
開始され,1.5年 間に約850軌 道のデータが受信された.9月22日 にPIの リレー回路に トラブルが発生するまで
は,非 常に良質のデータの取得が可能であった.そ の後も次第にS/Nの 低下があったが,デt'一"タの取 得 を続 け
た.な お昭和基地では極光のVLFモ ード及びESW(静 電波)モ ー ドの観測を行なうと同時に,PCM(136




特に少数ながらオー.ミル外側でのソーサーも受信されてお り,こ の衛星の近地点(約600km)が 南半球側に固定さ
れていることから,ソ ーサーの発生最下限高度についてのデータを得ることができた.ま た600～800kmの 高度
でオーロラ ・オーバルを横切るときには,必 ずVシ エープタイプのヒスが発生することも確認された.ま た,高 度
600～800kmで 観測するヒス発生帯域が高度1,400kmで 観測するISIS-　2号 の観測した緯度方向の拡が りに比較
して狭いと考えられるデータを得た.
今回の極光による観測結果の うち最大の成果をあげたものの一つに,極 軌道衛星ISIS-　 1号 ・2号 との同時観測
がある.極 光 とISIS衛 星が1時 間以内の時間差で上空を通過し,そ の双方のVLFデ ータを取得できる機会は全
部で9回 あり,幸 いそれぞれ異ったKp値 の場合のデータを取得することができた.
一般的な結果を列記すると,
(1)夜 側のオーロラ ・オーバル帯では,一 般にオーバルに平行して長さ1,000km以 上連続する帯状の領域で1
っのワイ ドバ ンドなVシ ェーブを構成する.
(2)Kp=0～2静 かな地磁気の状態では,オ ー・ミルに平行して,長 さ1,000km以 上続 くと考えられる伺本かの
帯状のVシ ェープヒスの領域が存在する.ま たそれぞれのVシ ェ一ー'ピヒス領域の側面でソe-'一サーが発生することが
ある.
(3)Kp=2程 度の静かなとき,夜 側のオーロラ ・オーバルの低緯度側のソーサー発生域は・少くとも長さ1・000
kmに わたって点在していると考えられる.
(4)Kp>6に なるとISIS-　1号(遠 地点約3,SOOkm,近 地点約700km),ISIS-2号(高 度1・400kmの 円軌道)・
極光(遠 地点4,000km,近 地点600km)と もVLFヒ スが観測されなくなる・
移動 観測用小型 フラ ックスゲー ト磁 力計 システムの 開発研究 ※青山 巖(東 海大学工学部教授)・
遠山文雄(東 海大学工学部助教授):福 西 浩(助 教授),藤 井良一(助 手)
本研究は主として次の三段階にわたって研究が計画された.す なわち,1)磁 力計センサ自体の開発研究,2)磁
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力計電気部の小型省電力化,3)デ ータ取得システムの検討,等 である.し たがって本報告もこの順序にしたがっ
て述べる,
1)磁 力計センサの開発
省電力・小型,高 精度が期待されるフラックスゲー トとしては,リ ングコア方式がすでに発表され実用化されて
いる.本 研究でもこの方式にっいて技術的検討を加え,国 産化をはかり,有 効に使用出来る事を目的と して 始 め
た.
研究は東北大学,東 北工業大学とも密接な研究情報交換を続けながら行って来た.手 始めとしてセラ ミックコ
アに各種のパーマロイテープを装着,ア ニールしたものについて巻数,寸 法比等の最適値の決定を行った.そ の
後・セラミックでは熱処理時に不要な力学的歪が加わるおそれのあるため,イ ンコーネル材により同様な検討を加
えて来た・ これ らの結果,最 適 と考えられる寸法比,巻 数の決定を行った.現 在残っている点は,セ ンサ支持の
材料・構造・熱特性等であるが,新 しい材料マコールを入手 したのでこれにより最終の試験を行 う予定となってい
る.
2)電 気部の試作研究
本研究課題に必要な電気部 としては小型,省 電力が第一に要求され,同 時に高安定,取 扱いの容易さも見逃す事
の出来ない要件である.こ れまでの磁力計電気部としては比較的 トランス部が多 く使用されていたが,ま ず これを
フィルタを含めて取 りさった.こ のため位相検波回路はICに よるスウィチング方式となった.励 振周波数の安定
化のため水晶発振器が利用された.試 作器によるデータ取得の結果,少 なくとも雑音の点では小型化されたにもか
かわらず著しく改善された.し かし,長 時間にわたる高安定度は,単 に磁力計部の電気的性能のみにはよらず,む
しろセンサの支持,温 度環境,補 助に使用する補償電源の安定度に大きく左右される.今 後はこれらの点について
も研究を続けて行 く方針である.現 在この目的のために必要な測定器等をとりそろえている段階である.
3)デ ータ取得システム
磁力計のデータはAD変 換したディジタル量 として処理して行 く方針を立てた.こ の場合,デ ータ記録媒体とし
ては汎用性のあるディジタルカセットを使用してみる事にした.し かし,こ の部分は電力的にも問題があ り,さ ら
に日進月歩の進歩も予想され,と りあえず,デ ータ取得の技術を高め,よ りよい方式をさぐる研究にとどまってい
る・使用したカセ ットはMT-6(TEAC製)で,こ れにマイクロコンピュ・一タ(Z-80)を 組み合せたインターフ
ェースの製作を行なった.シ ステムとしては一応完成しているが,磁 場のデータをどの様な共通フォーマットによ
って処理するかは現在手がっけられていない.地 磁気データの磁気テープによる標準化が強 く望まれる.い ずれに
してもこの使用したMTは 一応JISに 準拠しているので処理はソフ トの面だけとも考えても良い.こ れまで行っ
て来た三年間の基礎的研究を踏まえ更に実用的な磁力計を今後開発して行 く方針である.
南 極 ロケ ッ ト観測結果 に基 づ く極域電離 層領域 の研究 ※大家 寛(東 北大学理学部教授),高 橋忠
利(東 北大学理学部助手):福 西 浩(助 教授)
本年度は,　IMS期 間中に行った一連のロケット実験による高周波プラズマ波動,電 子密度計測のデータを総合




ラズマ ・パラメータ,エ ネルギー粒子等 との対応から,4っ のタイプに分けられる.こ れらのプラズマ波動につい
て・極域のプラズマパラメータを用いた分散関係式を熱的粒子,超 熱的粒子,さ らに温度異方性型,或 はビーム型
のエネルギー粒子の成分を持つ分布函数を用いて計算し,そ の不安定領域を観測結果と対応させることにより励起
メカニズムを検討した.
プラズマ周波数(Fp)か ら電子サイクロトPン 周波数(FH)に わたって観測される,タ イプ1のemissionは
ピッチ角0° 付近の粒子と相関があ りビーム型不安定 と非線型の波動粒子相互作用を反映したものである.　FH以
下に観測されるbroardな タイプ2のemissionは ピッチ角90° 付近の粒子と相関があ り,ロ スコン型不安定に
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よる励起 と思われる.　Epよ り高い周波数のbroadなemission　 (タイプ3)は 粒子降下の最大時に観測されてお
り,ビ ーム型不安定のモード変換による電磁波であると考えられる.さ らに0.1FHか ら0.2FHに 見られるタイ





IMS期 間中の6機 のロケットに搭載したインピーダンスプローブによって得 られた電子密度分布の総合的な解
析を行なった.オ ーロラ発生時と静穏な時の極域電離層は種々の面できわだった対照を示している・電離層密度の
レベルはE層 の密度ピークで2桁 近い変動幅を見せている.ま たF層 の高度プロファイルは静穏時には高度120～
130kmに 極小値をもち,ピ ーク高度を200km以 上の高度に持つ顕著な層構造を示す一方,擾 乱時においてはE層
より上部で密度が高度 とともに漸減する構造 となってお り,い わゆるF層 の形成は見られない・このようなE層 か






EXOS-C,　 EXOS-D等,近 い将来に極域電離層の観測を行 う科学衛星が計画されているが,こ れらと関連させ
て,さ らに進んだ段階での極域電離層構造,種 々なモー ドのプラズマ波動の観測,プ ラズマ波数の計測等の具体的
検討を進めている.
南極中層大気圏微量組成のライダー観測に関する基礎研究 ※広野求和(九 州大理学部教授),藤 原
玄夫(九 州大学理学部助手),内 野 修(九 州大学工学部助手),平 澤威男(教 授)
極域の成層圏では,冬 季に特に南極で気温が非常に低いこと,大 気大循環によってH20・SO2等 の大気微量成
分が集積され易いこと,ま た宇宙線によるイナン生成率が大きいこと等の故に,容 易に多量のエアロゾルが生成さ
れる可能性がある.実 際,南 極ではCIST　 (成層圏薄雲)と 呼ばれる雲がしぼしぼ出現することが知 られており,
これが成層圏H20の 一つの重要なsinkで あろうとの推定もなされている・
南極に設置される中層大気探査のたあのレーザーレーダーの,主 要な測定対象の一つはこの成層圏エアロゾル層
である.成 層圏エアロゾル層の観測において,レ ーザーレーダーは,そ の空間的,時 間的変動を極めて簡便に追跡
できるという利点を持つ.し かし,レ ーザーレーダーの測定量は,大 気分子とエアロゾルの両者からの後方散乱光
である.こ れから大気分子の効果を分離し,得 られたエアロゾルの後方散乱から,更 に詳しい情報,す な わ ち 濃
度,粒 径分布,組 成,形 状等を定量的に精度よく知るためには,未 だかな りの困難さが残されている.
我 々は九州大学において,レ ーザーレーダーによるエアロゾル層の綿密な観測を行い,エ アロゾル層の空間的,
時間的変動を可能な限 り精度 よく捉えると共に,上 述の更に詳しい情報を得るために,人 工衛星や気球による世界
各地での観測結果との比較検討を行った.使 用したレーザーは,　Nd-YAGレ ーザー(基 本波と第2高 調波)で あ
る.
1980年 は5月18日 に北米のSt.　Helens火 山の大噴火があ り,こ れに起因する非常に大きな擾乱を福岡上空で極
めて精度よく検出することができた.各 観測で得 られた後方散乱光強度の高度プロフィルから,ラ ウインゾンデデ
_タ から求めた大気分子個数密度プロフィルを用いて,散 乱比R(z)及 び後方散乱係数 βM(z)を 計算した・この
際,高 度範囲9～33kmの βMが 最小となる高度で βi=0(R=1)と 仮定する・基本波(波 長1・064μm)に 対し
て得られた結果を以下にまとめておく.
鋭いピークを持つ極めて薄い層(半 値幅く750m)が6月4日 に高度14・7kmに ・6月11日 に17・6kmに ・6月
26日 に20km附 近に出現した.各 層は以後非常に早い変動を示し,特 に最も下の層は,出 現 してから2～3日 以内
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に・R～35(R-1は 平常値の70倍 以上)に も達 した り,ま た一旦消失した りもした.　St.　Helens　火山噴出物のこ
の様に早い到着,及 び各高度における到着 日の違いは,そ れぞれ,梅 雨期に卓越する帯状流蛇行に伴 うmeridional
flow及 び帯状流のシアー(下 の二層は西風領域,最 上層は東風領域)と 輸送径路の違いによるものと考えること
ができる.後 方散乱係数 βMの 高度積分値の6月 の平均は(12.7±10.6)×10-5Sr-1で これは前年秋(10,11月 の
平均値)の 約5倍 であった.
後方散乱係数から濃度,粒 径分布を知るには,2波 長以上に対する βMの,し かも精確な値を求める必要があ
る・βMの 精度に最 も影響するのはRmin=1　 と仮定 した30km附 近の実際の値である.そ こで我々のデータを,
St・　Helens火 山噴火後各地で精力的に行われた気球によるサンプリング,　NASAのSAGE衛 星による　extinction
測定結果等と比較して検討を行 った.そ の結果,擾 乱が大きい場合には,1.064μmに 対してRmin=1.1～1.3と
なる可能性もあることがわかった.も しこの値を基準として βMを 計算し直すと,上 述の βM高 度積分値は2倍
近 く増加することになる.第2高 調波にっいては現在検討中である.
南極における　CISTの 生成消滅の過程は,火 山擾乱 と同様,レ ーザーレーダーによって克明に捉えることがで
きるであろう.南 極では圏界面高度が低いので,基 準高度における補正はもっと少くても良いと考えられるが,こ
れから更に検討して行 く予定である.
ロケ ッ トによるオー ロラ粒子観測及び粒子流 入機 構の研究 ※松本治弥(神 戸大学工学部教授),賀
谷信幸(神 戸大学工学部助手):平 澤威男(教 授),福 西 浩(助 教授)
本研究は第19次 隊により打ち上げられたS-310-5及 び6号 機に搭載されたオーロラ粒子観測器ESMの 観測デ
ータの解析,検 討を基本 とするものである.以 下現在迄に得られた成果を述べる.
1.>t・ 一口ラ発光時における降下電子束の観測
上記2機 のロケットは共にオーロラに命中し,1～10keVの 電子束のエネルギースペク トル,ピ ッチ角分布な
どを観測した.電 子束は17次 隊によるESMで の静穏時観測値105/cm2　 str・sec・keVに 比べると108/cm2　str・sec・
keVと 非常に強く,ピ ッチ角分布も非等方的で降下粒子が卓越していた.全 天カメラによるオーロラ像と対応さ





5号 機による降下電子束計数値の生データに約0.1秒 周期の規則的なバース ト波形が見られた.こ れはオーロラ
X線 の観測で見出されたマイクロバース トに相当するものと考えられるが,X線 の場合は数10keV以 上のエネル
ギーに相当し,し かも観測は主として昼間である.ロ ケットによるバース トの直接観測は非常に例が少なく,や は
り数10keV以 上が主である.　keV領 域でこのような強い・ミー ス トが観測されたのは初めてである.同 じようなオ
ーロラ中の観測であ りながら5号 機の場合にのみ,し かもピッチ角 α の小さい範囲のデータでのみバーストは観
測されている.前 述のようにバース トの周期は0.1秒 を中心 とし持続時間は1秒 を越えるものもある.一く一一スト中





生源迄の距離を試算すると約4,000kmと なった.こ れは人工衛星で観測されているdouble　 layerの 位置に相当
し,オ ーロラ粒子がそこで加速され,ま たバースト状の変調も受けていると解釈できる.マ イクロバース トの検討
はこのように非常に重要な意味をもってお り,今 後より詳細な解析を進めてゆく予定である.
3.降 下電子による電離生成率





と　NO+の イオン化学反応のみを考慮 し,電 子の生成の準平衡状態を仮定 して粗い計算で電子密度の高度分布を求
めた結果,実 測 とオーダ及び高度分布の傾向においてかな りよい一致が見られた.こ れについては今後更に解析を
進めて行 く.
オー ロラ粒子の加速 に伴 う自然電波発生の メカニズ ムにつ いての研究 ※巻田和男(拓 殖大学政





地上で　auroral　hiss　が受信される時に,大 きな地磁気変動もなく,視 野範囲に　aurora　が見えない こ とも多
い.し かしながら汎世界的に地磁気変動のデータを調べてみると,　auroral　hissが 昭和基地で受信される時は多 く
の場合に,夜 中附近でサブストームがはじまっている.つ まり　auroral　hiss　はサブス トームの発達を知る上での
モニターとな り得 る.他 方以前より報告されてきたようにAKRは サブス トームの発達 と良い対応を示すので,
AKR　 と　auroral　hiss　とは一対一の対応があると予想される.こ れについてIMP6の1973年 と1974年の2か 年
のデータを用いて検討したところ,電 離層の透過条件が良ければ,こ の2っ の現象の間に良い対応が見られること
がはっきりした・今後に残された問題として,　auroral　hiss　の季節変化の解明があげられる.　auroral　hissは 夏季
に地上では全 く受信されないが,こ の原因として発生そのものがないのか,電 離層の吸収によるのかはっきりしな
い.そ こで磁気圏内で受信されるARKの 季節変化を調べ,も し季節変化がなければ,電 離層の吸収により　auro-










昭和基地 ・無人観測点 ・みずほ基地の3点 で測定された地磁気三成分のデータから,電 離層中を流れる電流領域
を推定することができる.こ の電流領域 と電子励起による発光領域 とが一致しているのか否かについて検討を行っ
た.こ れによると,Z成 分二〇の時間 ・空間変化がオーロラの発光領域 とほぼ一致 していることがはっき りした.
更にH成 分の最大変化領域もZ成 分=0の 領域と一致していることがわか り,電 離層中を線電流が流れていると仮
定すればこのような地磁気変動を説明できることがはっきりした.但 しD成 分の変動については複雑で現在のとこ
ろ充分に解析しきれていない.お そらくD成 分には電離層電流の他に沿磁力線電流の寄与 もあるため単純に説明が
っかないものと思われ る.こ れにっいて更に今後調べていく計画である.
以上が今年度の主な成果と展望であったが来年度はもう1っ のテーマとして地磁気共役性にっいて取 り組んでい
きたい.十 数年前に永田武他の人々によ り昭和基地 とレイキャビクの地磁気共役性について調べ報告され て い る




極域電離層 内のVLF波 動現象の解析 ※木村盤根(京 都大学工学部教授),松 本 紘(京 都大学工学
部助教授),橋 本弘蔵(京 都大学工学部助手),松 尾敏郎(京 都大学工学部技官):平 澤威男(教 授)
本年度はS-310JA-5号 機によって観測されたオーロラヒスの発生源の高度の情報を得るため,ヒ スのロケッ
トに到来する伝搬ベクトル方向の解析を行った.す なわち,前 年度迄に同ロケットで観測されたデータから,オ ー
ロラヒスの伝搬ベクトル方向のロケット軸からの角度と,ポ インティング電力の方向に関する情報を求め,こ の両
データを用いて伝搬ベクトルの絶対的方向を求めようとした.一 方ポインティング電力の方向の決定には入力信号
が時間的に変動しないとい う仮定が必要であるが,得 られたデータではその様な仮定は許されず,結 局ポインティ
ングベクトル方向,ひ いては伝搬ベクトル方向の決定ができないことになった.本 年度は,こ の問題を解決するた
めに,ロ ケットスピンによる信号の出力パタンの時間的変化を解析することにより,伝 搬ベクトルの方向の情報を
得ようとし現解析を行なったもので,そ の結果の概要は下記の通 りである.
まず ロケットのスピン軸の方向は姿勢計によって時々刻々追跡できるので,前 述の伝搬ベク トル方向のロケット
軸 とのなす角の測定値を用いると,伝 搬ベクトル方向は,ロ ケット軸を軸 とする円錐 コーン上にな り,方 向につい
ての自由度が1っ 減ぜ られ る.次 にロケット周辺の電子密度 と磁場強度が既知であるから伝搬モードをホイスラー
モードとすれば伝搬ベク トル方向を仮定すると屈折率が求められ,又 ロケット軸に直角に突き出された2.4mの ダ
イポールアンテナに誘起する電圧のロケット1ス ピンに対応する変化が計算できることになる.こ のスピン変化の
パタンを伝搬ベクトル方向の仮定を変化させて順次計算しておけば,実 際に観測されたオーロラヒスの受信出力の
スピン依存性のパタンと比較す ることにより,伝 搬ベク トル方向が定められる筈である.
一方ロケット観測で得 られたオーロラヒスのスピンパタンは地上高180～220km(頂 点)の 範囲では比較的単純
で,上 述のプロセスに従って伝搬ベク トルの方向が定められた.そ の結果,ロ ケットへの伝搬ベクトル方向は同時
に存在 していた東西に帯状に広がるオーロラの方向に近い方向であるという結論が得られた.又 この伝搬ベク トル
方向は磁気子午面からは大幅にずれてお り,3次 元の　ray　tracingを 行 うと,電 波発生源は地上300～400kmよ り
高くはな り難いということになり,オ ーロラヒスがオーロラを起す粒子と強い関連をもち又決して遠方でなく地球
の近 くで発生したものと推論することができることになった.
オー ロラ ヒスの到来方 向の研究 ※鎌田哲夫(名 古屋大学空電研究所助教授),田 中義人(名 古屋大学
空電研究所助教授),西 野正徳(名 古屋大学空電研究所助手),山 口敏明(名 古屋大学空電研究所技官):平 澤威
男(教 授,)福 西 浩(助 教授)
第19次 隊時に昭和基地で行 ったオーロラヒスの　Direction　Finding(DF)観 測のデータをオーロラオールスカイ
写真,ヒ ス強度およびみずほ基地でのヒス強度記録と比較した結果数々の興味ある現象が見出された.地 磁気H成
分が急峻に数IOOγ 減少する時,オ ーロラブレークアップにともなって発生するwide　 band　impulsiveヒ スのD
F観 測結果にっいては既に報告 した.本 報告では,地 磁気変化が比較的小さい(<200γ)時 のオーロラの発生にと





る時発生したオ・一口ラヒスは継続時間の短いnarrow　 bandヒ ス(<10kHz)で あった.こ のオーロラヒスは磁南
の入射角30度 前後から到来し,オ ーロラ発光位置より低緯度側にある.ま た,　8kHzの オーロラヒス強度は昭和
基地,み ずほ基地とも弱 く,両 者共10-15W/m2Hz程 度であった.
b)　 September　 4,　1987(第2図)
オーロラは昭和基地の頭上を東西に大きく広がって輝 き,こ れにともなって発生したオーロラヒスは初め,磁 西
の入射角50度 前後から到来し,そ の後,磁 南の入射角45度 前後から到来した.っ ま り,オ 一ー口ラヒスの透過点は初




a)の観測結果から,そ のモデルは第3図(a)の 如 く考えられる.す なわち,磁 気圏で発生したオーロラヒスは地球
磁場に沿ってダクト伝搬し,ダ クトが終結している高さから　non-duct伝 搬で電離層に垂直降下で突入 し,大 きい
透過角で突き抜け,地 上の広い領域に伝搬する.し たがって地球磁場に沿って電離層高まで降下するオーロラ粒子
によって発生するオーロラ発光領域 より低緯度側に,オ ーロラヒスの電離層透過点はある.
一方,(b)の 観測結果から,そ のモデルは(b)の如く考えられる.す なわち磁気圏で発生したオーロラヒスは地球磁
場に沿って電離層高までダクト伝搬し,ダ ク トの　trapping　cone　と電離層の垂直方向にあるtransmission　 cone
との重なった領域にあるオーロラヒスが電離層を透過し地上に降下する.し たがってオーロラヒスの強度は昭和基
地 よりみずほ基地で強 く受信され る.
3)今 後の方針
今後,解 析を進め,オ ーロラヒスの上記モデルを定量的に検討すること,さ らには1979年 のDF観 測の解析を進
めることが必要である.
オー ロラ帯 の電場 ※小川俊雄(京 都大学理学部助教授):福 西 浩(助 教授)
ダブルプローーブの電位計アンプへの入力抵抗を切 り換えることによって,電 場(DC及 びAC)電 子温度,電 子
密度の時分割計測が可能である.こ の方法は,プ ローブとロケットの絶対電位による誤差が入ってこない利点があ
る.S-310JA-7号 機で行なった実験結果を解析したが,電 場にっいては前年度報告したので,こ こでは電子温
度 と電子密度の結果について述べる.
電子温度(Te)は 次式から求める.
Teニ.型_.　 Vb(V-Vmb)(V-Vmo)　 　　 k
　 V(Vmb-Vmo) (1)
ここで,eは 電子電荷,kは ボルツマン定数,Vは 入力抵抗に109Ω を用いた ときのダブルプローブにかかる差




ここで,Aは プローブシースの表面積,Rは アンプの入力抵抗でこの場合106Ω,T三 ・miは それぞれイオンの温
度 と質量,　VRは ロケット速度である.実 際の計算では,イ オン温度Tiと 電子温度Teの 比を仮定 した.
(1)・(2)式を用いて求めた,高 度80kmか ら200kmま での電子温度 と電子密度の結果を,同 時搭載の電子温度プ
ローブ(小 山による)と 電子密度プローブ(宮 崎による)の 結果 と比較して以下のことがわかった.
電子温度については,
(1)平 均的な高度分布は小山の結果 と一致する.
(2)よ り詳しく見ると,小 山の結果(上 昇時のみ)は 概して滑らかな高度分布であるのに対して,高 度80kmで
約700°K,110kmで 約1,000°K,130kmで 約400°K,175㎞ で約1,000°K,190kmで 約2,000°K,220kmで
約1,800°K等 の値が得られ,高 度 とともにでこぼこがある.
電子密度にっいては,
(1)宮 崎の結果は上昇時と下降時で大きく違い,上 昇時の値が下降時より約5倍 大きいのに対して,こ こでは上
昇時 ・下降時 ともほぼ同じ高度分布が得られた.
(2)宮 崎の結果は高度 とともに減少し,10i2m"3か ら1011m-3に 減少しているが,こ の結果では,高 度ととも
にあまり変化はなく,平 均的に約4×1011m-3で ある.
以上,電 子温度にっいては高度 とともに局所的に変化する結果が,ま た電子密度についてはあま り変化しない結
果が得られた.こ の理由の一つは,オ ーロラ粒子の降 り込みのある領域では,電 子密度分布が平衡状態 で な い た
一31一
め,電 子温度の定義そのものがあやふやになることである.し たがって,オ ーロラ粒子のエネルギー分布を含めて
研究することが必要であるが,こ れ らにっいては将来検討する.こ の方法が確立すれば,電 子温度 ・電子密度のプ
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K-9M-70号 ロケ ッ トに よ る波 数 計測 実 験 結 果小野 高幸,大 家 寛 〃 〃346-355
平澤 威男
K-9M-67号 機によるプラズマ波動波数計測大家 寛,小 野 高幸 〃 〃356-367
三浦 悟
科学 衛 星 「EXOS-B」 　(JIKIKEN)に お け る電牛越 淳雄,河 島 信樹 〃 〃377-381
子ビーム放出実験(H) 村黒 幸男,久 保 治也
向井 利典,江 尻 全機
森岡 昭,大 家 寛
松本 紘,宮 武 貞夫
じきけん(EXOS-B)　 SPW実 験により検出さ大家 寛,小 原 隆博 〃 〃417-435
れる磁気圏プラズマの流れ 小野 高幸
Conjugacy　 of　visible　 auroras　 at　Syowa,
Antarctica　 and　 Husafell,　 Iceland
巻田 和男,平 澤 威男
藤井 良一
55.11 Highlights　 of　the　 Japa-
nese　 IMS　 program,1980
19-26
Electron　 number　 dens三ty　 within　 auroras平澤 威男,山 岸 久雄 〃1〃 胴3
Preliminary　 results　 of　 the　 study　 of　 field・福島 直,飯 島 健 〃 〃64,65
aligned　 current　 with　 MAGSAT　 date藤井 良一,桜 井 治男
Direction　 finding　 for　auroral　 VLF　 hiss　 based西野 正徳,田 中 義人 〃 〃130-137
on　 time　 difference　 measurements　 of　 arrival岩井 章,平 澤 威男
at　three　 spaced　 Stations
一35一
Simultaneous　 ground-satellite　 observations　 　 佐 藤
of　ELJ-YLF　 emissions　 and　 their　 geomag－ 藤 井
net1C　COnjugaCy　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐 藤
夏雄,山 岸 久 雄55.11
良 一,福 西 浩
正 彦
Highlights　 of　the　 Japa-
nese　 IMS　 program,　 1980,
138-140
Dayside　 and　 nightside　 occurrence　 regions　 of　 芳 野 赴 夫,荒 井 功 〃
Polar　 VLF　 hiss　 and　 saucer　 emissions　 observ－ 中 川 一一之,福 西 浩
ed　 by　 ISIS　 and　 DMSP　 satellites
〃141-146
膿 。膿n雛 巖N・ 搬1。ll霊㌫ ・・ult・大家 寛・蝿 高幸 〃
observed　 by　 SPW._
〃 279-292
Substorms　 associated　 with　 storm　 sudden
commencements　and　 sudden　 impulses.
平澤 威男 56.2　 Proc.ofMagnetospheric
dynamics,1980,30-33
Shielding　 of　the　 magnetospheric　 convection　 江 尻 全 機
electric　 field　 and　 energetic　 charged　 particle
penetrations　 towards　 the　 earth.
〃 〃 113-116




Summary　 of　the　 mesospheric　 ozone　 measu.　 小 川
rements　 during　 1970-197g　 in　Japann




Balloon　 observation　 of　the　 stratospheric
NO2　 profile　 by　 visible　 absorption
spectroscopy
小川 利紘,柴 崎 和夫 〃 蒋
vol.II,803-807
自己吸収セルを利用したNOγ 帯大気光測定 岩上一自己吸収の不完全性に起因する誤差の解析一 直幹,小 川 利紘 〃 東 大 宇 宙 研 報 告,16,1287-1299
イ 口頭による発表








The　 Conviction　 Electric　 Field　 Model　 and　 Its
kp-Dependence
























パルセーティング ・オーロラと関連 す るPi1
脈動の南北共役性




































イ ン ピー ダ ンス プ ロー ブ に よ る電 子 密 度 の 観 測






















成層圏エアロゾルの粒分布変化 とS(イ オウ)岩 坂 泰信(名 大水圏研)
の収支にっいて 小林愛樹智(〃)
〃 〃
RRK　 Theoryか ら見 たNucleation　 Rate　 Con-
stant　の検 討(1)
岩坂 泰信(名大水圏研)日 本気象学会春季大会 〃











人工惑星による磁場計測計画 斎藤 尚生(東 北大理) 科学衛星シンポジウム 55.5





















SEPAC　 (Space　 Experiment　 with　 Particle












EXOS-Cに よる中間紫外大気光観測計画 鈴木 勝久(東 大 ・理) 〃 〃
小川 利紘(〃)
金田 栄祐(〃)
EXOS-Cの 現状 大家 寛(東 北大 ・理) 〃 〃
伊藤 富造(東大宇宙研)
小川 利紘(東 大 ・理)
EXOS-E衛 星 の 背 景 と ミ ッシ ョン 伊藤 富造(東大宇宙研) 〃 〃
小川 利紘(東 大 ・理)
K-9M-70号 ロケットによる波動計測実験計画小野 高幸 宇宙観測シンポジウム 55.6～7







電子密度の測定結果とインピーダンスプローブ 渡辺 勇三(東大宇宙研) 〃 〃








K-9M-68号 機による超高層大気の密度測定賀谷 信幸(神 大 ・工) 〃 〃
松本 治弥(〃)
江尻 全機
K-9M-70号 ロケットによる波動計測実験計画小野 高幸 〃 〃
大家 寛(東 北大・理)
平澤 威男




Magnetospheric　 Plasma　 Flow-Results　 of　An-
alysis　 of　JIKIKEN　 fgn　 resonance　 observed
大家 寛(東 北大 ・理)
小原 隆博(〃)
宇宙観測シンポジウム 55.6～7
bySPW-((じ きけ んEXOS-B)SPW実験 に よ 小野 高幸
り検出される磁気圏プラズマの流れ)


















森岡 昭(東 北大 ・理)
大家 寛(〃)
松本 紘(京 大 ・エ)
宮武 貞夫(電 通大)
マイクロ波一電離層プラズマ非線形相互作用の 賀谷 信幸(神 戸大 ・工) 〃 〃








分光学的手法によるNO2大 気全量観測 柴崎 和夫(東 大 ・理)〃)小川 利紘(
〃 〃
フロップスにおけるオゾン国際比較観測結果 渡辺 隆(筑 波大・物) 〃 〃
小川 利紘(東 大 ・理)
酸素 ・水酸基大気光の同時観測計画(K-9M-
71)















MAGSAT磁 場データの リダクションと初期的桜井 治男 磁場精密測定シンポジウ 55.9
結果 江尻 全機 ム
藤井 良一
飯島 健(東 大 ・理)
福島 直(〃)






SC　 and　 SI　 effect　 on　 ULF　 emissions平澤 威男 IMSシ ン ポ ジ ウ ム 55.10
一39一
Electron　 number　 density　 within　 auroras平澤 威男
山岸 久雄
IMSシ ンポ ジ ウム 55.10
Simultaneous　 ground-sate11ite　 observations














Direction　 finding　 for　auroral　 VLF　 hiss　based







Dayside　 and　 nightside　 occurrence　 regions
of　 polar　 VLF　 hiss　 and　 saucer　 emissions






Preliminary　 results　 of　 the　 study　 of　 field-
aligned　 current　 with　 Magsat　 data





Magnetospheric　 plasma　 flow.Results　 of　ana-
1ysis　 of　JIKIKEN　 fOn　 resonance　 observed
by　 SPW











SCお よびSI型 地磁気変動に伴う　Pc　1,　Pi1平澤 威男 〃 〃





スウェーデン ・エスレンジにおける大気球観測 江尻 全機
鮎川 勝
〃 〃
Field-aligned　 currentの 電離 層 電気 伝 導 度 依 存
性 と電 離 層 電 流 との結 合
藤 井 良 一
飯 島 健(東 大 ・理)
T.　A.　Potemra







飯島 健(東 大 ・理)








ムのデータ解析 小野 高幸平澤 威男
〃 〃
内之浦上空の中間圏オゾンの季節変化 小川 利紘(東 大 ・理)
渡辺 隆(筑 波大物理)
〃 〃
醐 帽 大気の水蒸気量とエア・ゾル分布i岩 坂 縮(名 大欄 研) 〃 〃




On　 the　decay　 of　stratospheric　 aerosol　 content岩坂 泰信(名大水圏研)第68回日本地球電気磁気55.11
enhanced　 by　 volcanic　 eruption 小林愛樹智(〃) 学会
林田佐智子(〃)




オーロラと地磁気変動から見たオーロラ電流 と 巻田 和男(拓 殖大) 〃 〃
の対応 鮎川 勝
平澤 威男
谷口 治幸(東 大 ・理)
MAP期 間の南極における気象衛星観測計画 芳野 越夫(電 通大) 〃 〃
田中 信也(〃)
福西 浩






昭和 基地 とア イ ス ラン ドで観 測 され たPc1及







インピーダンスプローブによる観測計画 渡辺 勇三(宇 宙研) 〃 〃
江尻 全機
大林 辰蔵(宇 宙研)
磁気圏における電子ビーム放射実験－IV 河島 信樹(東大宇宙研) 〃 〃
牛越 淳雄(〃)
村里 幸男(〃)
大家 寛(東 北大 ・理)
森岡 昭(〃)
松本 紘(京 大 ・工)
宮武 貞夫(電 通大)
江尻 全機








Observation　 of　field・aligned　 Currents　 by　 八征福島 直(東 大 ・理) 〃 〃
AGSAT　 (速報) 飯島 健(〃)
藤井 良一
桜井 治男
Substorms　 associated　 with　 sudden　 commen一平澤 威男 磁気圏 ・電離圏シンポジ 55.11
cements　 and　 sudden　 impulses ウ ム
Shielding　 of　the　 magnetospheric　 convection
electric　 field　 and　 energetic　 charged　 particle
江尻 全機 〃 〃
penetrations　 towards　 the　 Earth
飾一 岬 ㎜ ㎡一 両 ㎞・・一 瞬 良一1〃 レ
飛翔体による南極中層大気の総合観測 平澤 威男
川口 貞男
MAPシ ン ポ ジ ウム 55.12
一41一
福西 浩 MAPシ ンポシウム 55.12
江尻 全機
藤井 良一
木村 盤根(京 大 ・工)
田中 正之(東 北大・理)
小川 利紘(東 大 ・理)
醐 ・おける中駄 気総合酬 のまとめ1平 澤 威男 〃 〃





赤外吸光法による微量気体の観測 小川 利紘 〃 〃
鈴木 勝久(東 大 ・理)
科学衛星EXOS-Cに よる観測計画 伊藤 富造(東大宇宙研) 〃 〃
大家 寛(東 北大・理)
小川 利紘(東 大 ・理)
EXOS-C研 究班
レーザー・レーダ探査(南 極)恒 坂 泰信(名大欄 研) 〃1〃
ライダーによる成層圏エアロゾルのモニタリン 岩坂 泰信(名大水圏研) 〃 〃
グ
Plasma　 pistributions　 in　the　 Magnetosphere-
Applicatlon　 of　 the　 Plasma　 Sounder　 Experi・







極域 トップサイドイオノグラムのデータ解析 小野 高幸 〃 〃
平澤 威男






EXOS-D観 測計画 大家 寛(東 北大 ・理) 〃 〃
森岡 昭(〃)
木村 盤根(京 大 ・工)







SSCに 伴う極域擾乱 平澤 威男 第4回 極域における電離 56.2
圏磁気圏総合観測シンポ
ジウム


















山岸 久雄 第4回 極域における電離 56.2
鎌田 哲夫(名大空電研)圏磁気圏総合観測シンポ
平澤 威男 ジ ウ ム
11
グ リーンラン ド国際共同ロケット実験 江 尻 全 機










Single・,　 Double・,　 and　 Triple-Sheet　 Fie]d　 藤 井
































































昭和基地VHFド ップラーレーダ観測計画 五十嵐喜良(電 波研) 〃 〃
一43一
小川 忠彦(電 波研) 第4回 極域における電離 56.2
大瀬 正美(〃) 圏磁気圏総合観測シンポ





























人 工 衛 星ISIS-1,2で 観 測 され たVLFソ ー








オゾン密度 ・気温 ・液温 ・気圧データにっいて





MAGSAT衛 星 で観 測 さ れ たField-Aligned
CurrentとSubstorm





S-310-JA-5号 機 に よ る オ ー ロラ ヒ ス の到 来
方 向 の測 定





NO3,03一 柴崎 和夫(東 大 ・理)小川 利紘(〃)
〃 〃
夜光雲の発生と中間圏の温度分布 1岩坂 泰信(名大燗 研) 〃 〃




2.気 水 圏研 究 グル ー プ
(1)一 般 研 究
極域 大気の熱収支 の研究(POLEX)　 　 教授 楠 宏,川 口貞男,助 教授 前 晋爾,助 手 西尾文
彦,藤 井理行,和 田 誠,山 内 恭,客 員教授 田中正之,客 員助教授 鈴木義男
地球大気開発計画(GARP)の 一環として極域観測計画(POLEX)が,1978よ り国際的規模で進められて来た.
極地方における熱エネルギー収支をより正確に見積 り,そ れが大気大循環に,ひ いては全地球的規模の気候変動に
及ぼす影響を明らかにしようとするものである.
南極域では,第20次 ～第22次(1979～1981)の 南極観測隊によって,み ずほ基地を中心とす る氷床域及び昭和基
地を中心 とする海氷域の,放 射収支,大 気一雪氷一海洋の相互作用,極 域大気循環の3項 目にっいて総合的な観測
を行 う事になっている.昭 和55年度はその第2年 次に当 り,小 林俊一,石 川信敬(共 に北大低温研),大 畑哲夫(名
大水圏研)そ れに隊長川口貞男が21次隊として参加し,み ずほ基地における30m塔 による境界層観測,放 射収支の
観測を20次隊 より継続した.そ の他,新 たに低層ゾンデ,音 波レーダー,超 音波風速温度計により境界層観測を充
実させ,さ らに昭和基地では海氷上の熱収支観測を行った.
国内では,一 方においては第22次 の南極観測にそなえて,使 用する観測機器,即 ち係留気球,地 吹雪観測装置,
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図1み ず ほ基 地 で観 測 され た 地 表 面 で の放 射 収 支(短 波 長,長 波 長 及 び 全波 長)





るための較正方法が検討され,こ れを取 り入れた解析が行われた.そ の結果,ア ルベードの角度依存性,大 気放射
が,晴 天であれぽ昼間の変化も小さい事が示された.放 射収支は,全 天 日射,反 射,大 気放射,雪 面放射4成 分の
差引として求められ,み ずほ基地における通年の放射収支が明らかにされた(図1).そ の中で,短 波長成分は,
季節変化は大きいものの 日々の変化は余 り大きくない事,そ れに比して長波長成分は,日 々の変化が極 め て大 き
く,全 体の放射収支を支配している事,そ してこの変化が雲の変化と相関が高く,全 期間を通じて雲の影響は放射
収支を正の方向に動かす事が認められた.通 年の変化では,放 射収支は冬期はほぼ一定で一30W/m2,夏 期はほぼ
OW/m2前 後であった.そ の他,昭 和基地で行われた放射ゾンデ観測にっいて,下 向,上 向放射の測定値の妥当性
を調べるべ く,放 射のモデル計算を行い,比 較検討したが,一 部測器に問題が残る事,又 計算に用いた水蒸気分布
のデータが不十分である事が指摘された.
境界層の解析からは,晴 天の日の気温,風 速とも,太 陽高度の高い夏期に,日 変化がもっとも大きくなることが
示された.ま た月別の変化から見ると,春9月 は,秋4月 に比べて日射量はず っと多いが,平 均気温は4月 の方が
高 くなっている.し かし一方,気 温,風 速の日変化傾向を見ると,4月 は,冬6月 などと同様に,一 日中ほとんど
気温 風速 とも変化しないが,9月 は夏12月 と同様,は っきりした日変化を示している.日 変化のある季節につい
て,風 速は,朝 方もっとも強 くな り,夕 方18時 前後ごろ,も っとも弱くなることが示された.ま た,各 高度別の気
温の変化を調べると,気 温が激しく変動する(30分 で10°C程 度)高 度があ り,こ のときの風速のシアーがこの層
付近で乱れていることがわかった(図2).こ の原因は,カ タバ風が何かの原因によって地上付近まで乱されその
後再びカタバ風が吹き出すまでの間に起る現象と考えられる.
他に,南 極みずほ基地で行われた分光器による日射観測の結果から,水 蒸気の0.9μm吸 収帯のデ ・ータを用いて
気柱水蒸気量の評価を行ったが,12月 でおよそ0,15g/cm2と い う結果が得られた.
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Distance　 from　 Point　 B
図2 Wada&Mae
表1ア イレスーダー諸元
雪 上 軍 用 航 空 機 用
1.送 信 機
周 波 数
パ ル ス 幅
立 上 り時 間
尖 頭 出 力
繰 り返し周波数
消 費 電 力
RF利 得
2.受 信 機
中 心 周 波 数
バ ン ド 幅







　 　 　 60MHz
O.3μs
O.15μs
　 　 　 　 lkW



















い.人 工地震の波の伝わ り方の測定や,重 力を測定することによって平均的な基盤地形を知ることができるがより
直接的な方法 として,1963年 項からアイスレーダーを利用した測定が用いられるようになった.日 本隊によるアイ
スレーダーの使用は1969年 から始まったが,記 録方式などの点から,正 確な基盤地形を知るためにはいくつかの問
題点があった.新 らしく国内で制作 したアイスレーダーはこれらの点を改良し,航 空機に搭載し広範囲を短時間で
測定できる179MHzレ ーダーと,雪 上車を利用し氷床上で測定する60MHzレ ーダーを用い測定を行な った,表
1に 両レーダーの諸元を示した.今 年度は航空機のデータ,特 に白旗氷河付近のデータの解析をおこなった.図1
に得 られた記録の一部を示した.こ の図T,　 S,　Rは それぞれ送信波,雪 面からの反射,基 盤からの反射,と 考え
られる.こ の図の(1)の領域はクレバス帯の反射 と考えられる.氷 河の下流で大きなクレバスが見られる と ころ で
は,乱 反射が激しくな りこのため,あ たかも全体の層から反射があるようになってしまう.こ れが(2)の点付近から
下の基盤と思われ る反射があらわれる.こ の基盤反射はこの図のほぼ終 りまで,と ぎれとぎれではあるが,続 いて
いる.こ の切れている部分は,深 い谷となっているためか,あ るいは電波の強い吸収帯が途中にあるためか,な ど
の理由により反射波の戻ってこない領域になっていると考えられる.こ の写真の解析から求めた白旗流域の基盤地
形(飛 行ルー トに沿って)を 図2に 示 した.こ の図からB点 から約30km上 流までは基盤の高さが海面下 となって
いる部分が多い.B点 より下流域は強いクレバスからの反射があるため基盤地形はわからないが,B点 付近から推
察するとB点 より下流域もやは り海面下にあ り,ク レバス地帯は,海 面に浮いているのではないか と考えられる.
この付近に池が見られることからも,海 水が侵入しているものと考えられ る.今 年度は白旗氷河付近を中心に解析
をおこなったが,今 後やまと山脈付近の解析をおこない,阻 石の集積機構にっいても考えていく予定である.
みず ほ基地 飛雪 中の微小 固体粒子 に関す る研究 助手 藤井理行
みずほ基地は,火 山,露 岩,砂 漠,畑 地,工 場などの大気汚染源からは局地的にも汎地球的にも隔絶されている
ため,こ こでの積雪,氷 中の微小固体粒子は,大 気のバックグランド汚染のよい指標とな りうる.し たがって,氷
?」 ??? ??? ???」?? 」 ??? ??? ???」 ?????
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床掘削によって得 られるコア中の微小固体粒子は,過 去の大気環境の変化を明らかにする上で重要である.
今年度は,1977年 の一年間みずほ基地で採集した飛雪試料中の微小固体粒子濃度を調べ,そ の周期性 を検 討 し
た.す なわち,t現 在"の 氷床表面での微小固体粒子濃度の変化を調べ,そ の気候学的な意味を検討したのである.
微小固体粒子濃度の測定は,Class100の クリーンベンチ内に設置したCoulter　 Counter　model-IIで 行われ,試 料
0.05ml中 の粒径0.63μm以 上の粒子数が調べられた.
図にその結果を示す.図 中破線で示すように試料汚染が少なく最も信頼できる微小固体粒子濃度の最低レベルの
変化に注 目すると,1年 に2回 の周期があることが明らかにわかる.す なおち,濃 度の高い時期は,6～7月 の冬
期 と,1～2月 の夏期で,逆 に濃度の低い時期は,3月 と9～10月 である.
飛雪中の微小固体粒子濃度を通年にわたって調べたのは,南 極では本研究以外にないが,積 雪コアについての研
究は,1960年 代前半からアメリカの研究者によって進められてきた.こ れまでの研究では,積 雪中の微小固体粒子
濃度には,い くつかの周期が考えられているが,そ の中でも夏に最大,冬 に最小となる1年 周期を示す もの が 多
い.積 雪あるいは飛雪中の微小固体粒子濃度は,大 気により輸送される微小固体粒子数と,降 雪量とによって規定
され ると考えられるので,み ずほ基地での半年周期や,他 の基地での一年周期といった周期の相違は,そ れぞれの
場所の大気環境の相違を反映しているといえる.
みずほ基地飛雪中の微小固体粒子濃度の半年周期は,南 半球高緯度地域の大気大循環の半年周期と関連している
可能性がある.昭 和基地(69°S)と その北方のMarion島(47°S)に おける高層気象観測資料を用い・両地点の
東西指数を調べてみると,対 流圏全体にわたって3月 と9月 に東西指数が高 くなることがわかった.東 西指数が高
いと,大 気の東西循環が強められるが,そ れに伴って南北循環も強 くなる.す なわち,み ずほ基地の飛雪中の微小
固体粒子濃度の半年周期は,中 緯度からの物算が対流圏内を半年周期で輸送される結果を反映しているものと考え
られる.今 後,再 に検討をすすめ南極氷床への物質輸送の過程や,物 質の起源を明らかにしていく.
氷床氷の山脈付近の流れの研究 助手 西尾文彦
南極大陸の山脈は,氷 床の流れに対し阻止効果を示すだけではなく,氷床が気候の変動などに対して安定に存在
.ビ ク トリア ランド,ア ラ ンヒルズ裸 氷原におけ る水平速度 ベ ク トル と等 高線。
① ②,③ は階段地形 の段丘面 に相当する裸 氷域 を示 す。
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するために重要な役割を果していると考えられる.し たがって,山 脈周辺の氷床流動,お よび山脈の氷床流動に及
ぼす影響が空間的にどの程度の広がりをもっているかを調べることは,興 味ある問題といえる.
また,や まと山脈の裸氷原(い ん石氷原)や ビクトリアランドのアランヒルズ裸氷原において大量の陽石が発見
・採集されて以来,山 脈周辺での氷床の流動が,限 石の集積機構を考える上で重要な課題になってきている.
以上のような観点から,ア ランヒルズの裸氷原の氷のダイナミックスの研究を,1978/'70年 と1979/'80年 の2度
の現地調査の結果をもとにすすめてきた.こ れまでにまとまった結果の概要を示す.
図1は,ア ランヒルズ裸氷原における氷床の水平速度ベク トルを示す.水 平速度は,露 岩に近づ くにしたがって
小さくな り,露 岩のごく近傍では,ほ とんど流動 していない.明 らかに裸氷原の氷床流動は圧縮流であ り,露 岩の
存在による阻止作用を受けていることが分かる.
アランヒルズ裸氷原では,上 流の内陸部に向って氷床表面は階段状に高度を増す.図 の①,②,③ は,階 段地形
の段丘面に相当する所を示す.各 々の段丘面での水平速度ベクトルの方向が,内 陸部の上流側から,①N55°E,
②N69°E,③N80°Eと10～15度 ずつ時計廻 りに回転 している.こ のことは,各 々の階段地形に対応した氷床の
階層構造を考えると理解しやすい.36Clや14Cと いった同位体を用いての氷の年代測定は,上 流から下流に向っ
て氷が古 くなっていることを示している(Nishiizumi,　 et　a1.,　1979)。　これらのことは,氷 床が階層構造をしてお
り,各 々の層を単位 として氷が動いていることを示唆している.
鉛直流動量は,約5～7/cm年 で上昇流である.す なわち,氷 床は山脈の阻止作用によって強制的な上昇が引き
おこされている.ま た,昇 華による表面低下は,ほ ぼ上昇速度と同程度の量で,こ のことから,ア ランヒルズ裸氷
はほぼ定常状態にあるといえる.
また,氷 厚や年平均気温などを仮定して推定した氷温は,氷 床底部が基盤に凍結 していることを示唆している.
こうしたアランヒルズ裸氷原の氷の力学的特性は,や まと山脈裸氷原の氷の特性(Namse,1978な ど)と 極めて
類似 している.こ のことは,阻 石の集積機構を氷河学的に考える上で重要なことといえよう.
白旗氷河の流出量の空中写真解析 助手 藤井理行
リュッオ ・ホルム湾の最奥部に浮氷舌を出している白旗氷河は,み ずほ高原氷床の最大の流出部である.こ のた
め,み ずほ高原氷床の質量収支をおさえる上で白旗氷河からの流出量は重要で,こ れまで流速や氷厚にっいていく
つかの研究が行われてきている.本 研究では,1965,1969,1975,1977年 に撮影された空中写真を用い,流 速,氷
厚,流 出量を調べた.
氷の流速は,時 期の異った2枚 の写真上で特徴的な表面形態の移動量から求めることができる.こ こでは,そ の
1例 として,1969年1月 の状態(図1A)と1975年11月 の状態(図1B)の 変化から求めた氷河各部の移動ベクト
ル図(図1C)を 示す.図1A,B上 で,A～Gは6年10ケ 月経過した後でも特徴的な形状から,同 一地点と同定
できた場所である.図 にインステ クレパネの位置を破線で示すように,各 図は紙面上下に平行移動した地図なの
で,A～Gの 点が図1Cの ように移動したことが分かる.図1Cか ら,流 速は氷河の右岸側で2.3km/年,中 央部
で2.5km/年,左 岸側で2.7km/年 となり,イ ンステクレパネ付近を中心に円弧状に流れる氷河の外側ほど早く動い




なお,氷 の海面上の高さは,図 化機による空中写真の解析から求めた.そ の結果,氷 の厚さは,白 癩氷河本流,
同右岸の支流と白瀬氷河西のシート流で大きく異なることが分った.




こうして求めた3っ の副流域の氷の海面上の高さ,氷 の厚さ,幅,流 速と上式による流出量は,表 の よ うに な
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る.す な わ ち,白 旗 流 域 の海 岸 か ら の流 出量 は,合 計13.4～14.7×109t/年 とな り,そ の うち 約3/4は 白旗 氷 河 の










の氷河各部 の移動 流速:一 一一一一 一一
図1白 旗 氷河 の イ ン ス テ ク レパ ネ付 近 の状 態.A:1969年1月21日,B:1975年
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図2リ ュツォ・ホルム湾に流出する氷の流速,厚 さ,形 態から推定される白癩
流域の3っ の副流域,図 は1974年1月24日 のERTS-A画 像より作製.
表 白瀬流域の3っ の副流域毎の氷厚,流 速,幅,流 出量
副流域1瓢 酬 上の 氷山の厚さ(m) 幅(m)1流 速(m/年)1聾。、説/謡
Al 6卜7・1 51卜5541 8,650 25・・ 【 10.0-10.8
Bl 5卜651 43卜5151 L9・・1 Z7・・1 2.0-2.4
C (2与3・)1 (・9各238)1 (2α…)1 (36・)1 (1.4-1.5)
i Total　 discharge 13.4-14.7
南極 大気の放射計算 スキー ムの改 良に関する研究 客員教授 田中正之
南極大気の放射特性,放 射による冷却率を評価するためには,放 射計算方法の精度が大きく影響す る.そ の た
め,放 射一対流モデル,力 学モデル等への組入れが容易で,か つ精度の高い放射計算スキームの開発を引き続き行
った.
大気中における太陽放射や長波長放射の伝達を評価するため,多 くの計算手法が開発されているが,そ れらはい
ずれも気体成分による線吸収と雲 ・氷晶 ・飛雪 ・エアロゾル等の粒子成分による多重散乱の同時的取扱い,お よび
大気層の光学的不均質の取扱いにおいて不充分な点が多い.こ の困難を解消するため,こ こでは,地 球大気中の放
射過程が異る波長相互間で独立と見倣し得 ることに着目し,吸 収係数が波長と共に著しく異る現実の波長空間を,
吸収係数が単調に減少(又 は増加)す る新しい空間に変換するとい う新しいアイディアを導入した.こ の方式によ
れぽ,多 数の吸収線を含む一つの波長域,あ るいは一つの吸収帯全域は,10ケ 程度の波長によって充分正確に代表
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(表現)さ れると共に,吸 収係数が気温 ・圧力などの違いにより光路に沿って変化する不均質成層の問題も,従 来
のような近似を用いることなく取扱うことが出来る.
その他,ダ イヤモンド・ダス ト,飛 雪粒子等の非球形粒子による光の散乱の取扱いを検討した.空 間的にランダ
ムに方位した円柱を例にとり,厳 密な散乱理論 といろいろな光線光学近似とを比較し,光 線光学近似の妥当性,球
形近似の問題点などを明らかにした.そ の結果,南 極大気中の氷晶粒子等の散乱特性の取扱いにおいては,平 均的
な粒子の形状を考慮した光線光学近似が望ましいことが明らかとなった.
(2)共 同 研 究 ※印研究代表者 印以下極地研担当教官
日射紫外領域の精密分光測定 ※村井潔三(気 象研究所研究室長),後 藤良三(気 象研究所):川 口貞男
(教授),藤 井理行(助 手)
大気中のオゾンは,300nm附 近の紫外線に対して強い吸収帯を有 し,成 層圏内のオゾン量の変動は地表に到達す
る紫外 日射量を大きく左右する.こ の研究の 目的は,地 上に到達する紫外 日射量を連続的に測定し,そ の結果から
オゾン量の変動を検出する事の可能性 と,紫 外 日射の波長別変動 とオゾン量 との関連を明らかにしようとするもの
である.
測定装置は回折格子と石英プリズムの組合せによる複式分光計を主体とする分光日射計で,波 長300～400nmの
間の直達 日射紫外日射について10nm間 隔で測定できるようになっている.装 置の検定は,ラ ングレー法によって
大気外日射強度に対応する器械常数を求めて行 う.
地表面で観測され る紫外強度は,空 気分子,オ ゾンのほかにエーロゾルによる減衰も受けている.空 気分子によ





氷床掘削技術の再検討と掘削機の設計 開発 ※鈴木義男(北 海道大学低温科学研究所助教授),成 田英
器(北 海道大学低温科学研究所助手),滝 沢隆俊(北 海道大学低温科学研究所助手):楠 宏(教 授),前 晋爾
(助教授),西 尾文彦(助 手),藤 井理行(助 手),和 田誠(助 手)
昭和53年 度から小型エレクトロメカニカル ドリルの開発を行ってきた.
(1)昭 和53年 度:第20次 南極地域観測隊における人工地震発破孔掘削のための概念設計を行った.こ こで は特
に,ド リルの回 り止め機構について新しい方法を導入した.同 設計によるドリルおよびウインチは,鉱 研試錐㈱に
て製作,11月 の低温室内テストの後,20次 隊により,54年1月 南極氷床上で掘削が行われ,64m深 の掘削に成功し
た.前 記室内テス トおよび現地からの報告により,切 粉除去が不充分であることが判明したので,切 揚排除機能を
工夫 したドリルを試作しテス トを行いほぼ満足する結果を得た.
(2)昭 和54年度:テ ス トドリルに若干に改良を加えたものを,4月 北海道大雪山で24mの 掘削テス トした.こ の
ドリルは,更 に改良が加えられ,昭 和54年 度末西尾助手により,マ クマー ド地域の裸氷原の掘削に用いられ,8m
の良質コアの採取に役立てられた.一 方,大 雪山でのテス トと第20次 隊の使用結果をとり入れた改良型ドリルは,
JARE　 MID-140A型 ドリルとして鉱研試錐㈱で製作され,9月 に北アルプス立山の雪渓でテス トされ,7mの コ
アが採取された.こ の ドリルシステムにより,第21次 隊は,15m,30mの 掘削テス トに引き続き,100m,142.5m
の掘削に成功した.100mの 掘削の所用時間は,計 画の20時間に対し30時 間で,ほ ぼ満足すべき結果を得たといえ
る.
(3)昭 和55年 度:良 質なコア採取のため,刃 の部分に関す る実験を行った.刃 のす くい角刃先荷重,刃 数,回 転
数と切削抵抗との関係を調べた結果,刃 の形状,ド リルへの取付方で,最 適な状態をほぼ知 ることが で きた.ま
た,刃 の部分が最適な状態に作られていると,掘 削 トルクは,100W以 下と小さいことが分か り,今 後200Wク ラ
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スのモータによる超軽量(20kg程 度)ド リル作製の可能性が得 られた.
積雪層位の形成 と酸素同位体分布 ※渡辺興亜(名 古屋大学水圏科学研究所助教授),加 藤喜久雄(名
古屋大学水圏科学研究所助手),佐 藤和秀(長 岡工業高等専門学校助教授):楠 宏(教 授),前 晋爾(助 教
授),西 尾文彦(助 手),藤 井理行(助 手)
みずほ高原氷床は,積 雪層位の形成過程の地域的特性の観点から,沿 岸地域,カ タバ斜面地域,内 陸高原地域の
3地 域に分けられることが,こ れまでの研究で明らかになってきた.本 研究の目的は,積 雪層位形成の地域特性が
積雪層の酸素同位体組成分布にどのように反映 しているか,ま たみずほ高原各地の積雪層にみられる酸素同位体組
成の長期にわたる分布が,堆 積環境のどのような変動を示 しているかを明らかにすることである.
本研究の解析対象とした試料は,第15次 南極観測隊によって持ち帰られた10m深 の積雪コアである.み ずほ高原
の15地点から得 られた積雪コァの層位解析,物 理的性質の測定を行い基本解析資料を作成し,こ れに基づいて5つ
のコアを選び出し,そ の δ180値 の測定を行った.沿 岸地域のコアとして,S40(標 高1,142m),H128(1,380
m),カ タ・ミ斜面地域のコアとしてW46(1,958m),W280(2,405m),J365(2,615m)を選定した.カ タ・ミ斜
面地域のコアは,通 義量,層 位構造,地 形条件から周辺を代表するものと考えられる.δ180測 定は,各 コアの積
雪構造にみられる単位層(渡 辺他,1928)の それぞれにっいて1～3点 行い,ひ とつのコアで合計100～200点 行っ
た.測 定は,名 古屋大学水圏科学研究所の質量分析計(Varian　 MAT　 250)に よって行った.結 果,次 のようにま
とめられる.
①S40とH128コ アにみられる δ180プ ロファイルは明瞭な季節変化を示 し,こ れは層位解析から求めた年層
境界と一致する.
② 沿岸地域および比較的通義量の多いカタバ斜面の δ180値 は,雪 尺観測,表 面層の断面観測結果が示すよう
に,秋 と春の降雪の堆積を示 し,真 冬および夏期の堆積は少ない.
③ 各地の積雪の δ180値 の移動平均(季 節周期を消去するように地域毎に平均すべき値の数を設定した)に よ
るプロファイルは,ほ ぼ同一の傾向を示 している.こ のことは,み ずほ高原の沿岸から内陸にかけての少な くとも
数百の範囲は年による涌養量の傾向の類似性や,春,秋 の気温傾向の同時性などの点でほぼ同じ堆積環境にあるこ
とを示唆 している.こ のことはまた,季 節周期を示す ことが稀なカタバ斜面の積雪の δi80プ ロファイルも,よ り
長期にわたる堆積環境の変動を記録している可能性を示すものである.
堆雪機構 の解 明と観測方法 の開発 ※若浜五郎(北 海道大学低温科学研究所教授),小 林大二(北 海道
大学低温科学研究所助教授),山 田知充(北 海道大学低温科学研究所助手),油 川英明(北 海道大学低温科学研究
所助手),秋 田谷英治(北 海道大学低温科学研究所助手):楠 宏(教 授),前 晋爾(助 教授),西 尾文彦(助
手),藤 井理行(助 手)
1.年 間堆積水量の分布からみた積雪の堆積特性
1968年 から1977年 までの10年 間にわたって観測された雪尺観測資料,表 面積雪層の層位解析による積雪密度や年
層の厚さの資料,人 工衛星LANDSATの 画像から読みとった裸氷域の分布をもとに,み ずほ高原における年間堆
積水量(通 義量)の10年 平均値の分布を地形図上に5g/cm2の 等値線間隔で描くことができた.堆 積特性は,次 の
ようにまとめられる.
①1函 養域での1函養量は,沿 岸部の標高1,000～2,000mに20～30g/cm2の 最大域が現われ,そ れ以南では水蒸
気源から遠ざかるため,次 第に減少する.
② 滋養量は,大 規模な氷床地形の影響で地域性を示し,尾 根状の地域より谷状の地域が多い.
③ やまと山脈周辺の裸水域では,昇 華による消耗が年間6g/cm2程 度あるが,こ れは氷の上昇流の速度にほ
ぼ等しい.す なわち,裸 氷域の表面レベルは動的平衡状態に保たれているといえる.
広域の堆積量の分布は,ま ず大規模な氷床地形に支配される海洋から氷床への水蒸気の浸入の難易度を反映 した
降水量の分布に規定 されていると考えられ る.次 に,氷 床表面に達 した降水は,定 常的な斜面下降風系 と,氷 床表
面の微地形 との相互作用による堆積 ・削剥過程を経て氷床表面に固定され,氷 床を涌養する.す なわち,相 対的に
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風の弱い氷床表面の凹部に吹きだまり,風 の強いかっての吹きだまりや氷床流動によって生じた凸部では,堆 積し
ず らく逆に風による削剥あるいは昇華を受け表面は低下する環境におかれることになる.す な わ ち,氷 床表面で
は,堆 積や削剥が,表 面を平担化する方向,い いかえれば氷床の動的状態によって生ずる表面変化を補償し現在の
表面形態を維持する方向に生ずる.
なお,堆 積水量の分布図から,白 癩流域 と宗谷流域の演義域での質量収支を求めると,そ れぞれ,16.2×109t/
年,2.0×109/年 とな り,消 耗域の質量収支は,そ れぞれ一〇.7×109t/年,-0.8×109t/年 となる.す なわち,そ




た雪面 レベル変動計が,開 発された(油 川.1977,1979)北 海道の大雪山での試験の結果,少 くとも一一30°Cまでは
良好に作動し,こ れによ り南極での使用の可能性がひらけた.
氷床のダイナ ミックスー 観測方 法を含 めて一 ※東 晃(北 海道大学工学部教授),福 田明治(北
海道大学工学部助教授),成 瀬廉二(北 海道大学低温科学研究所助手),本 堂武夫(北 海道大学工学部助手):楠
宏(教 授),前 晋爾(助 教授),西 尾文彦(助 手),和 田誠(助 手)
本共同研究の目的は,南 極氷床,と くに東南極氷床のダイナ ミックスの考察を行ない,将 来の計画に向けてより
よい観測方法を検討することであった.第10次 から第16次 で行なわれたみずほ高原の雪氷学的調査の成果にダイナ
ミカルな考察を加えた.ま た実験室的に行なわれた南極氷床氷の力学的性質の氷床流動解析の応用を図る研究,多
結晶水の境界に関する実験的研究などが行なわれた.ま た観測方法の問題 としては,氷 床深部氷の結晶粒軸方向分
布のX線 による自動解析法の開発,航 空機搭載用電波氷厚計の試験などが,と り上げられた.ま た研究会では,氷
床ダイナ ミックスに及ぼす山脈の効果,棚 氷の影響,山 脈周辺の氷床内部流線の推定など氷床流動を3次 元的に拡
張する試みが報告された.以 上の研究の詳細は,「 氷床のダイナ ミックス」の報告書(昭 和56年3月 極地研発行)




第23次 観測隊(昭 和56年 ～58年)か ら5ケ 年の予定で開始される東クイーンモー ドランド計画では,多 くの地点
で氷床掘削を行ない多量の氷床コアの採取を計画している.こ うした観測計画に呼応 し,国 内の体制を整 え るた
め,研 究小集会を開催し基本的な問題にっいて検討した.
1)出 席者:東 晃(北 大工,氷 物性),北 野 康(名 大水圏研,地 球化学),若 浜五郎(北 大低温研,積 雪),
渡辺興亜(名 大水圏研,氷 河),成 田英器(北 大低温研,積 雪),加 藤喜久雄(名 大水圏研,地 球化学),楠 宏




















・当面の研究目標としては,古 環境(特 に産業革命以前)の 復元 と氷床変動の解明である.こ うした研究 目標
を遂行するため,氷 床コア研究の国際的広が りと予算の裏づけが必要である.
② 氷床コァ研究委員会の設置
氷床コア研究の方針と有効な研究方法,コ ア配分を検討決定 す る た め,「 氷床コア研究委員会(委 員長:
楠,委 員:東,北 野,若 浜,資 料主幹,前(幹 事,不 在の時は藤井又は西尾が代行)を 設 置 す る.当 委員会
は,当 面研究所の規則に基づ く委員会とはせず,研 究集会の形をとって開催,運 営するが,委 員会活動の進展
とともに,そ の処置方法を考えることとした.
③ 氷床コァ作業委員会の設置
氷床コア研究の基礎となるコァカタログの作製,コ アの現場処理,輸 送,保 存に関する検討と実施を目的と






題 目 著 者(所 属)発 表年月 詩 名 ・巻 号 ・頁
Meteorological　 Data　 at　Mizuho　 Station,M.　Wada 55.11 JARE　 Data　 Rep.,　 No.




and　 micrometeorological　elements　 at　Mizuho　 M.　 Wada




POLEX-South　 Data,　 Part　 1:　Radiation　T.　Y manouchi
Data　 at　Mizuho　 Station,　 Antarctica　 in　197g　 M.　 Wada
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 S.　Mae
　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　S.　Kawaguchi
56.　 3　 JARE　 Data　 Rep.,　 No,
61,350pp.





56.　 3　 JARE　 Data　 Rep.,　 No.
62,321pp.
ネパール ・ヒマラヤ,ク ンブ地域およびムクト 藤井 理行
地域における永久凍土
55.6雪 氷,42,81-92










アメリカにおける最近の雪氷研究 西村 寛,楠 宏55・91雪 氷 ・ ・2・ ・5・一・88
一56一
ソ連の雪氷研究の概況 楠 宏 55.9 雪 氷,42,189-192
Variations　 of　sea　 ice　conditions　 in　 LUzow-
Holme　 Bay　 area,　 in　Antarctica　 in　the　 last　 20
yea「s
K.　 Kusunoki 56. IAHS　 PubL,　 B1
Measured　 and　 computed　 temperature




56. IAHS　 Publ.,　 B1
Progress　 of　Japanese　 glaciological　 research
in　the　 Antarctica
K.　 Kusunoki 56.3 SepPyo,43,55-61
Glaciological　 data　 collected　 by　 the　 Japanese





56.3 JARE　 Data　 Rep.,　 No.
63,43pp.
Aerophotographic　interpretation　 of　 surface
features　 and　 an　 estimation　 of　 ice　 discharge
at　the　 outlet　 of　the　 Shirase　 drainage　 basin,
Antarctica
Y.　 Fujii 56.3 Antarct.Rec.,72,1-15
Airborne　 radio　 echo　 sounding　 on　 the






題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会名称等 発表年月
Polex-South南 極 み ず ほ 基 地 に お け る放 射 観 測
1.観 測 シ ス テ ム
山内 恭,和 田 誠




山内 恭,川 口 貞男 〃 〃
南極みずほ基地における境界層観測(1)一 シス
テムの概要





和田 誠,山 内 恭
前 晋爾
〃 〃
わが国の南極気水圏観測計画の概況 楠 宏 日本雪氷学秋季大会 55.10
南極みずほ基地における雪面上の放射収支観測 山内 恭,和 田 誠
前 晋爾,川 口 貞男
〃 〃





和田 誠,山 内 恭
前 晋爾
〃 〃













山内 恭,和 田 誠




分光器による南極大気の気柱水蒸気量 山内 恭,和 田 誠 第3回 極域気水圏シンポ 56.1
ジウム




みずほ高原周辺の大気循環 中島暢太郎(京 大) 〃 〃
井上 治郎(京 大)
藤井 理行
南極気候観測 前 晋爾 気候変動研究計画に関す 56.2
るシンポジウム
南極みずほ基地での雪面温度の測定 前 晋爾,山 内 恭 日本雪氷学会秋季大会 55.10
和田 誠








南極白旗氷河の流出量および表面状態の空中写 藤井 理行 〃 〃
真解析
Radio　 Echo　 Sounderに よ る 白旗 氷 河 の 観 測前 晋爾,和 田 誠 〃 〃
山内 恭
Radio　 Echo　 Sounderに よ るや ま と山 脈 の 観和田 誠,前 晋爾 〃 〃
測 山内 恭
氷床氷の山脈付近の流れについて一その2一 西尾 文彦 〃 〃
J.　0.　 Annexstad
(USA航 空宇宙局)
ネパール ・ヒマラヤにおける氷河湖底堆積物の 安城 哲三(京 大) 〃 〃
ボ ー リング ・コア 解 析(序 報) 岩田修二(都 立大)
藤井 理行
神山 孝吉(京 大)
立山 ・内蔵助雪渓の氷体にみられ る19mた て穴竹中 修平(名 大) 〃 〃
の観察とボー リング ・コアからみたその内部構 吉田 稔(名 大)





西尾 文彦 〃 〃
〃 〃 第6回 りモ ー ト ・セ ン シ 55.11
グ ・シ ンポ ジ ウ ム
Radio　 Echo　 Sounder　 (60MHz,　 17gMHz)に
よ る南 極 白瀬 氷 河,や ま と山 脈 の 観 測
和田 誠,山 内 恭前
晋爾
〃 〃
南極みずほ基地における雪温観測 前 晋爾,和 田 誠 第3回 極域気水圏シンポ 56.1
山内 恭 ジ ウム
氷床コア解析から得た小氷期の気候に関する知
見
加藤喜久雄,藤 井 理行 〃 〃
みず罐 地における表面鱈 層の形成過程 陳 弁 理行 〃1〃
みずほ基地における表面積雪中の微小固体粒子
濃度の季節変化




Possibility　 of　detecting　 meteorite　 buried
within　 the　 ice　by　 radio　 echo　 sounding

























3.地 学 研 究 グル ー プ
a.地 学 一 般
(1)一 般 研 究
昭和基地周辺の地形及び後期新生代 地質に関する研究 教授 吉田栄夫,助 手 森脇喜一
1.リ ュッォホルム湾沿岸地域の露岩の地形学的研究
プ リンスオラフ海岸の露岩には,氷 床による氷食地形,氷 成堆積物による地形,氷 床後退後の海成地形,周 氷河
作用による地形が分布することが知 られている.56年 度に予定されている現地調査 と関連して,主 要な地形的特徴
をまとめた.
氷食地形では,氷 床によるareal　 scouringの 地形が卓越 し,羊 背岩地形,線 状凹地,円 形凹地が発達する.こ
れ らと地質構造の関係を求めた.ま た,こ のほか氷河条溝,擦 痕が広 く認められるが,こ れらは,南 極の他地域に
比べてとくによく発達しているといえそ うで,過 去の氷床流動の方向を推定することができる.こ とに注 目される
のは,氷 河条溝の形態的特徴が,氷 河下底が少な くとも圧力融解の状態にあったことを示す ことで,過 去の氷床の
性状を知る一つの手掛 りとなる.
氷成堆積物の発達はよくないが,空 中写真判読により,地 上調査を重点的に行 うべき地点を選定した.ラ ングホ
ブデ地域では融氷河堆積物の分布が各所に認められると判読された.
海成地形では,こ れまでプ リンスオラフ海岸の,明 るい岬(海 抜10m),日 の出岬(15m以 下,20～27m,30～
35m),新 南岩(10m,15m,29～31m)に隆起汀線の存在が知られている.22次 に調査を予定しているあけぼの
岩にっいて,調 査用地形図の簡易図化を,空 中写真を用いて,二 級図化機(ウ ィル ドB8S)に より行って,1:
10,000地 形図を作成し,地 形の予察を行った'そ の際,隆 起汀線 と推定される地形の分布と高度の測定を実施し,
あけぼのの岩の3.5km長 の海岸に,3か 所,そ れぞれ500m程 度にわたる隆起汀線があ り,そ の海抜高度は20m
以下とみられることを明らかにした.
宗谷海岸にも隆起汀線がよく発達する.海 抜20m以 下のものの地形は明瞭であるが,30mを 越えるものにっいて
は,そ の形態が不明瞭で氷成地形からの判別は難 しく,上 限高度にっいて意見の一致をみていない.地 域的な分布
の差と,上 限高度の関係をさらに野外で確かめる必要がある.
過去の氷河作用に関連 して,現 在の氷床縁辺部の性質の一端を知るため,リ ュツォホルム湾及びプ リンスオラフ
海岸沿岸の氷床の形態的特性も検討された.白 瀬氷河は年間2～2.5kmの 流速をもち,氷 河下底のほか周辺露岩
にも活発な氷食作用を及ぼしている.し かし,周 辺の氷河擦痕は,か っての氷床が白旗氷河を斜めに横断して流動
した形跡を示す.ラ ングホブデ氷河でも,氷 河表面近 くの露岩には氷河 と直交する過去の流動方向を示す擦痕があ
る.他 方,こ れらの氷流の沖合には海底下の氷食谷が連続 し,過 去の氷流の拡大を示している.こ うした現象の解
釈には,現 在の氷床縁辺部の氷下の岩盤地形の調査が必要であるが,他 方,こ うした地形は氷床の流動様式にっい
ての示唆も与えるものである.プ リンスオラフ海岸では,多 くの氷流が分布 している.背 後の涌養流域が,氷 床地
形の上からはさして広 くない と考えられるのにもかかわらず,こ れらの氷流の流動は活発であ り,布 状流による氷
の流出も,宗 谷海岸に比べて大きいと推定される.こ うした流域による氷床の挙動の違いが,岩 盤地形 といかに関
連するかも,今 後の課題である,
2.昭 和基地付近の海底地形 ・地質の研究
第22次 観測で計画されているリュツォホルム湾の海底地形,地 質調査を,よ り効率よく実施する目的で,極 地用
小型 ピス トンコアラーの開発を行った.ま た,コ アラー,流 向流速計,地 殻熱流量測定装置などを海氷上から使用
するため,海 氷を穿孔して海中,海 底に降下するのに必要な大型 ドリル(口 径45cm),機 器吊下げ及び差上げ用マ
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ス ト(高 さ4m)一 ともに櫨に搭載 して運搬するため起倒式である一 の開発を,極 地設営工学研究グループの
協力を得て行った.そ の結果,ほ ぼ満足しうる装置を完成した.
昭和基地周辺の地球物理学的研究 助教授 神沼克伊,助 手 渋谷和雄
地学部門において固体地球物理を担当する教官は55年4月 現在神沼克伊,渋 谷和雄の2名 である.こ のうち渋谷
和雄は昭和基地で越冬してお り,神 沼克伊は11月 に昭和基地へと出発した.昭 和基地では重力測定,自 然地震観
測,人 工地震観測,地 殻熱流量観測,地 盤傾斜観測,航 空磁気測量,人 工衛星測位などの観測 ・調査が進められ,
日本では次の観測に備えての器械の開発が進められた.昭 和基地で観測されたデータは 「昭和基地を中心 とする地
域の地殻構造の総合解析」の主テーマのもとに解析を行な う.各 項目にっいての概略を以下に述べ る.
(1)重 力測定
昭和基地では4月 ～10月 の6ヵ 月間,ラ コステG型515重 力計による連続観測を,海 洋潮汐記録 と平行 して行な
った.ま た昭和基地からみずほ基地までの人工地震のルー ト上に沿って重力測定を実施した.
東京大学海洋研究所 と共同開発した新しい海上重力計NIPRORI　 はふじの船上で順調に稼動 し,東 京一南極間
のデータが収集されつっある.
(2)自 然地震観測
55年2月 に昭和基地に設置した地震 自動観観測装置は,い くっかの改良点は指摘されたが,順 調に動作してい
る.
(3)人 工地震観測





測を行なった.4月 ～12月 の8ヵ 月間で20mの 深さでの温度変化は一8.171°Cか ら一8.375°Cで あった.
日本では新しく30mの 掘削を目標に掘削機械の検討 と,水 晶温度計システムの運用テス トを重ね,昭 和基地での
作業 と観測に備えた.
一方,定 着氷上から海底にセンサーを降ろし,海 底堆積物の温度勾配を測定し,地 殻熱流量を求めることも検討





日本では南極に設置可能な水管傾斜計の開発を行なった.水 の代 りに不凍液を使用,横 穴の代 りに露出している




地図及び標準時計のない極域での野外調査には,計 測器械の時刻較正,位 置決定が重要である.時 刻較正はNN
SSの 発射するUTCを 復原して必要な精度の標準時計を確保し,2波 のNNSS受 信器の受信で精度よく位置の
決定ができる.前 年度の研究に基き,南 極で実際に器械を動かし,そ れぞれの精度の検討,実 用上の問題点の調査
などを行なった.
以上は,日 本の南極観測における固体地球物理の姿である.日 本国内ではルーチン観測と考えられているもので
も,極 地であるため解決しなければならない問題が多数ある.各 項 目のほとんどは,日 本隊として昭和基地で初め







南極 ・エ レバス火山の地球物理学的研究 助教授 神沼 克伊 助手 寺井 啓
南極 ・ロス島にあるエレノミス山は,山 頂に溶岩湖を有する世界でも数少ない火山のひとっで関係者から注 目され
ている.こ の火山を地球物理学的な手法で調査し,山 体構造や地震分布を調べ るべ く,1980年11月 から日本 ・アメ
リカ ・ニュージランド三国共同による地震観測を行なうことにな り,そ のプロジェク ト名をIMESS(International
Mt.　Erebus　Seismological　Studies)と した.第1年 度はアメリカ側が地震観測点を3点 設置し,記 録を無線でス
コット基地に送る.ス コット基地の受信,レ コーダは日本側が受持ち,保 守はニュ・一ジーランドが担当した.日 本
は山頂付近に独自で6点 の地震計を配置し,2週 間観測を行なった.
三点テレメ 一ータは1981年7月 まで作動した.
1979～1981年 のエレバス山の活動は,1日2～3回,ス トロンボ リ型噴火をくり返 してお り,図 に示すような双
発型の爆発も起る.
Ferrar　 Doleriteの 古 地 磁 気 学 的 研 究 所 長 永 田 武,助 手 船 木 實
南 極 ア フ リカ,南 米 それ に タ ス マ ニア 島 に は 年 代 や 岩 質 の よ くに たDoleriteの 貫 入岩 体 が 見 られ る・ 南 極 で
は こ の岩 体 をFerrar　 Doleriteと 呼 び,南 極 横 断 山脈 中 の い た る所 でみ られ る.従 来,　Ferrar　 Doleriteの 古 地磁
気 学 的 研 究 はTheron　 Mountains,　 Wright　 and　 Victoria　 Valley,　 Beardmore　 Glacier,　 Dufek　 intrusionそ れ に
Dronning　 Maud　 Landで 行 な わ れ た.今 回新 た にSouth　 Victoria　 LandのWright　 Valley,　 Allan　 Hills,　Cara-
pace　 Nunatakそ れ にMt.　 Flemingか ら得 られ た 合 計64個 の資 料 の 自然 残 留 磁 気 とそ の 性 質 を 測 定 し た ・ な お
Ferrar　 Doleriteの 貫 入 年 代 はK/Ar法 で147～163m・y・ す なわ ち,ジ ュ ラ紀 中 期 の 値 が 得 られ て い る.
代 表 的 な 資 料 に つ い て磁 気 的 なHysteresis特 性,自 然 残 留磁 気(NRM)の 交 流 消 磁 と熱 消 磁,そ れ に 熱 磁 化
特 性 な どを 調 べ た結 果,次 の よ うな こ とが 判 明 した.　Wright　 ValleyとMt・ 　FlemingのFerrar　 Doleriteの 磁 気
的 性 質 は 非 常 に似 て お り,弱 く安 定 な 自然 残留 磁 気 を持 っ て い る.こ れ ら の資 料 中 の磁 性 粒 子 は,　magnetiteで 単
磁 区 構 造 を 持 つ と考 え られ る.　Allan　 Hillsの 資料 は採 集 地 に よ り二 つ の 異 な る磁 気 性 質 を示 す ・す なわ ち・ 一 方 の
飽 和 残 留磁 気 とNRMは それ ぞれ502×10-3emu/gm,5.6×10'4emu/gmと大 きな値 で あ る の に対 し他 方 は それ
ぞ れ1.6×10'3emu/gmと2.3×10"7emu/9mと非 常 に弱 い.し か し両 者 とも交 流 消 磁 に対 し て,ま た 保 磁 力 の
大 き さか らみ て,十 分 安定 なNRMを 持 つ.　Allan　 Hillsの 資 料 中 の磁 性 粒 子 もmagnetiteで あ り・ 単 磁 区構 造
と考 え られ る.　Carapace　 Nunatakの 資 料 は強 い飽 和 残 留 磁 気 と,　NRMを 持 つ が,　NRMは 不 安 定 で あ る ・主 な
















図1　 VGP　 positions　 of　Jurassic　 Rock　 for　 Antarctica
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測 定 され た す べ て の 資 料 は 正 帯 磁 を 示 し,各 採 集 地 毎 に 計 算 さ れ る磁 極 の 位 置 はWright　 Valley:　 45・3°S　・
152。W,AllanHills:47.5°S・133.2°W,CarapaceNunatak:40.9°S・163.4°W,Mt・Fleming:68.6°S・
139.5°Wで ある.こ れらの値と95%oの 信頼範囲それに今までにFerrar　 Dolerite　から得 られた磁極の位置は図1
に示す通 りである.エ ラ一-aj囲を考えると,　Ferrar　Doleriteか ら得られる磁極の値は非常によくまとまっている
と考えられる.以 上の結果から,　Ferrar　Doleriteが 南極横断山脈に貫入したジュラ紀の磁極の位置は・南太平洋
の中緯度付近にあった と推定され,こ の値はゴンドワナ大陸を組立た場合,他 の大陸から得られたジュラ紀の磁極
の値 と一致する.
東南極盾状地 の地 質学的研究
1.や まと山脈の地質学的研究 助教授 矢内桂三,助 手 白石和行
やまと山脈の地学研究は,第20次 南極観測隊から第22次 にいたる3ケ 年の地学研究計画の中の地域研究課題とし
てとりあげられた.基 盤地質調査は第20次 隊(昭 和54年 度)に よるC群 を中心 とした調査,お よび第21次 隊(昭 和
54～55年 度)に よるA,　B群 を中心 とした調査が実施された.こ れらの調査の結果の一部はすでに昭和54年 度年報
や,第2回 南極地学シンポジウムにおいて,共 同研究者の浅見正雄(岡 山大),西 田民雄(佐 賀大),小 島秀康(秋
田大),太 田昌秀(ノ ルウェー極地研)ら と共に発表 した.更 に,本 研究 と平行して,や まと山脈の各山塊にっい
ての詳細な地質図幅(2万5千 分1の)も 順次発行の準備が整ってきた.
やまと山脈の基盤岩は大別して高度変成岩,閃 長岩質岩,花 圃岩類などから成っている.変 成岩頚は,そ の鉱物
組合せや鉱物化学組成の特徴から,グ ラニュライ ト相に属す るグループと角閃岩相に属するグループに分 け られ
る.野 外の産状から,グ ラニュライ ト相変成岩 と閃長岩質岩(チ ャーノカイ ト質),角 閃岩相変成岩 と花嵐岩類 と
の密接な関係が認められ前者の形成は後者の形成よりも早期に行なわれたと結論された.前 者に属す る両輝石黒雲
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母片麻岩 と両輝石閃長岩の共存する輝石間の平衡温度は,約800°Cと 見積もられ,こ の値はグラニュライ ト相変成
作用の温度条件 として妥当な値である.ま た,両 輝石閃長岩の形成がグラニュライ ト相変成作用のもとで行なわれ
たことは,チ ャーノカイトの成因を考えるうえで重要な示唆を与える.
現在,共 同研究者 とともに,微 量成分を含めた岩石化学的検討,岩 石の年代決定を進めるとともに,鉱 物のEP
MA分 析を通じて,変 成作用の条件を更に詳細に検討している.
2.プ リンス ・オラフ海岸の地質学的研究 助教授 矢内桂三,助 手 白石和行
プリンス ・オラフ海岸の地質調査は第18次 隊より本格的に調査が開始され,第22次 隊までの間に主要な露岩地域
の地質調査がほぼ終了 した.こ れらの研究の結果は,共 同研究の成果 としてその一部がすでに報告され,地 質図幅
も順次刊行されている.
この地域は更に東方のエンダービーランド地域 と西方のリュツォ・ホルム湾地域の間にあって,従 来からその変
成作用の性格や年代が問題であった.第21次 隊(昭 和54～55年 度)で は,夏 期間に木崎によって明るい岬,二 番岩
が,越 冬期間に天文台岩,長 岩,だ るま岩などの西部海岸地域が調査され,第22次 隊(広 井(金 沢大)と 共同)夏
期間に,天 文台岩の再調査 とともに,東 部海岸地域のあけぼの岩 と新南岩の調査をおこない,1万 分の1の 地質図
を作製した.こ れらの調査によって,さ まざまなクリティカルな変成鉱物が新たに発見され,従 来角閃岩相といわ
れていた同地域の変成作用がグラニュライ ト相にまで達していたこと,変 成度には地域性があること,後 期の花嵐
岩による影響を除けば,広 域的な変成作用は10億年(っ まりライナー岩体)に 相当する1回 の変成作用で説明がっ
くことなどが明らかになった.
(2)共 同 研 究 ※印研究代表者 ・印以下極地研担当教官
東南極盾状地の地質構造研究 ※木崎甲子郎(国 立極地研究所客員教授),吉 田 勝(大 阪市立大学理
学部講師),仲 井 豊(愛 知教育大学教授),林 大五郎(琉球大学理学部助手),鈴 木盛久(広島大学理学部助手):
矢内桂三(助 教授),白 石和行(助 手)
1.リ ュツォ・ホルム湾周辺地域の東南極盾状地の地質構造構造




眉 引 構 造 変 成 作 用 深 成 活 動1年 代(億年)






































ii)　重複する3時 期の変成作用にっいて,鉱 物組合せ と変成鉱物の化学組成か ら変成条件が検討された.予 察的
な段階であるが,具 体的に温度,圧 力,水 蒸気圧などが示された.
(Suzuki,　1979a　Yoshida,　197gb他,1979,鈴 木,1980な ど,第2表).
第2表 リ ュツ ォ ・ホ ル ム湾 地 域 の 変成 条 件(Yoshida,　 1979a)
変成作用1:880°C-13.5kb前 後で水に不飽和な条件
変成作用2:880°C-8.8kb前 後でほとんど無水状態
変成作用3:主 期は680°C-5.5kb前 後で水に飽和の条件,後 期は520°C-3.8kb前 後で水に不飽和な条件
iii)　リュツォ ・ホルム湾の未調査地域の一部で,昭 和基地北東分の露岩,竜 宮岬,奥 岩,オ メガ岬等が調査さ
れ,エ ンダービーランドの地質との直接の対応が可能になりっっある(Nakai他,1979,Suzuki,197gb).




り行なった.エ ンダービーランドは東南極盾状地で最古の岩石(40億 年)が 見出されているグラニュライ ト相変成
地域である.一 方東クイーンモード地域はグラニュライ ト相と角閃岩相の重複している地域であ り,新 期の遊人岩
体やブロック運動が特徴である.リ ュツォ ・ホルム湾地域はこの著しく異なる性格の2っ の地域の中間に位置し,
地質の性格も両地域の中間的な性格を示すことが指摘された(白 石,木 崎,1979).
ii)　東南極盾状地の構造発達史におけるリュツォ ・ホルム湾地域の位置ずけ.東 南極盾状地の構造発達史はこれ
まで多 くの研究者によって試験的に考察,ま とめられているが,未 だ多 くの研究者が合意しているものはない・最
近のまとめはとくにソ連研究者ら　(G.　Grikurov等)に よって,　ensialicモ デルが,地 殻の厚化説の主張とともに
提出されているが,彼 等の主張のもとになる個々のデータにっいて,オ ース トラリアや米国の研究者ら(例 えば,
R.　TingeyやE.　 Grew)の 反論がある.リ ュツォ・ホルム湾周辺の地質はGrikurov　 らのまとめと対比すれば,
太古代のライナー変動時(35億 年前)一 インゼル変動(29億 年前)一 ロス変動(5億 年前)に,　 Tingeyや 　Grew
らのデータを参考にすれぽ,ル カー変動時(10億 年前)と ロス変動時に対応することが指摘された(木 崎他,1981・
吉田,1979,吉 田他,1981).
iii)　地殻深部の岩体の地表への上昇機構について研究した.酸 性の岩体は浮力による上昇機構が研究されてい




昭 和 基 地 付 近 の グ ラ ニ ュラ イ ト相 変 成 岩 の 岩 石 学 的 研 究(研 究 代 表 者)※ 蟹 沢 聰 史(東 北 大 学 教
養 部 助 教 授):矢 内桂 三(助 教 授),白 石和 行(助 手)
1.ま えが き
昭 和 基 地 周 辺 の グ ラニ ュ ライ ト相 変 成岩 中 の角 閃 石 ・黒 雲 母 の化 学 組 成 にっ い て,お よ び 同地 域 か らお よそ160
km東 北 方 に あ る 日の 出岬 の変 成 岩 の 化 学 組 成 に つ い て は 昨 年 まで に 報 告 し,す で にMemoirs・ 　Inst・　Polar　 Res.
Spec.　 Issue　 No.　 14　(1979)に 発表 した.ま た,両 地 域 の黒 雲 母 と角 閃 石 中 のD/H比 につ い ては 昨 年 度 の 成 果 報
告 書 に 載 せ た.今 年 度 は,主 と して,日 の 出 岬地 域 の 変 成岩 に っ い て の岩 石学 的 検 討 を行 な った の で 報 告 す る.
2.日 の 出 岬 の 変 成岩 頚 の 各造 岩 鉱 物 の特 徴
Yanai　 &　 Ishikawa　 (1978)に よれ ぽ 本地 域 の 変 成岩 類 は　anorthositic　 gneiss,　 garnet　 bearing　 anorthositic
gneissを 主 とし,　garnet,　 hornblende　 gneiss,　 amphiboliteを 伴 う.昭 和 基 地 周 辺 に 特 徴 的 な　pyroxene　 gneiss
は 全 く存 在 しな い.
各 造 岩 鉱 物 も角 閃 岩 相 に特 徴 的 な性 質 を示 す.そ こで各 鉱 物 にっ い て,東 北 大 学 理 学 部 岩 鉱 教 室 のエ ネ ル ギ ー分
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散 型EPMAを 用 い て,分 析 を行 な った.
1)角 閃 石,　amphiboliteお よびhornblende　 gneiss　 中 の 角 閃 石 は い ず れ も青 緑 色 ～ 緑 色 の 軸 色 を 示 し,分 析結
果 はす べ てcommon　 hornblendeで あ っ て,昭 和 基 地 周 辺 に み られ る よ うな　pargasite　 で は な い.一 部 にAIIv
お よび(Na+K)に 乏 しい もの が あ り,　AIIv－ Σ(A),あ る い は(AIIv+AlvI)-AIIv関係 か ら,　tremolite-par・
gasite置 換 が 認 め られ る.角 閃 石 と共 存 す る単斜 輝 石 はWo47_49,En36.35,Fs・7-16のsaliteであ る.
2)黒 雲 母.有 色 鉱 物 の うち では 最 も広 範 囲 に分 布 す るが,組 成 範 囲 は著 し くは な く,　mg値 は0.53～0.65,
0=22と し た時 のSi=5.43～5.62,Ti=0.54～0.28,であ る.
3)ザ ク ロ石,　Biotitegneiss中 の もの は 自形 に近 い粒 状 を な し,MnO6.9～7.1%,CaO2.3～3.4%,MgO
4.9～5.9%(No.74010113)のalmandineであ る.累 帯 構 造 は 著 し くは な い.　 Sillimanite-biotite・garnet　 gneiss
中 の も は不 規 則 な形 状 を示 し中 心 部 で は石 英,黒 雲 母 の包 有 物 に とん で い る.組 織 変 化 に は 乏 しい.こ の 岩 石(No.
74010301)で は 明 ら か にザ ク ロ石 中 に 含 まれ る黒 雲 母 と,ザ ク ロ石 の外 側 に あ る黒 雲 母 との 間 に 明 らか な 組 成 変 化
が あ り,前 者 はMgに とみTiに 乏 し い も ので あ る.こ れ は 両 者 の 間 で の 生 成 条 件 の 差 を反 映 す る も の で あ ろ
う.
3.ザ ク ロ石 一 黒 雲 母 地 質 温 度 計
Sillmanite-biotite-garnet　 gneiss中 の共 存 す るザ ク ロ石 と黒 雲 母 か ら平 衡 温 度 を求 め た.ザ ク ロ石 に 含 まれ る黒
雲 母 と,そ れ に 近 接 す る 部 分 の ザ ク ロ石 の 組 成 か らKD=(Mg/Fe)Gar/(Mg/Fe)bioを求 め る と ほ ぼ0.16と な
る.こ の値 か らThomdson　 (19乙6),　 Goldman　 &　 Albee　 (1977)お よびFerry　 &　 Spear　 (1978)　 に よ る地 質 温 度
計 を適 用 す る と,そ れ ぞ れ,525～570°C,499～521°C,520～582°C(P=5kbとす る)が 求 め られ る.さ らに,
こ のザ ク ロ石 のrim　 とザ ク ロ石 の外 側 の 黒 雲 母 との 間 に 適 用 す る と,そ れ ぞ れ の 方 法 に よ って720°C,714°C,
803°Cと な り,　core　 の 部 分 よ りもお よそ150° ～200° 高 い 値 が得 られ る.
4.　 Fassaite-grossular-anorthite岩 にっ い て
本 地 域 の　Hornblende　 gneiss　 中 に,一 見 エ ク ロジ ャイ ト様 の 岩 石 が 爽 在 す るが,こ れ はSiO238.78%,Al,O,
24.44%,ΣFeO11.g5%o,MgOO.56%,CaO22.10%とい う特 殊 な組 成 の 石灰 質 岩 であ る.鏡 下 で は 濃 緑 色 の
多 色 性 を持 つ 単 斜 輝 石,ザ ク ロ石,斜 長 石 お よび 磁 鉄 鉱 か らな る.さ き の報 告(Memoirs　 Nat・　Inst.　Polar　 Res.
No.14,197gP.166)にお い て　Hedenbergite-garnet-Plagioclase　 rock　 (No.　 74010112)　 とした も ので あ るが,
今 回 分 析 の 結 果,こ の 単 斜 輝 石 は　hedenbergite　 で は な く,A12035.86～9.19%も含 み,TiO2,Na20は 少 な い
fassaite　で あ る こ とが 判 明 した.ザ ク ロ石 はAndradite　 mo1.を か な り含 んだ　grossularで あ り,斜 長 石 は ほぼ 純
粋 な　anorthite　 で あ る.こ のFassaite中 のDi-FATs-CAs比を 計 算 す る と,　Ginzburg　 (1969)に よ って 与 え ら
れ た 不 混 和 領 域 中 に プ ロ ッ トさ れ る.し た が って,少 くと も この 付 近 の 変 成 条 件 で はfassaiteと 　diopsidic　 pyro・
xene　 との間 の不 混 和 は 存 在 し ない.
リュツ ォ ・ホ ルム湾沿岸及び周辺の地質学的研究 ※松本征夫(山 口大学理学部教授),加 納 隆(山
口大学理学部講師),西 田民雄(佐 賀大学教育学部助教授),浅 見正雄(岡 山大学教養部講師):吉 田栄夫(教 授),
兼平慶一郎(客 員教授),矢 内桂三(助 教授),森 脇喜一(助 手),白 石和行(助 手)
昭和55年 度の地質図幅として下記の2シt・'一トを出版した.
ベルジカ山脈の地質図幅 ・同説明書(シ ー ト29)
奥岩の地質図幅同説明書(シ ー ト22)
ベルジカ山脈の地質が第20次 隊の地質グループよに り調査された.ベ ルジカ山脈は角閃岩相の変成岩から成 り,
石灰岩(マ ーブル)が 卓越する.ま た,火 成活動も活発である.全 体の地質はやまと山脈よりは西方のセルロンダ
ーネ山脈に類似すると思われる.
やまと山脈のC群 が第20次 隊に,A群 が第21次 隊により調査された.C群 は閃長岩(3っ の岩相に区分される)
が大部分を占め,こ れに片麻岩類が伴なう.閃 長岩は,片 麻岩を貫 く関係にある.A群 はチャルノック岩を含む変
成 ・火成岩からな り,複 雑な地質を呈している.や まと山脈の全体の地質は,一 部リュツォ・ホルム湾に類似の岩
相も存在す るが,石 灰岩質岩はきわれて限られ,形 成の場や時期の異なることが予想される.プ リンスオラフコ一
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ストーリュツォ ・ホルム湾地域一やまと山脈一ベルジカ山脈の地質概略がほぼ判明し,全 体的な地質 ・地質構造が
論じられる段階になった.今 後は年代測定のデータを増し,化 学分析,変 成相の検討を行ない,当 地域の地史を明
らかにする.
南 極地域 における資 源の基礎的探査 の方法 に関する研究 ※兼平慶一郎(国 立極地研究所客員教授
大町北一郎(山 形大学理学部教授),金 谷 弘(工 業技術院地質調査所主任研究官),西 山 孝(京 都大学工学部
助手),奥 野孝晴(動 力炉核燃料事業団資源部海外調査室長):吉 田栄夫(教 授),矢 内桂三(助 教授),白 石和行
(助手),船 木 実(助 手)




動力炉核燃料事業団は,カ ナダの北緯64度 付近のサスカチワン州 と北西地方にまたがる地域でウラン鉱床の探査
を行なっている.こ の地域は,湖 が多いこと,植 生がみられることなど南極昭和基地周辺 とはやや異る環境である
が,寒 冷地である点において共通してお り,そ こでの鉱床探査の経験は南極地域で資源探査を行なう場合の参考 と
なる点も少 くない.
カナダ北部でのウラン鉱床探査は次の順序で行なわれている.(1)エ ァボーン放射能探査・時速90～100マ イル・
高度100m以 下,500m間 隔の測線に沿って行ない,K,Th,U,全 放射能の4成 分の検出を行なう.(2)地球化学探
査および物理探査.土 壌,湖 底堆積物,湖 水,お よび植生を用いてのウランの地球化学探査.グ リッド測点での ト










試料と分析方法:試 料はテイラー谷Lake　 Leon近 くで行なわれたボー リングのコァ38個 とライ ト谷Don　 Juan
池におけるボー リングのコア12個 である.5試 料を除くとすべて氷河堆積物である.各 試料の50メ ッシュ以下の細
かい粒子のみにつき含有微量重金属を原子吸光分析法で定量分析した.
分析結果と考察:分 析した元素は,　Mn,　 Zu,　Pb,　Cu,　Ni,　Co,　Cdの7元 素である・ コア中の含有量はそれ
ぞれMn70～1,200PPm,Zn55～3,900PPm,Pb20～340PPm,Cu10～6gPPm,Ni10～130PPm,Co10～45
PPm,　 Cd　 5PPmの 範囲の分析値を示 した.微 量元素の含有量 とコアの採取位置とを比較すると,　Pbは 特定の層
準で低い値を示す とい う特徴がみられた.　Znは あま り変化がないが,1試 料で3,900ppmと いう非常に高い値が
得 られた.Mn,　 Ni,　Co,　Cuに っいては顕著な異常値は検出されなかった・　Pbの 系統的な変化をZnの 異常値
の地質学的意味については今後検討する必要がある.
今回分析 した氷河堆積物には,河 川堆積物などとちがってほとんど粘土鉱物が含まれていない.こ のことが地球
化学探査法を氷河堆積物に適用する場合にどのような影響があるかも検討しなければならない問題である.
航空機の測位及び航空重力,地 磁気測定法の基礎的研究 ※瀬川爾朗(東京大学海洋研究所助教授)・
友田好文(東 京大学海洋研究所教授):神 沼克伊(助 教授),平 沢威男(教 授)
昭和53年度は,3成 分加速計を極地研究所所属のセスナ機に搭載し,通 算9時 間にわたって種々の飛行状態に対
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図1　 Q-FLEX　 Sensor　 Assembly,　 Exploded　 View
応ずる加速度の特性を調べた.こ の結果によれば,セ スナ機の動作はかな り不安定で,周 期が数10秒 の擾乱加速度
がきわめて大きいことがわかった.3成 分の中では,機 首方向の加速度が最 も小さく安 定 で あ る.海 上保安庁の
YS-11機 でも同様な観測を行なったが,YS-11機 の方は,か なり安定で,擾 乱加速度 も一桁小さいことがわかっ
た.特 に重力方向を示すZ成 分の長周期加速度が小さいことは,機 上での重力測定の可能性を示唆した.
54年度は航空機の利用が不可能であったので,加 速度計の改良を行なった.特 に水平プラットフォームの必要性
が痛感された.
55年度は,南 極海調査用の重力計の開発 と並行して,本 研究テーマのための装置の開発,お よび航空機の代替と
して,船 による試験を行なった.
姿勢制御された航空機用加速度計を製作するため,超 小型,高 性能 ・　Sundstran社 製加速度計(図1)を 用意
した・この加速度計を水平安定台にとりつけ,動 揺体上での試験を行ない,良 好な結果をえた.
航空機による地磁気測定は,プ ロトン磁力計による全磁力の測定がすでに実用化され,3成 分測定は,海 上保安
庁水路部がYS-11に よる試験を継続している.本 研究では磁力計にまで手をのばすことができなかったが,航 空
機による3成 分磁力測定は,今 後の重要な問題であると考えている.航 空機の位置は.近 い将来利用可能 と考えら
れている　Global　Positioning　Systemに よる衛星測位により,精 度が向上するに違いない.こ れによ り,航 空機
の高さもわかる・センサーの姿勢を知るには,機 体の傾 きを鉛直ジャイロでみればよいわけだが,水 平加速度によ
ってジャイロ自体 も傾むくので,あ らかじめ水平加速度に対するジャイロの傾むきのレスポンスを調べておき,磁
力測定 と同時に加速度測定 も行なって,コ ンピュータで処理すれぽ良いと考える.
水 温 ・氷温及び 地中温度の定 常測定系の開発 ※神沼克伊(助 教授),島 村英紀(北 海道大学理学部
助教授):渋 谷和雄(助 手)
54年度 より我々は,水 温及び地中温度の変動を10-3°Cの 分解能で連続的に記録するためのセンサー ・レコ一・8"
一系を開発し観測を行 うことを計画した.フ ィール ド用の温度センサーは熱電対式のものと水晶の発振数の温度依
存性を応用した水晶温度計の2方 式があるが,操 作上の簡便さ,較 正にさほど熟練を要しないことから今後多数の
観測点を展開し,維 持してゆ くためには水晶温度計の方が優れている.し かし市販の水晶温度計は高価なうえにブ
P・一スターアンプを接続したとしても2～30mの ケーブル長に限定され るなど現実のフィールドでの運用を考えると
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図1ブ ロ ック ・ダイ ア グ ラム
図2外 形 図(レ コー ダ ー,主 回 路 の ボ ー ド,耐 圧 容 器)
不便な点が多々ある.そ こで基本的には(i)1m°Cの 分解能で微小温度変化が測定でき,絶 対温度 は50m°Cで 較
正できること(li)AC電 源から2～3,000mの ケーブルをふ設しても温度センサーを作動できること,DC電 源で作
動する時は消費電力が少なく2～3mW以 内であること圃レコーダー記録はディジタルで現場モニターが可能なこ
と(v)1セ ットあたり20万円以内で製作できることを目標にシステム設計,及 びその改良が行なわれ,図1の ような
ブロック図で特徴づけられ,図2の 外形を持つレコーダー,耐 圧容器類が製作された.
この研究により開発されたレコーダーは,日 本国内では16点(1981年3月 現在)稼 動してお り地震活動あるいは
火山活動 と深井戸水温の相関解析等に用いられ(J・　Phys・　Earth,　28,　243～260,　H.　Shimamura),　 地震に伴いス
テップ状の水温変化が表われることが確かめられるなど地震予知のうえでの武器にな りっっある.昭 和基地におい
ても1980年6月 より1981年1月 下旬までオングル島西の浦において予備的な水温連続測定が実施され2～3回 のブ
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リザード時における トラブルを除いては正常な計測及び記録を行なうことが確かめられた.56年 度はこの西の浦の
記録の解析を行ない,ブ リザード,季 節的な気温変化等 との相関などを調べる予定である.そ して,い くつかの室
内実験を行ない,異 なるセンサー,レ コーダー系の較正の簡素化などにっいての目途を得て,3年 間に渡る共同研
究の区切 りをっけたいと考えている.
エ レバス火山の地球 物理 学的研究 ※横山 泉(北 海道大学理学部教授),下 鶴大輔(東 京大学地震研
究所教授),高 波鉄夫(北 海道大学理学部助手),山 下 済(北 海道大学理学部助手),伊 藤 潔(京 都大学理学
部助手),伊 神 輝(名 古屋大学理学部助手):楠 宏(教 授),神 沼克伊(助 教授),渋 谷和雄(助 手)
昭和55年 度から始まったエレバス火山の地球物理学的研究の初年度は55年11月3日 より56年2月3日 までの日程
で行なわれた.参 加者は寺井啓(国 立極地研究所),高 波鉄夫(北 海道大学,地 震予知センター),長 田昇(東 京大
学,地 震研究所)の3名 である.観 測の目的として当初次の5点 が設定された.(i)ド ライバレー地域ライ ト谷にお


















図1オ ー プ ン リー ル,DARシ ス テ ム(フ ィ ール ド設 置)
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臨時観測点のシステム構成は図1に,ま たテレメーターシステムの基本構成は図2に よって示される.刻 時装置が
ノイズをひろうというトラブルの発生したため,そ の制御下にあるペンモニター,及 びテープサーチ機構に工夫が
要求されたが(i)は17日間,(il)は19日 間の良質な記録が得られ,圃 は56年3月 末 日現在もデータを取 り続 け て い
る.図3に 記録例を示す.
観測の結果バンダ湖付近は地震活動が低いうえに風が強 くS/N比 が悪 くなることがわかった.一 方エレバス山
は数多 くの火山性地震(単 発的な時系列を持つ)が 発生していることが確認され,爆 発音,噴 火も認められた.56
年度は55年度の観測結果を整理して,地 震発生の統計解析(震 源の空間分布,マ グニチュー ドの頻度分方,時 系列
など)を 調べ,ま た波形解析から地震波の伝搬経路の物理的性質等への考察も行な う予定である.そ れをもとに初
年度の観測において現われたシステム構成上の技術的な問題点を改善するほか機器の整備,調 整をして,よ り適切
な観測網(セ ンサーの増設等を含む)設 計を行ない,56年 度の観測にのぞみたいと考えている.
南極海海底堆積物の古地磁気学的及び岩石学的研究(研 究代表者)※ 小林和男(東 京大学海洋研究
所教授),古 田俊夫(東 京大学海洋研究所技官):船 木實(助 手)
東京大学海洋研究所白鳳丸KH80-4次 航海で,南 極海及びその周辺海域で 数点のピス トンコアラーによる深海
堆積物の採集が行なおれた.そ のうちKH-4-49コ アは南緯69°28.4「 西経169°53.0'に おいて973cmの 連続した




度で8.5～8.6mm/1000年,ハ ラミロイベントからオルド・ミイイベントまでは2.Omm/1000年 である.し かしオル
ドパイイベントに関してはコア最下部にわずかに正常磁が測定されているだけでまだ確たるデータには至っていな
い.い ずれにせ よこの大 きな堆積速度のちがいは,こ の海域の堆積物の供給量がある時期に大きく変化したのか,









よって,試 料をより薄い堆積層に細分し,一 個の試料のもっている残留磁気の年代を1000年 以内に対する測定値に
す ることが可能となった.現 在測定及び測定データの解析,ま とめを行なっている.
又,比 較的堆積速度の大きいブリュンヌ期の堆積には氷山によって南極大陸からの物質の供給(ア イスラフティ
ング)も 考えられるので,残 留磁気測定と平行して,堆 積物の岩石学的研究を行 う予定である.さ らに残留磁気を
荷なっている強磁性鉱物の性質,供 給源も合わせて研究してみたい.
リモー トセ ンシング による氷床及びその周辺の地形解析 ※戸谷 洋(東 京都立大学理学部教授),
藤原健蔵(広 島大学文学部教授),野 上 道男(東 京都立大学理学部助教授),小 野 有五(筑 波大学地球科学系助
手),林 正久(島 根大学教育学部講師),岩 田修二(東 京都立大学理学部助手),小 疇 尚(明 治大学文学部教
授),安 仁屋政武(筑 波大学地球科学系譜師),五 百沢智也(宇 都宮大学教育学部非常勤講師):吉 田栄夫(教
授),森 脇喜一(助 手),藤 井理行(助 手)
本年度は,極 地研究所が保有する空中写真,地 上写真の判読により,地 形分類図の基準図を作成する目的で,サ
ンプル図の作成に重点が置かれた.
(1)沿 岸露岩地域:ラ ングホブデ地域の従来の地上調査の結果を詳細に検討し,そ れに基づいて,1:20,000カ
ラー空中写真を用いて,1:25,000の 地形学図のサンプルを,フ ランス学派の方法と,ド イツ学派の方法をそれぞ
れ参考にして,2種 類作成した.ド イツ学派方式は,地 形形成営力に従って色区分 した上に,　morPhograPhicな
情報を重ねあわせるもので,比 較的容易に作成することが可能である.こ れに対 してフランス学派の方式は,構 成
物質に従って色区分をした上に,地 形の成因分類を重ねあわせるものである.ラ ングホブデ地域のように,氷 食に
よって地形が形成されたことが明らかであっても,氷 食が氷床そのものによって行われたのか,独 立した圏谷氷河
や谷氷河によって行われたものか明らかでないところがある場合,作 成が困難である.し かし,フ ランス流の地形
学図は,地 形学の観点からは利用し易いものになる.以 上の結果を検討し,今 後の沿岸露岩地域の地形分類図とし
て・ドイツ流のmorphographicな 表現 と,フ ランス流のmorpho-geneticな 表現を重ねあわせた地形分類図の作
成を案出することとした・また,ラ ングボブデ地域の1:25,000傾 斜分類図が別に作成され,地 形的特徴との関連
性を検討した.
(2)内 陸山地:ベ ルジカ山地の1:200,000地 形分類図と1:50,000地 形分類図が空中写真判読によって試作さ
れた.1:200,000地 形分類図は,氷 床 ・氷河の流動と地形の関係などを概観する目的のものである.1:50,000
地形分類図は地形の成因を探 る目的で作成された.こ れら地形分類図作成の結果,や まと山脈 とベルジカ山地の地
形形成にっいてのいくっかの相異点,類 似点を予察す ることができた.基 本的な地形発達の様相や氷床に対する位
置関係では,両 者は極めて類似性が高いが,裸 水域やモレーンフィールドの分布状態から,ベ ルジカ山地周辺で
は,氷 床,氷 河に対する演義が旺盛であると予想される.
南極地域火成活動の地球化学的研究 ※倉沢 一(工 業技術院地質調査所主任研究官),船 木 實(助
手)吉 田栄夫(教 授)
南極ビクトリアランドの東側と,そ の延長方向の北方海上に連なるバレニー諸島まで,お よそ2,000kmに も及
ぶ火山岩石区がある・ビクトリアランドの北方海上から,バ レ二一　(Balleny),　ハレット(Hallett),メ ルボルン
(Melbourne)及 びマク・マード(McMurdo)の 四つのvolcanic　 provinceに 分けた.ロ ス島及び周辺の火山島,
さらに対岸のドライバレー地域をマクマード火山岩石区 と呼ぶ.こ れらは新生代以降の火山活動によるもので,ド
ライバレーのテイラー谷に広 く分布する粗面玄武岩類のK-Ar年 令は2.5Maで ある.こ の年代の火成活動以前
には・ドライ・ミレーにみられるようなFerrar粗 粒玄武岩の岩床が,広 く南極横断山脈に分布する.年 令は160Ma
である.こ のフエラー粗粒玄武岩頚は,カ ルク・アルカリ岩系的要素をもった,低 アルカリソレアイ トの分化物で
ある.
これら中生代の ドレライ トは,マ ントルの化学的性質が特異なものから生成されたとされているが,地 殻物質の
一72一
部分溶融か,あ るいは混成作用によるものか,例 えば,(87Sr/86Sr)初 生値が0.710前 後であることからだけでは
はっきり結論づけることはできない.
試みに測定した87Sr/86Sr比 は,同 時代の遊人 ・貫入岩体である　Pensacola山 脈のDufek貫 入岩体では,や や
低い0.709～0.710と なってお り,こ のフエラーのものと,わ ずかながら違いが認められる.こ の問題は,更 に広
い地域からの試料にっいての分析 ・測定を行なって,検 討し直す必要がある.
この岩床によって切 られている古い岩脈群がライト谷に広 く分布している.岩 石は安山岩質のものから,ス ペ ッ
サルタイ トならびに花嵩斑岩類は,前 述の岩床 と,新 生代火山岩頚との87Sr/86Sr比 に関して中間型で,0.706～
0.709の 値をもっている.新 生代の火山活動は,ド ライバレーの粗面玄武岩頚の2.5Ma以 降のアルカリ岩系のもの
で,そ れ らの岩石学的ならびに同位体比から,大 陸あるいはその周縁部にあるにもかかわらず,海 洋島　(hot-spot
としての)の 性質をもっている.そ の　s7Sr/86Sr　比は0.7033～0.7040で ある.
これらの測定結果から,引 続き分析を行なっているが,と くに,ラ イ ト谷に広 く分布する古い岩脈群の岩石学的
ならびに同位体比による検討が,本 地域の火成活動の歴史と西南極地域の形成史に大いに役立っものと思われる.
南極大陸におけ る化学物質の収支に関す る地球化学的研究 ※綿祓邦彦(東 京大学教養学部助教授)





環境モニタリングの一環 として,昭 和基地周辺のい くっかの湖沼にっいて,そ の化学成分の経年的変化を検討し




れず,ほ ぼ同じオーダーであると考えることができる.こ れに対して,栄 養塩に関してはやや増加の傾向がみられ
る.今 後このことを詳細に検討する必要があると思われる.
(2)ド ンファン池周辺の表層掘削コアの化学成分の検討
南ビクトリアランドで行われたドライバレー掘削計画(DVDP)に おいて,　Antarcticiteを 産する特異な塩湖 ド
ンファン池の周辺で,1975年 基底岩盤までの掘削が行われた.し かしこの掘削には,水,油 が使用され てい る の
で,1979年 鳥居らによって行われた ドライ ドリリングの試料について,コ ア中の鉱物の同定および含有化学成分量
の測定を行った.
池の東部のDJ-14地 点では,表 層に食塩が多量に認められ,ま たDVDP-13(池 の西方約300m)の コアでは,
水溶性の塩類の損失が認められた.
ドライドリリングの試料では,従 来知られたもの と比べて数倍の塩類が含まれていることがわか り,そ の柱状図
の様相から,ド ンファン池の湖盆の形成過程が明らかにされっっある.
(3)そ の他
氷山水の化学成分の定量の結果,独 立気泡の存在する氷山氷は,一 般分析の際に蒸留水の代 りに利用できること
が明らかとなった,ま た,中 井による1℃ の測定装置が完成したので,今 後,微 量の14C試 料の年代測定が可能
であ り,南 極における年代測定に有効であると考えられる.
ドライバ レー地域を中心 と した塩湖の地球科学的研究 ※鳥居鉄也(千 葉工業大学教授),村 田貞雄
(千葉工業大学講師),由 佐悠紀(京 都大学理学部助教授),中 谷 周(弘 前大学理学部助教授):神 沼克伊(助
教授),吉 田栄夫(教 授),白 石和行(助 手)
15年間にわたる南極南ビクトリアランド及び昭和基地周辺の湖沼の分布と水質の地球科学的研究の一－ecとして,
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この共同研究では,湖 沼水及び堆積物中の有機成分の分布,塩 湖の生成過程の研究に重点を置き,こ れを通 じての
南極地史の変遷の考察を試みることとした.53年 度では,従 来のドライバレー掘削計画(DVDP)で 得 られたコア
では,堆 積塩類の損出が生じて,塩 類収支を論ずるには不充分であることから,ド ライバレー地域においてドライ
ボーリングを実施した.54年 度は,ド ライバレー地域の氷河史,マ クマード入江の堆積物の堆積過程を探 るた め
MSSTS　 (McMurdo　 Sound　 Sediment　 and　Tectonic　Studies)に 参加して海底下222mま でのコアを得た.55年
度は,塩 湖生成過程及びドライバレー地域の湖沼の生物活動を知る手掛 りとなる湖沼中の栄養塩類の現地分析,さ
らに塩起源追究の一環 として,湖 沼水,塩 堆積物中の15N/14N同 位体比の測定を実施した.こ れらの現地調査で
得られた試料にっいて考察 し,
(1)ド ライバレー地域の塩湖生成過程にっいては,湖 水の化学成分,酸 素,水 素の安定同位体比測定結果から,
この地域の高塩分濃度水は起源水(塩 起源は風送塩,水 は氷河融氷水)の 低温濃縮,岩 石の風化作用,さ らに岩石
と堆積物間のイオン交換作用で説明しうること.
(2)　DVDP・ 　MSSTS,ド ライボーリングによって得た各 コアにっいて,X線 回折,粒 度分析,化 学分析等を行
い,ド ライバレー地域においては過去30,000年 の間に,そ れぞれ4回 の温暖期,寒 冷期の気候変動があったこと,
また,マ クマード入江の海底堆積物から中期中新世にニューハーバー沖で地殻変動があったことを示唆する結果等
が得られた.
(3)ド ライバレー地域及び昭和基地周辺から得られた湖沼水,堆 積物中の有機成分(炭 化水素,脂 肪酸,フ ェノ
ールカルボン酸)を 測定し,炭 化水素には飽和,不 飽和および分枝のものが存在すること,脂 肪酸はC、6,C・,等
偶数炭素数のものが主成分をなすこと,フ ェノールカルボン酸はP－ ヒドロキシ安息香酸が主として検出されたこ
となど,有 機成分に関する研究が極めて少い南極大陸で,基 礎的な資料を蓄積することができた.
(4)ド ライバレー地域の塩湖の水温は,太 陽放射の貯熱により上昇することが観測されている.し かし,こ の20
年間における水温変化を考察した結果,底 層で+25°Cと い う高水温を有し,そ の表面が氷盤で覆われているバン




っいては,現 在研究が進められてお り,56年 度以降も継続する予定である.
(3)科 学研究費補助金による研究 ※印研究代表者 ・印以下極地研担当教官
重力計定数の高精度決 定および国際重力基準網1971の 維持改 良に関する研究 ※中川一郎(京 都
大学理学部助教授),志 知龍一(名 古屋大学理学部助教授),河 野芳輝(金 沢大学理学部助教授),田 島広一(東
京大学地震研究所講師),井 筒屋貞勝(東 京大学海洋研究所助手),藤 本博巳(東 京大学海洋研究所助手),東
敏博(京 都大学理学部技官),中 井新二(緯 度観測所地球物理観測研究所主任研究官),太 島和雄(建 設省国土地
理院企画部研究官):船 木 實(助 手)
本研究の目的は次の通 りである.(1)最 近の重力測定において最も広 く使用されているラコスト重力計の定数を,
絶対重力点 と結んで高精度で決定 し,そ れによって得られる資料の標準化をはかる.(2)環 太平洋に沿った主要地点
で,重 力測定を行なって最新の世界重力網である国際重力基準網1971の 維持改良に役立たせ うる資料を提供する.
この研究に極地研では東京之成田ごシドニーごクライス トチャーチごスコット基地ごマクマード基地間の往復重力
測定に参加 した.ま たクライス トチャーチごスコット基地之マクマード基地間の測定には,東 大海洋研 も参 加 し
た.使 用したラコス ト重力計はG-183(極 地研),G-124(海 洋研)の2台 である.


















































































































Obs:Measured　value　 obtained　 by　 applying　 the　 scale　 constant　 of　the　 gravimeter　 given　 by　 the　 manuf缶
　ね あ ゴ
Cor:Corrected　value　 obtained　 by　 using　 the　 correction　 factor　 of　the　 scale　 constant　 determined　 by　 the
　 　 　 present　 mvestlgatlon・
A9　 :　Gravity　 difference　 between　 each　 station　 and　 the　 base　 station　 TYO　 B・　Ag=geaeh　 station-TYo　 B
δ9　 、　G,avity　 differen・e　 f・・m　 the　 c・rre・p・ndi・g　 ・・1・・　gi・・n　 by　 ・ith・・　th・　IGSN　 71・　 th・　 n・ti・n・1
gravity　 nets　 or　the　 absolute　 gravity　 measuremeuts.δg=Ag　IGSN　 71　 stc.-dgobs/cor
*　 :　Gravity　 value　 determined　 by　 the　 absolute　 gravity　 measurements.
**　 :　Gravity　 value　 given　 by　 the　 national　 gravity　 nets.
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ホノール奥岩の地質 西田 民雄(佐賀大教育)第2回 南極地学シンポジ 55.11
矢内 桂三 ウム
小島 秀康(秋田大鉱山)
やまと山脈C群 の地質 矢内 桂三 〃 55.11
西田 民雄(佐賀大教育)
小島 秀康(秋田大鉱山)
やまと山脈A群 の深成 ・変成岩頚 浅見 正雄(岡 山大) 〃 55.11
白石 和行
太田 昌秀
(ノ ル ウ ェー極 地 研)
ベルジカ山脈の地質 小島 秀康(秋田大鉱山) 〃 55.11
矢内 桂三
西田 民雄(佐 賀大教育)
オングル諸島北方の地質と地質構造 松本 径夫(山 口大・理) 〃 55.11
西田 民雄(佐賀大教育)
矢内 桂三
日の出岬の角閃岩相変成岩頚にっいて 蟹沢 聰史(東北大教養) 〃 55.11
矢内 桂三
フ。ラードレライ トの古地磁気 船木 実1〃155・ ・
南極テーラー谷b番 ・1・の古地磁1船 木 実1躰 地球離 気学会!555
Characteristics　 of　the　 present　 and　 pastYoshio　 Yoshida, 24th　 Internationa1 55.9
glaciations　 in　th　 Prince　 Olav　 and　 PrinceKiichi　 Moriwaki Geographical　 Congress,
Harald　 Coasts　 region,　 Antarctica. Tokyo
b南 極 明 石
(1)一 般 研 究
南極阻石総合磁気的研究 所長 永田 武,助 手 船木 實
本研究は明石の物理物性のうち,特 に磁気的性質に着 目して,1.磁 気的性質からみた限石の分類.2.唄 石中の金
属相の諸性質.3.太 陽系形成時の電磁環境と限石形成後の熱史.　4.Fusion　crustの 磁気的性質などを 明らかにす
るために実験的研究を行なっている.こ れらの一部は極地研特別共同研究,科 研費(総 合研究A)で もとり上げ
られている.本 年までに極地研の岩石磁気施設 として超電導岩石磁力計,震 動型岩石磁力計などの機器が整備され,
これ らを使用 して上記の研究を種々の損石にっいて行なった.今 年までに得られた主な結果は次の通 りである.
1.阻 石の持つ飽和残留磁気 とKamaciteの 持つ飽和残留磁気の関係を図示すれば,石 質阻石のLL,　L,　H,　E,
achondrite　それに　carbonaceous　 chondrite　はそれぞれ独立の領域に分布し,そ れは鉱物学的に分類された結果
と一致する.さ らに　achondrite　は各種類毎に異なる領域に分布する.
2,　 Hysteresispropertiesとthermomagnetic　 curveな どを解析することにより,限 石中に含まれ る金属相中
のFe/Niと その量を連続的に推定できる.
3.安 定な自然残留磁気(NRM)を 持つ5種 類10個 の　achondrite　 について 明石形成時の磁場強度を調べる実
験を行なった.そ の結果磁場強度は現在の地球磁場の1/50～1/5程 度と弱い値が得られ,こ れはおそらく阻石母天
体で　achondrite　が形成される時,周 囲にあった磁場 と推定される.
ALH-769　 (L6)　 chondriteか ら　chondrule金 属鉄粒,そ れにマ トリックスを定方位で採集し.そ のNRMの
安定性と方向を調べた.そ の結果,　chondrule　 のNRMは 弱いが(10'4emu/gm),交 流消磁に対して安定であ
る.そ してお互いの方向はランダムである.金 属鉄粒のNRMは 強いが(10-3emu/gm),不 安定である.マ トリ
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ックスのNRMは10-3～10"4emu/gm程度の強さをもち,方 向はだいたい一定である.ま た　chondrule　 のNR
Mを 熱消磁した結果,　NRMの 方向は連続的に一方向に変化する.以 上のことから,こ の阻石の　chondrule　 は磁
場中で自転しながら冷却し,明 石母天体に堆積した後は加熱されなかったことを示 している.ま た堆積時に磁場が
存在していた と考えられる.
4.　Fusioncrustの 持つNRMの 方向を調べた結果,石 質明石の場合表面から　2mm以 内は地球落下時の加
熱により,地 球磁場の影響を受けているが,そ れより内部では落下時の影響は受けていない.ま たfusioncrust内
でNRMの 方向が異なることから,冷 却過程に隅石が動いた可能性のあることなど判明した.
南 極 陽 石 の 分 類 学 的 研 究 助 教 授 矢 内 桂 三
1979～80年 第20次 観 測 隊 が採 集 し たYamato-79限 石 の 初期 処 理 を行 な う一 方,Yamato-790001から一791 ま
で の1,000個 の陽 石 に つ い て基 礎 的 分 類 を行 な った.初 期 分 類 の 結 果 は 次 の 通 りで あ る.順 鉄2,石 鉄 明 石(土),
エ コ ン ドライ ト25(ユ ー ク ライ ト24,ハ ワル ダイ ト1),炭 素 質 阻 石7,普 通 コン ドライ ト多 数,コ ン ドラ イ トの
中 には 気 泡 を多 量 に含 む も の も含 まれ,こ れ は ユ ニ ー クな 陽 石 と思 わ れ る.初 期 分 類 の結 果 か ら同定,分 類 用 の 明
石 を30個 程 を選 び 出 し,計 量 や 記 録 写 真 の 撮 影 の 済 ん だ もの か ら,順 次 同定 分 類 を 行 な った.分 類 され た 明 石 は
Photographic　 Catalog　 of　the　Selected　 Antarctic　 Meteoritesの 原稿 と して ま とめ られ て い る.
南極阻 石の採集 助教授 矢内桂三,助 手 白石和行
第21次 隊は1980年12月 に再度やまと山脈を訪れ,地 質調査に平行して陽石探査も実施し,13個 の明石を採集し
た これらの阻石は,　Yamato-80阻 石と命名され,到 着を待って処理される.
(2)共 同 研 究(特 別共同研究)※ 印研究代表者 ・印以下極地研担当教官
ア 南極陽 石の基礎的分類 と鉱物学的 ・地球化学的研究 ※永田 武(所 長),中 村保夫(東 京大学理
学部助教授),宮 本正道(東 京大学教養学部助手),小 沼直樹(筑 波大学化学系助教授),松 枝大治(秋 田大学鉱
山学部助手),大 沼晃助(北 海道大学理学部講師),八 木健三(北 星学園大学教授):武 田 弘(客 員助教授),
吉田栄夫(教 授),矢 内桂三(助 教授),船 木 實(助 手)
1.や まと79順石990個 について粗分類を行なった.500個 までについてはユークライ ト9個,ダ イオジエナイ
ト3個,ユ レイライ ト1個,炭 素質阻石5個,ほ かはコンドライ トに属す るが変成度の低いものが多数含まれる.
また,今 まで採集されたものの中には見出せないユニークと思われ る順石が23個含まれている.
2.い くつかの阻石について,シ ャワe・…の可能性が示 された.例 えば,ダ イオジエナイ トタイプA(仮 称)に 属
するもの約40個,こ の うち4個 は合体することが分か り,鉱 物学的,化 学的にも多くの共通点や類似点が指摘さ
れた.こ の他,ユ ークライ ト,炭 素質陽石,特 徴的なコンドライ トやユニークな阻石は,い くつかのシャワーとし
て落下した可能性が検討された.
3.ユ ークライ トについて,や まと産のものとアランヒルズ産のものが比較検討され,こ の結果,多 くの類似点
のあることが分かった.こ のことは両地域のユークライ トが同一のシャワーとして落下 した可能性があり,氷 河の
流動と合せ,興 味のある問題を提起 した.
4.分 類と微量成分の化学分析がすすめられているが,現 在データーの蓄積中である.
イ 南 極陽石の物性に関する研究 ※永田 武(所 長),百 瀬寛一(信 州大学理学部教授),河 野 長(東
京大学理学部助教授):武 田 弘(客 員助教授),吉 田栄夫(教 授),矢 内桂三(助 教授),船 木 實(助 手)
1.は じめに:従 来オーディナリーコンドライ トの自然残留磁気(N　 RM)は 種類やタイプに関係な く,交 流消
磁に対し一般に不安定で古地磁気情報を持 っていないと考えられている.著 者等は,そ の原因を明らか に す るた
め,ALH-769(L6)コ ンドライ トのNRMを 精密に超電導岩石磁力計で測定した.資 料は(1)バルク,(2)シ リケ
イ トから成るマ トリックス,(3)コ ンドルe・…ル,(4)金 属鉄粒に分け定方位で採集した.以 下その結果を報告する.
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2.実 験結果:
(1)・ ミルク資料のNRMは,交 流消磁に対し強 さ・方向とも不安定である.こ の資料に700°C・0.50eで 熱残留
磁気(TRM)を 付けるときわめて安定なTRMが 付く.
(2)マ トリックスのNRMは 交流消磁に対し,強 さは不安定,方 向は一般に少な くとも0～1500eの 範囲で安
定であ り,中 には0～8800eま で安定なものもある.ま た9個 の定方位資料のNRMの 分布は,交 流消磁する前に
K=4.5・ α95=27°,1200eで 交流消磁後K=2.4・ α95=43° と・ミラツキは大 きいが,集 団として一方向に磁化し
ている(図1).1200eで 消磁した方が大 きなバラツキを示しているが,こ れは比較的大きな一方向の二次磁化
(磁気的に軟かい)が 資料に付いていたためと考えられる.
(3)コ ン ドルールのNRMは,交 流消磁に対 し方向は安定で,強 さは一般に不安定である.し かし個々のコンド
ルールのNRMの 方向の分布はバラ・ミラで,こ の傾向は1400eで 交流消磁した後も変らない.ま た5個 のコンド
ルptル を熱消磁すると4個 は温度の減少にともない,NRMは 一方向に変化し,磁 場中で回転しながら冷却した と
推定される.
(4)0.5～2mmφ の金属鉄粒のNRMは 交流消磁に対 し方向 ・強さとも不安定で,ま たNRMの 分布も・ミラ
バラである.
岩石が磁気的に安定か不安定かは,保 磁力(Hc)の 大きさによって推定できる.ALH-769の 場合,マ トリック
スとコンル ドルールはHc=45～2760eで あるのに対 し,金 属鉄はHc=0.6～13.50eと 小さく,金 属鉄は安定
なNRMを 持ち得ず,交 流消磁の結果を支持 している.一 方NRMの 大 きさは,鉄 粒子の方がマ トリックスやコ
ン ドルールより一桁大きく(=103emn/gm),バ ルク資料の消磁特性は金属鉄粒の消磁特性に大 きく依存している
と考えられ る.
3.考 察:マ トリックスは集団として一方向のNRMを,ま た粒子の大きな(5～2mmφ)の コンドルールは
バラバラの方向のNRMを 持つ.こ れは礫岩 と同じように,粒 子の小さいマ トリックスは統計的に磁場方向に,粒
子の大きなコンドルールや金属鉄粒子は磁場の影響を受けずに堆積した事を示している.ALH-769はL6で ある






































マ トリ ック ス9個 の 自然 残 留 磁 気 の 分 布
after　AF　 Demag.は,1400eで交 流 消 磁 した も の
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から700～800°Cの 熱を受けたと考えられている.こ の熱を受けた場所は,今 回の実験から限石母天体に粒子が
堆積する前 と考えられるが,従 来考えられている母天体での加熱 と異なるため,さ らに検討が必要である.現 在太
陽系形成時に磁場が存在 していたかどうか問題になっているが,コ ンドルールのTRMの 存在 と,自 転の様子な
どから,当 時の電磁環境を知 る上で大きな手掛 りとなると思われる.ま た今まで不安定なNRMの ため,古 地磁
気 として使えなかったオーディナリーコンドライ トでも,金 属鉄粒子を除くことにより,古 地磁気情報を取 り出せ
る可能性がでてきた.
(3)科 学研究費補助金による研究 ※印研究代表者 印以下極地研担当教官
南極陽石の地球科 学的研究
※永田 武(所 長),武 田 弘(東 京大学理学部助教授),宮 本正道(神 戸大学理学部助手),松 枝大治(秋 田大
学鉱山学部講師),大 沼晃助(北 海道大学理学部講師),池 田幸雄(茨 城大学理学部助教授),松 本征夫(長 崎大
学教養部教授),小 嶋 稔(東 京大学理学部教授),岡 野 純(大 阪大学教養部教授),高 岡宣雄(大 阪大学理学
部助教授),小 沼直樹(筑 波大学化学系助教授),増 田彰正(神 戸大学理学部教授):楠 宏(教 授),吉 田栄夫
(教授),矢 内桂三(助 教授),船 木實(助 手),西 尾文彦(助 手)
1.限 石の分類に関する研究
科研費による研究の主要 目的である南極産明石の分類およびカタログの作成は,従 来行なわれてきた方法にもと
づき順調に進行した.す なわち,-20°Cの 冷凍庫で保存されてきた限石はN2ガ ス中で解凍され,そ の後写真撮
影,秤 量などの記載が行なわれた.そ の中で特に学問的に興味のある阻石や,大 きな阻石30個 につき顕微鏡観察,
X線 マイクロアナライザーによる分析が行なわれ,分 類された.
2.原 始太陽系の形成 と進化,及 び阻石集積に関する研究
(1)鉱 物学的岩石学的研究では,各 種コンドライ トの詳細な構造 と化学組成が光学顕微鏡やEPMAな どにより
調べられ,順 石熱史に関する多くの知見が得られた.特 にコンドルール形成のメカニズムにっいて,限 石母天体の
衝突により溶融した液滴が冷却 した可能性がある.エ コンドライ トでは,や まと山脈産のポ リミクトユークライ ト
の中に性質の良く似たものが多 く含まれ,又 層状をなす阻石母天体の表面に阻石が落下する事により,種 々の南極
産エコンドライ トの形成が説明できる事が判明した.
(2)化 学的研究では,53Mnな どから,23個 の限石の宇宙照射年代,地 球落下年代,そ れに陽石の本来の大きさ
などが得られた.そ の結果,限 石本来の大きさは,数 グラムの鳴石でも200kg以 上,唄 鉄では50kgの 限鉄でも




南極産石質阻石Yamato-74115(H5),-74190(L6),74354(L6)-74362(L6)そして一7464 (L に ついて,
熱磁化特性と室温における磁気的なヒステレシス特性を調べ,金 属相中の組成を磁気的に推定し,そ の結果と顕微
鏡観察およびマイクロプローブから得られる結果(Nagahara　 H.,　1979　a,　b)と を比較する研究を行なった.ま た
従来科研費で行なってきた磁気的性質から阻石を分類する方法がこれらの損石にも適応できるかも調べた.
磁気的解析結果から,Yamato-74115,-74354そ れに 一74646中 の金属鉄粒は α相(Kamacite)　 と α+γ 相
(Plessite)　から成 り,-74190の それは α,α+rそ れに α相(taenite)　から成る.Yamato-74362の 場合,α+
γ,7相 の他にニッケルの含有量を異にする二種類の α相から成る.一 方マイクロプロe－ブで得られた金属粒中の
ニッケル量から推定される相は,Yamato-74115,-74354そ れに 一74362の 場合の α相と α+γ あるいは γ相
から成っている.と ころが74190そ れに74646か らは α相はまったく検出され て い な い.磁 気的解析の結果
Yamato-74190中 の磁性鉱物はニッケル7wt%の α相が主成分であ り,-74646中 には小量の α相が含まれ,
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磁気的にコンドライ トを分類する方法はすでにNagata(1979)で,ま た エコンドライ トはNagata(1980)で
ほぼ確立されている.今 回実験された5個 のコンドライ トを,上 記のコンドライ トの分類法にしたがって分類すれ




題 目 著 者 発表年月 誌 ・巻 号 ・ 頁
Mineralogical　 examination　 of　the　Allan　 HillsH.　 Takeda 55.12 Memoirs　 of　Natl　 Inst.　of
achondrites　 and　 their　 bearing　 on　 the　 parentH.　 Mori Polar　 Res,　 Special　 Issu,
bodies K.　 Yana三 No.17,119-144
K.　 Shiraishi
Magnetic　 classification　 of　AntarcticT.　 Nagata 〃 〃219-232
achondrites
Paleomagnetism　 of　Antarctic　 achondritesT.　 Naga a 〃 〃233-242
Viscous　 magnetization　 and　 ferromagneticT.　 Naga a 〃 〃243-257
composition　 of　 stony　 meteorites　 and　 lunar
merterials
Metallographic　 and　 magnetic　 propereties　 ofR.　 M.　 F sher 〃 〃267-290
Antarctic　 meteorite:　 Allan　 Hills-77255,T.　 Nagata
Derrich　 Peak-78003　 and　 -78007　 and　 Russian
Meteorite　 Sikhote　 Alian




題 目 著 者(所 属) 誌 名 ・巻 号 ・頁 発表年月
コンドライ トの磁気的分類 永田 武,船 木 実 電磁気学会 55.5
コン ドルールの残留磁気 船木 実,永 田 武
百瀬 寛一
〃 〃
石質隠石熔融殻の残留磁気 永田 武 〃 〃
ALH-769　 (L1)　 chondriteの 堆 積 磁 気船木 実,永 田 武
百瀬 寛一
〃 〃
The　 Compositions　 of　Natural　 Remanent
Magnetization　 of　an　 Antarctic　 Chondrite,
ALH-769(L6).





Magnetic　 Analyses　 of　Metallic　 Phases　 of
Yamato-74115(H5),-74190(L6),-74367(L
6)and-74646(LL6).
Nag ta, T.　 and　 Funaki,
M.
〃 〃
Paleointensity　 of　Antarctic　 Achondrites.Nagata,　 T. 〃 〃
The　 Yamato-7g　 Meteorites　 Collectedin　 1979-
80　 Season





A　 possible　 Ratio　 of　the　 Appearance　 of
Meteorites　 from　 Antarctic　 Ice
矢内 桂三,松 本 征夫 〃 〃
On　 the　 showers　 of　Yamato　 Meteorites矢内 桂三 〃 〃
A　 Preliminary　 classification　 of　Yamato-79
Meteorites
小島 秀康,矢 内 桂三 〃 〃





A　mineralogical　 examination　 of　 Some　 Allan
Hills　 polymict　 eucrite
佐藤 元,武 田 弘
矢内 桂三
〃 〃
A　 strongly　 recrystellized　 meteorites　 from






Over　 3,000　 new　 Antarctic　 Meteorites
collected　 in　the　 1979-80　 Season
K.　 Yanai 〃 〃
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4.生 物 研 究 グル ー プ
(1)一 般 研 究
海氷中の微小藻類 に関す る研究 教授 星合孝男,助 手 渡辺研太郎
海氷域における第一次生産機構の問題は,現 象的変化を観測するのがようや く可能になった段階にあ り,海 氷の
存在が第一次生産をどのように左右しているかにっいては極めて不充分な理解しか得られていない.こ のことは浮
氷域(パ ックアイス域)に おいても定着氷域においても同様である.し かし。第一義的現象においては,よ り長期
の観測が可能な定着氷域における第一次生産の挙動がより多く観測されている.
昭和基地を中心に行った調査では,ク ロロフィルおよびフェオフィチンの量は秋および春に増加することが認め
られ,一 年に2っ の増殖期があることが判明した.こ の場合,塩 素量が海氷中における藻類の繁殖に大 きく関わっ
ていることも判明した.藻 類の繁殖と日射の関係も当然,非 常に重要な問題である.こ の問題にっいては,塩 氷湖
であるサロマ湖(ト エ トコ)の 海氷を例にとって調査を行った.サ ロマ湖の海氷藻類は冬期に繁殖し,着 色氷が発
達する.昭 和基地の秋の着色現象と共通の環境で起ると思われる.主 要な環境要因として,日 射の条件が大 きく関
係していると思われるので,両 地域の日射量と海氷下面の安定度を測定した.昭 和基地の秋期の藻類繁殖は3月 に
発生し,サ ロマ湖では1月 ～2月 末に起ると考えられ,こ の時期の日射量は1,500～2,500cal/cm2/10daysで,両
地方にほとんど差はない.同 時に海氷下面の安定度は,昭 和基地で10日 間の平均気温が 一6°C～-9°Cで,サ ロ
マ湖の気温 とも差は小さく,着 色現象が起る海氷下面は,成 長,溶 解とも起 りにくく安定 していた.日 射量の条件
が同一ならば,南 北で半球の地域が非常に異った ところにおいても,藻 類は同様に増殖する.し かし,増 殖速度は
表1　 Species　 composition　 of　three　 ice　algal　 communities　 taken　 in　the
　 　 　 　Antarctic　 region.
Ice　 algal　 species Percentage
Sample　 A　 (pack　 ice　zone)
Pleurosigma　 S茎).
　 　 　 Nit2schia　 SPP.
Nitzschiα(section　 FrαgUarioPsis)　 spP.
Charcotiaα φ ηocん 伽 ∫　(EHR.)　 HUSTEDT








　 　 　 Nit2schia　 (sect.　 FragilarioPsis)　 SPP・
Plettros{9)nαsp.
　 　 　 　 others
??ーー ?
Sample　 C　 (Cape　 Bird)
　 　 　 Coscinodiscus　 ∫urcatus　 　KARSTEN.
　 　 　 Nit2schia　 (sect.　 FragiLarioPsis)　 SPP.
　　　　　　 Naz,icula　 SPP.
Eticamψia　 antarctica　 (CASTR.)　 MANGIN
NitzschiαSPP.








他のRhや サ リニティ一等の環境要因も大きく関係して くると考えられた.海 氷中の藻類の増殖は環境因子によっ
て諸々の挙動を示すが,そ の主役を担 う藻類の種類については調査が不充分ながら羽状 目珪藻の優先する海氷藻類
群落が報告されている.昭 和基地周辺での調査では,中 心目珪藻の優先する群落も発見された.例 えば,ラ ングボ
ブデ地先の定着氷下部より採集された試料中には　Porosira　pseudodenticulata　 (HusT.)　Jous動 ミ69%の 割合で見
つかった.ま た,　Cape　Bird沖 合の海氷下部からは,63%の 出現率でCoscinodiscus　 furcatus　KARsTENが 見られ
た.こ れら2種 の中心 目珪藻はコロニを形成し,附 着しやすい性質を持つと考えられた.こ のように,海 氷藻類に
中心 目珪藻が優占種として発見されたことは,今 後これら種類の形状,性 質を分析することにより,海 氷藻類の繁
殖 と海氷との関係を解き明かす糸口となると思われる.
リュツ ォ ・ホル ム湾海氷下動植物プ ランク トン現存量および沈 降粒子の研究 助手 福地光雄,
助手 谷村 篤
定着氷等の海氷域における動物,植 物プランクトンの現存量の研究は少ない.特 に垂直分布に関する研究は全く
ない.今 回,リ ュツォ ・ホルム湾東部定着氷海域数点で得られた資料をもとに,定 着氷下での動植物プランクトン
の現存量の垂直分布,有 機性沈降粒子のフラックスにっいて 研究を行った.採 集は,大 陸棚状の水深244mか ら
320mの 範囲の3点 で,1月 ～2月 に行った.採 集方法はノルパ ックネ ット,口 径35cmの ダブルネット,ポ ンプ
採集,プPペ ラ採集ネ ット(NIPR-1),セ ディメント・トラップによった.
クロロフィル法による植物プランクトン現存量は,海 氷中においては(氷 厚85cm～139cm)0.38mg～0.80mg/
m2で あ り,水 深150mま での水柱では3.06mg/m2で あった.こ の時期のこの海域では海氷中の　ice　algae　の量は
海氷下の水中のそれに比べ非常に少ない.海 氷中の植物プランクトンは春に増殖するが,こ の時期は融解によりほ
とんどが海水中に落下したと考えられる.
動物プランクトンの現存量は,海 氷直下に大きなピ ・ーク が 見 られ た.動 物プランクトンの分布密度は12～60
indiv/m3で あ り,150m水 柱の現存量は6,000～7,575indiv/m2で あった.
セディメント・トラップによる採集では,有 機沈降粒子の多くが,動 物プランクトンの排泄物で占められている
ことが判明した.そ の量は,最 大,1日 のPOCの 沈降量で,103mgC/m2/day(水 深100m点)で あった.150m
水柱内の濃度は24～56mgC/m3で あった.こ の量は,他 の海域,例 えば親潮海域(春 ～夏)よ りは低いが,フ ィ
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図2　 Microdistribution　 (}f　200Plankton　 and　 others　 under　 the　fast　 ice　obserw'ed
with　 Pumψing　 collections　 (A)αnd　 "NIPR-1"　 sαmψLings　 (B)・　The　 latter
is　cited/erom　 FUKUCHi　 etα 乙(1979).
表1　 Concentrαtion　 of　f)articulate　 orgαnic　 　caγbon(POC)at50,100αnd
150m(妙ths　 and　 t}te　z,ert{cα1∫ 乙ux　qf　POCαt　 each　 clePth　 under　 the














アデ リーペンギンの個体数変動の研究 教授 星合孝男,松 田達郎,助 教授 内藤靖彦
輝 離 態系の変動蜘 る上でも・ま紳 ・心雛 であるナンキ・クオキアミの動向飾 る上でも・こ漉 捕飢
ている系の上位捕食者であるペンギン類やアザラシ類の生息数を連続的に長期間モニターするのは重要である.ま
たこれ らのモニタリングは,単 に生態系の構成者の変動のみならず,生 息環境の変動のモニタリングでもある.昭
　
和基地周辺には,ア デ リーペンギンのルッカリーが幾つかあるが,こ れらの内,オ ングルカルベンのル ッカリーと
まめ島のル ッカリー個体数変動の追跡調査を行った.追 跡調査は1961年 より1980年まで(第5次 観測隊～第21次 観
測隊)の 間営巣中の個体数にっいて実施した.
オングルカルベンルッカリーでは,1961～1962年 の繁殖期の個体数は110羽 であ り,1966～67年,1970～71年 で
は,そ れぞれ103羽 と156羽 であった.と ころが,1971～72年 以降,個 体数は著 しく減少し1975～76年 には1970～71
年の約1/3と なった,こ の時の急減期以降,ゆ るやかな漸減傾向が継続 している.同 様の傾向がまめ島ルッカリー
でも観察されてお り,こ の海域でのアデ リーペンギンル ッカリーの個体数は何らかの理由により減少しているのは
明白である.
この減少傾向の原因にっいて,(1)餌 生物の減少,(2)生 息環境の変化,(3)人 間を含めたナンキ ョクオオ トウゾクカ
メモ等の外敵の増加,等 が考えられるが,(1)に っいては,同 様の餌を捕食する魚類等に変化がないと思 わ れ る こ
と,(3)に ついても観測隊員の営巣活動の妨害,ト ウゾクカモメの急激な増加等もないことから,そ の理由は(2)に求
められた.「 ふじ」の昭和基地への接岸の可否をもって海氷条件の指標にすると,個 体数の減少は 「ふじ」が接岸
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出来なくなってから起っている.こ のことから,海 氷条件が悪 くなるとペンギンの個体数の減少も起ると推定され
た.
南 極海海鳥 分布に関する研究 助教授 大山佳邦,内 藤靖彦
南極研究科学委員・鳥類小委員の勧告のもとに各国 ともBIOMASS計 画の一環として,沖 合生態系構成種の重
要な仲間である海鳥類の目視観察を行っている・海鳥類の観察は従来,素 人には困難な作業であ り,鳥 類の専門家




今回資料が得られたのはオキア ミ試験操業船信濃丸(海 洋水産資源開発センター),京 丸 オリエント丸(IWC
ミンク鯨調査船)の3隻 である・調査は海鳥専門家によらず,マ ニュアルに従い,　SCAR勧 告の10分間観察方法に
より行なわれた・調査範囲は東経0度 より120度,南 緯50度 より70度の範囲において実施された.調 査時期は概略
12月末より2月 中旬までの夏期間であった.
出現種はペンギン類1種 ・アホウドリ類4種 ・ ミズナギ ドリ類9～10種(ク ジラドリの類1～2種),そ の他3
種の計17～18種 であった・南緯55度 以南に出現が期待される海鳥35種 の内,通 常の目視観察で記録される海鳥23種
(小沢1967)の 大部分が記録され,マ ニュアルの有効性が確認された.今 回の調査からこの海域に最もポピュラー
に出現する種 としてナンキョクフルマカモメ　(Antarctic　petre1)が ある.生 物量の上からも南極海の優占種であ
ることが判明した・また今まで言われていたようにマダラフルマカモメは比較的局所性があ り,一 様な分布を示さ
なかった・しかし群の大きさにおいては最大群を形成する種である・ススイロアホウドリも広範な分布を形成 して
いるが,大 群は形成していない.同 様にユキドリも小数が広範に分布する種であるし,コ シジロゥミッバメや,ク
ジラドリの仲間も同様であった・個体としては大型のワタリドリの仲間は分散分布を示 した.分 布範囲も必らず し
も均一分布を示さなかった・キ ョクアジサシは局所分布を示す典形的な種で,あ る海域には大群で出現 した.個 体
の大きさと群の関係は・大型の海鳥は大群を作らず,分 布範囲も広大な傾向が見られ,小 型の海鳥は大群型 と分散
型に分れた・大群型は多分オキア ミパッチを餌にしていると思われ,小 群型は他の動物プランク トンを餌 としてい
る.大 型鳥類はイカ等よりも大 きいマイクロネクトンを餌にす る場合が多いと思われる.
昭和基地周辺における環境監視一 驚類の生態一 助手 神田啓史,教 授 松田達郎
現在・昭和基地周辺で行われている環境モニタリングは空気中の窒素酸化物,炭 酸ガスの測定,湖 沼水の化学的
分析,土 壌中の細菌,微 小藻類の定常観測,ペ ンギン ・アザラシの大型動物の監視などである.こ れらは昭和基地
周辺をとりまく生物環境 と人間のかかわ りを知る上で重要な調査項 目である.
陸上生物においては最も優勢に繁殖しているのは蘇類,地 衣類である.こ れらは,陸 上生態系としては無視する





(2)蘇 類の分類,分 布の研究と平行 して,土 壌の諸性質や栄養塩 と植生との関係を解析する.
(3)年 生長を示すと思われる群類の仮根帯の形成過程を解明する.
(4)群 類の生育形,こ とに湖沼中に生きているものに関す る知見を得る.
(5)群 類の生殖器と胞子体の発達過程を解明する.
極 地における蘇苔類 の植 物地理学的研究 助手 神田啓史
1)カ ナダ ・アラスカの鮮苔類フロラ
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昭和55年7月17日 ～24日 に・ミンク'一一cで開催された第2回 国際生物進化学会に参加,学 会の前後のエクスケーシ
ョンで採集された蘇苔類の分類を行い,植 物地理学的考察をした.
カナダロッキー山脈(7月7日 ～11日)の 採集はエ ドモン トン州のアル・ミ一夕大学からブ リティシュコロンビア
を結ぶ道路距離にして約1,500kmを 車で走 り,途 中を採集した.そ の間,ロ ッキー山脈のすそ に 広 が る高層湿
原,カ ンプリア紀の石灰岩地,火 山地域,塩 性湿地,河 川域,海 霧森林地帯など多様な立地環境での採集 ・調査を
行った.ア ラスカ(7月13日 ～16日),ク ィーンシャルロッテ諸島(7月25日 ～28日)の 採集を含めると,得 られ




一方,ク ィーンシャルロッテ諸島では2地 点でナンジャモンジャゴケTakakialepidozioide5の 採集と生態観察
が行われた.本 極は環太平洋域に点々と隔離分布する苔類で,そ の形態は蘇苔類中最も原始的なもので,分 類学上
貴重な植物として知られている.採 集品の一部は生材料 として持ち帰 り,現 在,極 地研の人工気象器で培養中であ
る.
2)ニ ュージランド産ヤナギゴケ科の分類
ニュージランド在住の採集家J.K.Bortlett氏 の採集品からヤナギゴケ科を分類同定した.昭 和55年 度中に送
られてきた約100点 の標本は主に北島の湖沼群で採集されたものである・既に,Schofield(1974)tZこ よって報告さ
れている様に,北 半球のアラスカ,カ ナダと,南 半球のニュージランドとの蘇苔類のフロラの間に,著 しい共通性
があることが指摘されている.特 に極域に多 く出現するヤナギゴケ科は,両 極分布パターンを示す種が多い.
検討した標本は多くはなかったが,南 半球ではじめて発見されたものがササバゴケ属calLiergonに3種 南半
球では南米チリのみに知 られていたカギハイゴケ属DrePanocladusの1種 がニュージランドに も見つかった・さ
らに,ミ ズヤナギゴケ属Hygroa?nbtystegiumの 数種は新種の可能性があるなど,興 味深い知見が得られている.
ニュージラン ドと南米チリの蘇苔類 フロラの研究は,亜 南極はもとより,南 極半島にまで分布しているヤナギゴ
ケ科の分布パターンを明瞭にするばか りではなく,南 極での蘇苔類のルーツを探 る上で重要である.
南極土壌生態系の研究 教授 松田達郎,助 教授 大山佳邦,助 手 神田啓史
(1)昭 和基地周辺の土壌呼吸




を測定 してきた.放 出した呼吸量は予想以上に高 く,そ れは水分含量 と窒素含有量に正の相関が認められた.
本年度は上記の測定を一歩進めて,昭 和基地周辺の地表面から放出する炭素量を算定した.す なわち,1979年1
月～2月 に東 ・西オングル島の9ケ 所で採集された48点 の表層土壌について,赤 外線ガス分析計による炭酸ガス放
出速度を測定した.西 オングル島の地形図を格子状に区切 り,各 区画の炭酸ガス放出速度を湖沼水面または氷雪帯
との位置関係から3段 階に分けて推定した.そ れ らを月平均地表面温度 と関連させて12月～2月 までに西オングル
島の地表面から放出される炭酸ガスを算定した.そ れは炭素量にして2.1ト ンが3ケ 月間に放出されることになっ
た.こ の値はWhittaker(1975)の 示 した表によると 「真の砂漠,岩 石,砂 地氷河地」生態系の一次生長量に相当
することがおかった.
(2)南 極における土壌藻類の分布と土壌環境
南極昭和基地周辺の土壌の培養 と土壌中の栄養塩の分析の結果,土 壌藻類の分布と土壌環境 との関係について検
討した.
1.培 養による土壌中の藻類細胞数は平均2.3×10`cells/g程 度である.
2.　epilithicな 藻類に起因する土壌中のクロロフィル含量についてみると平均1・2μ9/9程 度であ り・ 温帯域の
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海岸砂浜あるいは熱帯の砂漠土壌の10～20倍 程度である.
3・ 土壌のクロロフィル含量 と土壌のNO3-Nと の相関はr=0,68で あるがPO4-Pと の相関はr=0.34で あ
った・またNO3-Nと 土壌中の藻類細胞数 との相関はr=0.63で あった.
4・ 土壌中のクロロフィル含量は土壌含水量と深い相関が 認 め られr=0.62,ま た土壌含水量 とNO,-Nで も
r=0.51が 得 られた.
5・　 epilithicな 藻類の大部分がGloeothece,　 Aphαnothece,　 Tolyρothrix,　Nostocな どのらん藻であることから
も,こ れらの藻類によるN－ 固定の可能性が示唆され得ると同時に,南 極における土壌藻類の分布には,水 分条件
がこれら藻類の分布の制限要因として作用すること,さ らに二次的にはこれ ら藻類によるN－ 塩の生産に関連して
他の藻類の分布にも大 きく影響を与えていることが考察される.
南極越冬隊の人類働態学的研究 教授 松田達郎
過去20数 年にわたる南極越冬生活の中で,医 学者やその他の研究者によって,越 冬隊員の行動,習 性,社 会生活




され,寒 冷環境下の旅行の場合,昭 和基地生活とは異る様式で厳 しい環境に順応することが示された.衣 類の着方
にっいても,そ れぞれの環境に順応した行動様式があるという.
一方,集 団レベルで人々の社会行動を調査す ることも行われた.小 人数の閉鎖社会では年令制が関連している.
例えば入浴順序,呼 び名,食 卓にっくときの位置等に反映 してお り,年 令観念がこの集団社会の基本的秩序の一つ
であろうと思われる.閉 鎖環境下の人々の相互作用は言葉のや りとりに微妙に現われてくる.多 くの流行語が生ま




とは,越 冬隊の人類働態学,社 会生態学解析 とな り,隊 の運営,維 持の仕方にっいて多 くの示唆が得られよう.
(2)共 同 研 究 ※印研究代表者 ・印以下極地研担当教官
海氷中に生息 する藻類 をと りま く環境 条件の測定 ※青田昌秋(北 海道大学低温科学研究所助教授),
河村俊行'(北 海道大学低温科学研究所助手),:星 合考男(教 授)
海氷の生成,成 長 と海洋の生産力の関係にっいての明確な説明は未だなされていない.近 年,南 極海やサロマ湖
において海氷中の微少藻類の研究が進められ,海 氷中藻類の繁殖には,海 氷を透過する日射の影響が大きいと指摘
されている.し かし,海 氷 と日射の透過にっいては多 くが分っていない.特 に,サ ロマ湖や昭和基地周辺のように
積雪の多い海氷にっいては全 く不明な点が多い.今 回の研究はこの日射の問題を中心に,1978年 以降継続 してきた
研究の1980年 度の部分である.
1981年2月 サロマ湖 トエ トコ港内に張った氷厚25cmの 氷野に4m×4mの プ・一ルを作 り,プ ール水面下50cm
とプール外氷上に波長別 日射計を,ま たプール水面上50cmに アルベー ド測定のための示差輻射計を設置して,氷
上,氷 下の日射量 とアルベードを2月4日 より18日間測定した.同 時に1日1回 氷厚,構 造変化を観察 した.
この沿岸の氷野は海氷に比較して,積 雪と雪氷が多い.日 射の消散係数aを 求めると,δ は積雪のない2月5・
7日 には0.045～0.06cm-1で あるが,雪 氷,積 雪の増大 とともに0.09～0.1 (cm-1)に 達 している.2月20日
の δ は特に大きく,0.11(cm-1)と なったが,こ れは前夜からの降雪の影響によるものである.降 雪によって急
激に増大したCtは 時間の経過 とともに0.09～0.10に 安定する傾向がみられた.こ れは,積 雪後直ちに,薄 い海氷
を通し海水が積雪に侵透 して,濡 れ雪あるいは雪氷に変化するため と思われた.
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次に海氷の層別の消散係数を,表 面積雪,濡 れ雪,雪 氷,海 氷の別に求めた.消 散係数は表面濡れ雪が最も大き
く0.16(cm-1),濡 れ雪0.13(cm-1),雪 氷0.08(cm-1),海 氷0.06(cm-1)と なった.
上記のデータは太陽高度25° ～35° のほぼ南中時に近い値であったが,消 散係数は太陽高度によって も異 る の
で,太 陽高度 と消散係数の関係も調べた.観 測は2月18日 の日の出から日没まで行い,太 陽高度,ア ルベード,お
よび平均消散係数を求めた.太 陽高度が高いと平均消散係数も高傾向が認められたが,前 年度の結果と総合してみ
ると,積 雪の多い海氷では消散係数は必らずしも太陽高度に関係せず,一 定の値を示すと思われる.
南 極海 における動 物プランク トンの分布生態学的研究 ※星合考男(教 授),奈 須敬二(遠 洋水産研
究所主任研究員),小 牧勇蔵(遠 洋水産研究所主任研究員),門 田定美(日 本大学農獣学部教授),広 海十朗(日
本大学農獣医学部助手),根 本敬久(東 京大学海洋研究所助教授),西 田周平(東 京大学海洋研究所助手),箕 田
嵩(北 海道大学水産学部教授),河 村章人(北 海道大学水産学部助教授),志 賀直信(北 海道大学水産学部助手)・
:松 田達郎(教 授),村 野正昭(客 員教授),福 地光男(助 手)
南極海で採集する動物プランクトンはMTDネ ットサンプルとNORPACネ ットサンプルである・新たに新開
発のNIPR-1に よる定着氷域から得られたサンプルも加わった.こ れらのサンプルには,非 常に多くの動物群が
含まれてお り,そ れぞれの専門家による研究が必要である.研 究の第1歩 として,動 物分類群への選別作業がある
が,こ れらは非常に時間と人手を労し,多 量のサンプルを一度に整理することは困難である・現在MTD標 本37
本,　NORPAC標 本25本 を終了したに過ぎない.こ れ らは極地研保有サンプルの1/5と1/3に 過ぎない・
今年度は一応,定 量的サンプルである 「ふじ」および開洋丸MTD標 本について分析を行った・
「ふじ」標本は40。 線上で55。～65°S間 の6測 点にっいて0～300m層 の10層からの標本である・これらは沈
澱量,湿 重量測定の後ソーティングを行なった.出 現動物群は水母類,毛 顎類,管 水母類,多 毛類,介 形類 焼脚
類,端 脚類,オ キア ミ類,翼 足類,尾 虫類,魚 卵,稚 魚等であったが,個 体数から見た出現量順位は僥脚類,毛 顎
類,尾 虫類,介 形類,翼 足類,オ キア ミ類の順であった.こ れらの動物群は,200m層 以浅に多 く出現し・特に・58°
～62°Sで は50m以 浅に多 く出現した.こ の海域は水温躍層の上に当 り,塩 分 も34%以 下 と低い海域であった・
開洋丸MTDサ ンプルは64。S以 南の105。E,115。E,120°E線 付近で,そ れぞれ2,2.1回 の採集により得
られたものである.出 現種は 「ふじ」　MTDサ ンプルと大差な く,梼 脚類が多く出現 した.200m以 浅に多 くが出




極海海氷域における沈降粒状有機物の役割 ※西沢 敏(東 北大学農学部教授),谷 口 旭(東 北大学
農学部助教授),:星 合考男(教 授),福 地光男(助 手),谷 村篤(助 手)
本研究は極海域において,表 層で光合成により生産された粒状有機物が,そ の後中底層に生活する動物群にどのよ
うに伝わって行 くかを知るための研究であり,沈降粒子捕集具を用いて捕捉し,そ の定性,定 量を行 う研究である・
栄養の鉛直輸送を捕捉する捕集具は東北大学で開発 したものを利用 した.リ ュツォ・ホルム湾内定着氷域で50m・
100m,150mの3層 に16時 間吊下げて沈降物の捕集を行った.捕 集具のグラスファイ・ミー ,ミ リポアフィルターに
捕集された粒状物は実験室で,光 学顕微鏡 ・電子顕微鏡を用いて同定,計 数された.ま た同時に粒状有機炭素の計
測も行った.
トラップで捕捉されたものは,100μm以 上の大きさで,動 物プランクトン糞粒,そ のこわれたもの,有 孔虫等
であった.100μm以 上の粒子類はフィルター10cm2に っいて,50m,100m,150m水深で,そ れぞれ145.0,
208.6,117.9個 であった.粒 子炭素量は56,24,30mg/m3で あった.嚢 中に見られた微小藻類はNitzschia　 spP・・
Navicula　spp.,　Fragiraliopsis　spp.,　Chuniella　spp.　Coscinodiscus　 spp.等 であった.





行った.既 に,標 本が得 られている北半球アザラシにっいての再検討を行ったので,本 年度は南極カニクイアザラ
シ(成 体,雌)に っいて左側上下歯列15本 にっいて査定を行った.
歯牙は煮沸後,頭 骨 より分離 し,乾 燥,計 測にっついて次の手順で顕鏡標本 とした.先 ず歯科用ワックスを用い
て木片に固定し,　Isomet　Law　 Speed　Sawで 冷却縦断し,一 晩放置し内部の歪を開放し,砥 石で研磨 し,1mm
厚の塩 ビ透明板にシアノアクリレー ト接着材で厚着する.再 びIsomet　 Sawで 残 り半分を200～300μmの 厚 さに
切断する.最 後に砥石(No.4000)で 厚さ40μmま で研磨する.研 磨片は5%蟻 酸で一晩脱灰し,数 時間水洗し,
マイヤーヘマ トキシリン液に30分染色し,一 晩水洗の後,常 用により脱水後カナダバルサムで封入する.
以上の作業の後検鏡を行った.エ ナメル質は失なわれていた.胎 児期の象牙質は濃染された.　neonatal　lineは
象牙質の内側厚さ50μmに 不染層 として認められた.象 牙質年輪層はneonatal　 lineの 内側に形成され,12～16
層が認められた.セ メント質に年輪層が認められ,13～14本 の生長層が見出された.
以上の結果から,今 日歯鯨類で用いている方法により十分年齢査定を行うことが可能であった.問 題点はセメン
ト質では最外層を1本 見落す傾向があったことである.象 牙質での査定が困難な高齢個体についてセメン ト層の観
察法をさらに検討する必要がある.
低温下の体力 と運動能力 ※星合孝男(教 授),島 岡 清(名 古屋大学総合保健体育科学センター),宮
下充正(東 京大学教育学部助教授)
寒冷環境が運動時生理にどのような影響を与えるかについて,54年 度に引続き実験を行った.成 人男子3人 を被
験者 として20°Cの 部屋で30分間安静の後,-20°Cの 部屋に入 り,10分 間安静の後,最 大酸素摂取量の40～50%
の負荷の自転車エルゴメーターの20分間運動 と常温室内30分間安静を一連の過程とする実験を3回 行い,そ の間の
体温測定,心 拍数,運 動時の酸素摂取量を測定した.
実験の結果,低 温暴露下の運動による直腸温の変化は比較的少な く,0.1～0.2°Cの 上昇が運動開始後に起 るが,
常温の安静時には逆に0.3～0.4°Cの 低下が起った.こ の体温低下は30分 以内には回復せず,最 後の実験の低温暴
露下では,1回 目に比べて0.7°Cも 低下した.ま た,運 動をしない低温暴露のみを繰返 した実験でも,0.6～0.8°
Cの 体温低下が観察された.こ のような体温低下は,直 腸温度の変化としては大きな変化であ り,低 温暴露の繰返
しが,相 当量の体熱を失わせることを示 した.運 動中の心拍数にっいてみると,常 温下の運動に比べて,低 温下の
運動では,約20拍 の心拍数の減少がみられた.主 観的運動強度は低温下では感覚的に分らないという現象も観察さ
れた.日 常的に我々が作業強度の調節のよりどころとしている主観的作業強度(心 拍数 と関係している)が 寒冷下
では麻痺してしまうことが見られ,知 らず知らず疲労状態に落入ることが示唆された.前 年度の実験 と合せて,寒
冷下での運動は身体にとってス トレスとな り,体 熱の放散が予想以上に大きいことが示唆された.作 業の合間には
十分な保温が不可欠である.
南極における土壌 藻類の生態 ※秋山 優(島 根大学教育学部教授),:松 田達郎(教 授),大 山佳邦(助
教授),神 田啓史(助 手)
昭和基地を中心 とした南極産土壌藻類を,分 離培養して,こ れら土壌藻類中に生育する微細藻類のバイオマス,
フロラの構成ならびにその土壌環境要因との関係を検討した.
土壌中の藻類細胞数は平均2.3×104cells/9で あった.　Epilithicな 藻類に起因する土壌中のクロロフィル含量
は平均1.2μ9/9で あ り,温 帯域の海岸砂浜や熱帯の砂漠土壌の10～20倍 の値であった.ク ロロフィル含量 とNO,-
Nと の相関は γ=0.68で あるが,PO4-Pと の相関は γ=・O.34で あった.ク ロロフィル含量は土壌中の水分 と高
い相関が認められ(γ=0.68),ま た含水量 とNO3-Nと の相関も高い(γ　・O.51).　Epilithicな 藻類の多 くはらん
藻類である.こ の分布が水分と関係することは,こ の藻類の出現に水分が不可欠であると同時に,こ れら藻類によ
る空中N2の 固定が土壌中のNO3-N　 と水分との相関を 高めていると推論できる.土 壌中のクロロフ ィル 量 と
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PO,-P,お よ びNO,-NとPO4-Pの相 関 が 低 い こ とは,土 壌 中 のP集 積 機 構 がNと は 異 って い る こ とを 示 す ・
ま た,南 極 産Ko"eUaの 光 合 成 最 適 温 度 は 比 較 的 低 く,18～22°Cで あ った.南 極 産 の 藻 類 の 生 長 最 適 温 度 は
Stichococcus,　 Bumilleriaな どで は17°C程 度 で あ り,　Klebsormidiumで はや や 高 く22～27°Cで あ った ・ この
点 水 生 のNavicula　 muticoPsisな どで は15°C程 度 で あ り,土 壌 産 の も のは 幾 分 最 適 温 度 が 高 い 傾 向 に あ る.こ
の 他,生 長 と光 量 の 関 係,ま たす み分 の た め の モデ ル系 実 験 等 も行 った.
南極オ ングル島周辺露岸地域生物相の生産力の比較研究 ※大島康行(早 稲田大学教育学部教授)・
伊野良夫(早 稲田大学教育学部助教授),:松 田達郎(教 授),大 山佳邦(助 教授),神 田啓史(助 手)
一般に地表面から放出されるCO,(土 壌呼吸)量 は土壌中に蓄積された有機物の分解速度を推定するために測定
される.水,動 物などによる有機物の流入,流 出が極めて少なく,ま た蓄積有機物量に大 きな変化がないとするな
ら,あ る限定された地域から放出されるCO,量 はそこで固定されるCO2量,す なわち一次総生産量に等しくな
る.
1979年1,2月 に東オングル島で採取された少量の土壌にっいて放出　CO2量 を測定した.方 法は前年度 と同様
である.温 定温度は5,10,20°Cと し,試 料中の水,チ ッソ,有 機態炭素も測定 した.
今回の調査から以下のことが明らかになった.































西オングル島全体で月平均地表面温度が0°C以 上の3ケ 月間に2.1ト ンの炭素が裸地表面から放射される・この
値を禄地全域に平均すると7.7kgC/haと なる.有 機物の炭素含有率を45%と すると・17・2kgの 有機物分解が起
っていることになる.こ の数値を一次総生産 とすると,諸 生態系の値と比較して著しく小さい値となる・Whittaker
(1975)の 示 した表によれば 「真の砂漠,岩 石,氷 雪」域に相当する.
亜南極地域における蘇類の分類 学的な らび に植 物地理学 的研究 ※安藤久次(広 島大学理学部助教
授),関 太郎(広 島大学理学部助教授),:松 田達郎(教 授),神 田啓史(助 手)
共同研究初年度の本年は,神 田が昭和53年 交換科学者としてチリ南極基地を訪問した際,チ リ共和国で採集した
群類標本を中心に分類研究を行った.チ リ南部のPuertoMont付 近のPetrohue(41°S・72°30'W)と ・ マゼ
ラン海峡に面するPuntaArenas付 近のBrunswick半 島(53°10'S,70°55'W)で 採集した標本423点 につい
てまとめた.
分類の結果,30科,110種 の蘇類を確認した.植 物地理学的分布型を,こ の110種 にっいて分析してみると,そ の
パタ_ン はSeki(1974)のAis6n州 での結果と一致 した.し かし広分布種がAis6n州 の5・2%に 対して9・1%・
両極分布種が8.9%に 対し10.9%と 多い.一 方,南 米南端 とオーストレイシアとの隔離分布を示すナンキョクブナ
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表1チ リ　Ais6n州 との分布型の比較
広 分 布 種
固 有 種
両 極 分 布 種
































































192 100.0 110 100.0
型 分 布 種 は8・9%に 対 し て5.5%と 少 な くな って い る.こ れ はBrunswick半 島 が53。10・SでAis6n州(46。30
S)よ りず っ と南 に 位 置 し,雨 量 もPuertoAis6nよ りず っ と少 な く,蘇 類 の生 育 に とっ て は よ り厳 しい 環 境 で あ
る こ とが 影 響 し てい る と考 え られ る.
(3)南 極医学研究小集会
日本南極地域観測隊における医学の研究は,第8次 隊まで1名 の医療担当隊員によってなされてきた.第9次 以
降,医 療のほか医学担当隊員が参加するようになったが,な お医療の分担をもしなければならなかった.幸 い第22
次隊から医療担当が2名 となったことにより,医 学研究の隊員は必ずしも医師である必要はなくなった.









場 所:国 立極地研究所 講義室
参加者:西 川 潰八(日 本大学 医学部)
朝比奈一男(中 京大学 体育学部)
緒方 道彦(九 州大学 健康科学センター)
合田 朗(北 里大学 衛生学部)
小田 哲夫(国 立療養所東長野病院)
南 亮(大 阪北逓信病院)
渡部 和彦(広 島大学 教育学部)
一92一
??


























題 目 著 者 発 表年月日 誌 名 ・巻 名 ・巻
幽
Proliferation　 of　Ice　 Algae　 in　the　 SyowaHoshiai　 T. 55. memoirs　 of　 N.　 1.　P.　R.,
Station　 Area,　 Antarctica SeriesE.34,1-12
Copepods　 in　the　 Stomach　 of　a　Nbzo疏 θηガdHoshiai　 T. 55. memoirs　 of　N.　1.　P.　R,
Fish,蹄 θ〃2ατoηzμ5boπhgreηiη 亙Fry　 at SeriesE.34,44-48
Syowa　 Station,　 Antarctica
Aerial　 Census　 of　weddell　 seal　 in　L廿tzow一Hoshiai　 T. 55. Nankyoku　 Shiryo　 (An－
Holm　 Bay,　 Antarctica tarc.　 Rec.),　 No.　 71,
109-112
Sea　 ice　Colored　 by　 ice　slgae　 in　a　lagoon,Hoshiai　 T.　 and　 M.55. Nankyoku　 Shiryo　 (An－
Lake　 Saroma,　 Hokkaido,　 Japan Fukuchi tarc.　 Rec.),　 No.　 71,
113-120
Soil　 respiration　 in　the　 vicinity　 of　SyowaY.　 Ino,　 Y.　 Oshima,　 H.55. Nankyoku　 Shiryo　 (An－
Station,　 Antarctica.　 1.　Relationships　 betweenKanda,　 and　 T.　Matsuda tarc.Rec.),No.70,31－
soil　 respiration　 rate　 and　 water　 content　 or 39■
nltrOgen　 COntent
Two　 moss　 species　 of　genus　 1%z加collectedKanda,　 H. 55. Nankyoku　 Shiryo　 (An－
from　 the　 vicinity　 of　Syowa　 Station,　 East tarc.Rec.),No.71,91－
Antarctica 108
Phytoplankton　 and　 Zooplankton　 StandingFukuchi,　 M.　 and　 H.55. Memoirs　 of　NIPR,
Stocks　 and　 Downward　 Flux　 of　 ParticulateSasaki SeriesE.34,13-36
Material　 around　 Fast　 Ice　 Edge　 of　 L廿tzow一
Holm　 Bay,　 Antarctica
A　 Preliminary　 Note　 on　 the　 Occurrence　 ofFukuchi,　 M.　 and　 A.55. Memoirs　 of　NIPR,
Copepods　 under　 Sea　 Ice　 near　 SyowaTanimura SeriesE.34,37-43
Station,　 Antarctica
Distribution　 of　the　 Surface,　 Chlorophyll　 αTanimura,　 A. 55. Nankyoku　 Shiryo　 (An.
along　 the　 course　 of　 the　 Fuji　 to　 and　 from tarc.Rec.),No.72,35－
Antarctica　 in　1979-1980 48
Some　 observations　 on　 1978　 red　 tide　 bloomsWatanabe,　 K. 55. Bulletin　 of　Plankton
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福地 光男,門 田 定美広海
十郎




昭和基地周辺の氷下プランクトンの分布 谷村 篤,福 地 光男 第4回 南極生物シンポジ
ウム
55.9
南極海水中にみられた中心珪藻類について 渡辺研太郎 第4回 南極生物シンポジ
ウム
55.9





神田 啓史 第4回 南極生物シンポジ
ウム
55.9
昭和基地周辺の土鋤 物1大 山 醐 松田 達郎 〃1559
大形動物による環鑑 視 隣 孝男1〃1559
南極における環難 視1松 田 達郎1〃15ag










(1)一 般 研 究
極地 用スノー モビルと軽量擢 による行動形式の研究 教授 村山雅美,助 手 寺井 啓
第20次 隊でのやまと山脈およびベルジカ山脈地域における実際の運用上で得 られた知見にもとづき,い くつかの




(イ)風 防:現 用のものは正面からの風に対してのみ有効なので,風 防 と足もとの部分の左右に約30cmほ どFRP
製の延長部分を取 り付けた.






ス ノーバイクの性能試験 教授 村山雅美,助 手 寺井 啓
新 しく市販されたスノーバイクは組立式で分解すると非常にコンパクトで軽量なので南極での連絡用や基地近辺
の調査などに利用できそうなので,早 速走行試験を行った結果,か な り有効に利用できるという印象を得た.実 際
での使用を考え,ち ょっとした荷物を牽引可能にするたあのエンジン出力のアップや履帯の拡幅などにっいて検討
した.
無人観測点 における 自然 エネルギーの利用 教授 村山雅美,助 手 寺井 啓
第21次 隊にひきっづき第22次 隊でも無人観測を実施するため,担 当隊員に風車発電機の設営の仕方にっいて指導
し,第20次 隊でのスリップ リングに関するトラブルを考慮 し,と りあえず風車発電機を主風向に固定して使用する
ようアドバイスするとともに,飛 雪などにより木製プロペラが削剥するのを防止するため第22次 隊が持参する木製
プロペラのFRPコ ーティングを行った.
(2)共 同 研 究 ※印研究代表者 ・印以下極地担当教官
極地建物のスノウドリフトと氷床上基地の恒久化に 関する研究 ※佐藤稔雄(日 本大学理工学部教授),平 山善




第19次 隊(研 究担当:三 橋博己)に よって行われた昭和基地の高床式建物周辺に形成され るスノウドリフ トの実
測によるとドリフトの形は風下側敷地が比較的平坦な場合は風下壁面から床高の3～4倍 の距離にピークをもつ ド
リフトが成長 し,積 雪量の増加にともなってそのピーク位置が次第に建物に近づく傾向を示 した.ま た,積 雪量が
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最大 となる時期のドリフトの形態は卓越風向に沿って鋭い稜線が形成され,建 物直後では床下を吹き抜ける風によ
ってドリフトが吹き払われ典形的な鞍形となる特徴を有した.こ の他,接 地気層の風の性質,壁 面風圧の実測値な
どを整理し,検 討する予定である.
ロ)風 洞実験シミュレーション
昭和基地観測棟を中心に直径60mの 円の範囲で地表模型を作成して風洞実験を行い,ド リフ ト形態の予測に関す
る仮説 と実測データとの比較を行った.そ の結果,西 北西の風を受けたときの観測棟モデル風下側空間の風速分布
を風上側建物屋根面での風速で無次元化したものの等風速線と実測データを比べてみると,ド リフトがゆるやかに
成長する時期では等風速線の性質とよく似ていることがわかった.し たがってこの等風速線が ドリフト形態 と相似
である(ド リフト形態の予測に関するっの仮説)と して実測値と比較すると,実 測値の方が,ピ ーク位置がやや風
下側寄 りに移るのと風下側に長く分布するという特徴があげられ る.さ らに,実 測値の場合は卓越風向が西北西の
範囲で変動しているので,風 洞実験による予測値は風向を変化させた数種のデータを用意し,総 合的に評価した う
えで実測値 と比較する必要があるが,そ れにっいては検討中である.ま た,風 上側壁面風圧に関するデータで風速
と風圧の変動成分にっいてみると,風 向のわずかな変化が風速風圧伝達特性に影響することがわかるので実測デー
タと比較できるように準備をすすめている.
南極 におけ る中型風力発電装置の開発 ※粟野誠一(日 本大学名誉教授),西 本澄(日 本大学理工学部
助手):村 山雅美(教 授)
本研究の主目標は南極特有の強風のエネルギーを利用する出力10kW程 度の中型風力発電装置を新たに設計 ・試
作し,近 い将来に昭和基地などに設置して,融 雪造水,凍 結防止,温 水暖房などの用途に供することになる.本 年
度はその基本設計および模型による予備実験を実施 した.開 発設計したNU-201型 の主要寸法 と推定性能は次の通
りである.
形式:　Down　 Wind　 Type,　Eddy　Current　Brake付,羽 根数(Z)=2,直 径(Dt)=6m,ボ ス直径(Dh)=0・6
m,中 心高さ(H)ニ6m
風 速C・m/・1 4 6 8 10 12 14 16 18 20
出 力 kWl・ ・45・ ・5・3・576・46・2…9・ ・2814・ ・655・7
その設計資料を得るため,NU-201型 の約1/20模 型(本 体:ア ル ミニウム鋳物製,翼:マ グネシウム鋳物製,
直径D=230mm,潤 滑:南 極用モビールによる自動潤滑方式)を 製作 し,風 洞試験と野外試験を実施し以下の結
果を得た.
a.設 計方針の確立に役立った.
b.無 負荷最大回転数Nと 風速Czと の間にはN=aCz-bの 関係が成立し,係 数a,　bは 設計によって任意
に設定可能である.
c.自 動潤滑方式の確実性を認した.
d.方 向追従性を良 くするには,タt-'ビ ン翼を含む回転本体の重心位置を支柱重心に近づけることと本体の水平
を正しくだすことが重要である.
e.　Down　 Wind　 Typeで 方向追従性が不充分の場合は風下側ナセル下方に方向舵を設置すると有効である.









ヒ トの寒冷適 応に関する極 地工学的研究一防寒 衣類 と くに手 袋につ いて一 ※渡部和彦(広 島大
学教育学部助教授),明 石正和(城 西大学理学部講師),山 口立雄(岡 山大学教養部講師):村 山雅美(教 授)
極地における身体作業を安全でかっ能率的に行 うために防寒衣類の開発に関する基礎研究を生理学的に行ってき








形態:身 長,皮 下脂肪(贋,上 腕背部,肩 甲骨下)
筋力:握 力(デ ジタル式電気握力計)
手の動作:手 反応時間(光 刺激に対する握 り動作),切 り換え動作(左 右の握 りのすばやさ),タ ッピ ン グ動 作
(カ ウンター)
体温:直 腸温,左 右の全手指,手 背部,手 掌部









る.手 反応時間や切 り換え動作などでは手袋の着用は 作業能になんらさまたげにはならなかった.さ て,-50°C
での手指動作の機能をみると,と くに顕著なものは握力およびタッピングの機能低下であった・ さ らに 手反応時
間,切 り換え動作においても時間経過に伴 う機能低下を認めた・入室後60分 では・いずれの項 目にも有意な低下が
認められた.こ れは被検者の体温の変化からも明らかにうらづけられる・これらの結果から・コア体温に比べて手
指の体温が外気の影響を容易に受け易く,手 袋着用にもかかわ らず無風条件でも約60分 で著しい機能低下をまね く
ことが示された.ま た,手 指の運動やマッサージが血流回復に有効であることが示され,今 後は動的作業での実験




1.日 本 スウェーデ ン国際共同大気球観測
(1)目 的の概要
日本一スウェーデン国際共同大気球観測計画(日 一ス計画)は,北 半球高緯度電離圏へのオーロラ粒子の降 り込
みに伴 うエネルギー収支と,そ れに関連する超高層物理現象を,飛 しょう体(大 気球)を 用いて直接測定 し,磁 気
圏と電離圏,電 離圏と中間圏の結合問題に関して新しい知見を得るために,国 際協力のもとに3年 計画で実施する
ことを目的として計画された.日 一ス初年度実施計画(昭 和55年度)は,日 本製の大気球を初めて外国で使用する
ことから,観 測計画立案に携わった関係者の総合的意見として,次 の5項 目に重点を置いて作成された.
③ 北極圏において,日 本製大気球使用による超高層観測を成功させること.
⑮ 外国の大気球実験技術を収得すること.
⑥ エスレンジ(ス ウェーデン国キレナ市)実 験場地上施設の把握と日一ス協力態勢の確立に努力す ること.



















































地上観測資材撤収,梱 包,発 送受渡 し
鮎川キルナ発,23日 帰国
(4)結 果 の 概 要
日一ス計画初年次大気球実験は,2機 とも所期の目的を達 し成功 した.1号 機は9月10日17時44分(現 地時間)
放球,約1時 間35分 後に高度31kmで レベルフライ トに達し,そ の後日没の影響と考えられ る若干の高度降下が認
められたが約1時 間21分 後にカッターが動作して,21時20分(現 地時間)頃 スウェーデンとフィンランド国境近 く
へ落下した.2号 機は,9月11日19時18分(現 地時間)放 球,約1時 間30分 後に高度31㎞ でレベルフライ トに達
し,ほ とんど一定で浮遊し,1時 間24分 後にカッターが動作して,23時25分(現 地時間)頃 北緯～68.5°,東 経～













I TERNATiONAL　 BALLOON　 EXPERIMENT



























地上観測は観測期間全般を通じ機器動作等おおむね良好で,極 域サブス トームに伴 う　Pi型 脈動,回 復期に発生
するVLFコ ーラスあるいはPc型 脈動現象を観測した.し かしVLF自 然電波観測は 電源ノイズの 混入が大き
く,ま た脈動観測は検出器周辺での土木工事によるノイズが頻繁に入感ずる等,必 ずしも良質のデータであるとは
いえない.次 年度以降の地上観測は,テ レメータ使用他 ノイズ除去対策が必要と思われる.
2.極 地研アラスカ大学共同研究
昭和53年11月6日 東京において,極 地研永田武所長 とアラスカ大学地球物理研究所(地 物研)　Juan　G・　Roederer




















② 鮎川 勝(地 球物理部門助手)
昭和55年10月6日 ～10月22日




1.シ ン ポ ジ ウ ム
第4回 南極生物 シンポ ジウム
昭和55年9月18日(木)～19日(金),国 立極地研究所
BIOMASS計 画が軌道にの り,現 場の調査結果が得られ始めた.本 シンポジウムは,こ れらBIOMASS計 画に
関連 して,1979～80年 夏期に実施された調査を中心とした成果の発表を第1日 目に行い,2日 目に昭和基地周辺で
行われている環境モニタリングの結果の発表 と討論を行った.
BIOMASS関 連のセッションでは,本 年が第1回 の多数研究船による生物調査年に当っていることもあり,多
数の参加者を得て活発な討論が持たれた.調 査に参加が決定している海鷹丸(東 京水産大学),開 洋丸(水 産庁),
吉野丸(海 洋水産資源開発センター)等 の関係者から現実的問題提起があり,調 査実施前のシンポジウムとして有











谷村 篤,福 地光男(極 地研)
5.昭 和基地周辺海域の貝類
堀越増興(東 大 ・海洋研)
6.ロ ス海の底魚,特 にコオ リウ才智魚類にっいて
阿部宗明(東 大 ・総合資料館),岩 見哲夫(筑 波大 ・生物)
皿 沖合海洋生態系
7.開 洋丸による海洋物理観測一主として流動一








菊野 秩(北 大 ・水産)
12.オ キアミの摂餌と呼吸
瀬川 進,加 藤光雄,村 野正昭(東 水大)
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13.南 極海におけるオキアミ漁場 とパッチの形成
中村 悟 ・高橋正憲(海 洋水産資源開発センター)
14.オ キア ミ類の群集団(Swarm)
根本敬久,石 丸君江,白 井貴子(東 大 ・海洋研)
15,海 鳥類の目視観測一70～80年 シーズンー














秋山 優(島 根大 ・教育)
22.昭 和基地周辺の土壌呼吸









副題 として ミ基 盤地質 と固体地球物理"を かかげ,こ れを中心としたテーマでプログラムが組まれた.と くに20
～22次 観測で実施されっっある地学総合調査のうち,20次 観測及び21次夏期観測で得られた成果 と,18次,19次 観
測で得られた資料に基づ く発表があり,初 めて人工地震観測によって得られた地殻構造の予察,広 域にわたる地質




伊神 輝(名 大 ・理),一 ノ瀬洋一郎(東 大 ・震研),原 田道昭(早 大 ・理工),神 沼克伊(極 地研)
2.新 しい船上重力計 くCNIPRORI-　1型"







神沼克伊(極 地研),桜 井治男(極 地研),中 田まゆみ(千 葉大 ・理),馬 場め ぐみ(千 葉大 ・理)
6.か すみ岩の地質
西田民雄(佐 賀大 ・教育),矢 内桂三(極 地研),小 島秀康(秋 田大 ・鉱山)
7.ホ ノール奥岩の地質
西田民雄(佐 賀大 ・教育),矢 内桂三(極 地研),小 島秀康(秋 田大 ・鉱山)
8.や まと山脈C群 の地質
矢内桂三(極 地研),西 田民雄(佐 賀大 ・教育),小 島秀康(秋 田大 ・鉱山)
9.や まと山脈A群 の深成 ・変成岩頚
浅見正雄(岡 山大 ・教養),白 石和行(極 地研),太 田昌秀(ノ ルウェー極地研)
10.ベ ルジカ山脈の地質
小島秀康(秋 田大 ・鉱山),矢 内桂三(極 地研),西 田民雄(佐 賀大 ・教育)
11.オ ングル諸島北方の地質と地質構造
松本征夫(山 口大 ・理),西 田民雄(佐 賀大 ・教育)矢 内桂三(極 地研)
12.日 の出岬の角閃岩相変成岩頚について






仲井 豊(愛 知教大 ・教育)
16.ネ スオイや産のCe-Th系 放射能鉱物について









討論:資 源基礎調査地学第1期3カ 年計画 と今後の調査計画について
座長 倉沢 一(地 質調査所)
第3回 極域気水圏 シンポ ジウム
昭和56年1月13日(火)～14日(水)国 立極地研究所
当研究所主催の標記シンポジウムが研究所講堂において開催された.研 究発表35編,出 席老約70名 と.当 シンポ
ジウムも次第にその規模を増し,盛 大なものとなった.
今回の研究発表は,極 域観測計画(POLEX)を 中心に行われた.　POLEXで は,南 極地域観測隊による3年 計
画の南極域気水圏観測(POLEX-South)中,初 年度の第20次 観測隊の成果が,ま た,北 極観測計画(POLEX-
North)と してカナダのイヌヴィークにおける雲,降 水機構の観測の成果,さ らに,国 内における極域数値実験の
結果が発表された.そ の他の発表は,南 極エアロゾル,境 界層,大 気循環,気 候,南 極氷床,積 雪層,さ らに,中
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層大気観測計画(MAP)を 目ざした研究計画など多岐に渡った.最 後の総合討論では,東 クイーンモードランド
研究計画,世 界気候研究計画(WCRP)と いった将来の研究課題に向け,物 質輪送や気候の問題 世界各地での観
測データ集積の必要性などが討議された.
講演時間17分 と,一 般の学会発表 よりは長い時間をとっていたが,熱 心な議論が続 き,い ずれのセッションも時





武田喬男,藤 吉康志,岡 田菊夫(名 大 ・水圏研),菊 地勝弘,坪 谷重行(北 大 ・理)
2.冬 期北極圏カナダの降雪雲のレーダーエコー構造
藤吉康志,武 田喬男(名 大 ・水圏研),菊 地勝弘(北 大 ・理)
3.冬 期北極圏カナダの降雪粒子
菊地勝弘,坪 谷重行,逆 馬芳雄(北 大 ・理),武 田喬男(名 大 ・水圏研)
4.冬 期北極圏カナダの降雪の酸素同位体組成
加藤喜久雄,樋 口敬二,武 田喬男(名 大 ・水圏研)
ll　pOLEX－ 数値実験
5.北 極地域の温度場にっいて








中村 一,岸 保勘三郎(東 大 ・理)
10.南 極大気の放射特性





和田 誠,山 内 恭,前 晋爾(極 地研),古 謝三行(気 象庁)
13.低 気圧通過時のみずほ基地の気象変化
和田 誠,山 内 恭,前 晋爾(極 地研),塚 村浩二(気 象庁)
14.南 極みずほ基地の地表面放射収支
山内 恭,和 田 誠,前 晋爾(極 地研),川 口貞男(極 地研),塚 村浩二(気 象庁)
15.南 極みずほ基地における雪温観測
前 晋爾,和 田 誠,山 内 恭(極 地研)
16.分 光器による南極大気の気柱水蒸気量
山内 恭,和 田 誠(極 地研)
17.昭 和基地上空での放射ゾンデ観測
山内 恭(極 地研),山 本雄次,召 田成美(気 象庁),内 山明博(東 北大 ・理)
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IV　南極エアロゾル
18.昭 和基地における大粒子 ・巨大粒子の組成 とその起源にっいて
岩井邦中(信 大 ・教),小 野 晃(名 大 ・水圏研),伊 藤朋之(気 象研)
19.南 極エアロゾルの起源にっいて
伊藤朋之(気 象研),小 野 晃(名 大 ・水圏研),岩 井邦中(信 大 ・教)
20.南 極昭和基地の大粒子エアロゾルの放射化分析
小出 考,伊 藤朋之,矢 野 直,小 林隆久(気 象研)
Vエ アロゾル,降 水粒子
21.南 極域中層大気のレーザレーダ観測計画
岩坂泰信(名 大 ・水圏研),藤 原玄夫(九 大 ・理),平 沢威男,福 西 浩(極 地研)
22.成 層圏エアロゾルと成層圏水蒸気収支
岩坂泰信(名 大 ・水圏研)
23.H20=hレ(LY－ α)→H+OH*を 利用した水蒸気量計測法 とその極域中層大気中での使用について




佐藤 昇,菊 地勝弘(北 大 ・理)
VI　境界層,大 気循環,気 候
26.吹 雪の実験的研究一雪面上の運動量輪送一




中島暢太郎,井 上治郎(京 大 ・防災研),藤 井理行(極 地研)
29.冬 期南半球中 ・高緯度循環のインド・モンスーンに及ぼす影響一掬40日 周期の振動について一
安成哲三(京 大 ・東南ア研センター)
30.氷 床コア解析から得た小氷期の気候に関する知見
加藤喜久雄(名 大 ・水圏研),藤 井理行(極 地研)
vr　積雪層
31.東 南極大陸,み ずほ高原カタバ斜面における積雪層の形成過程について






山田知充,若 浜五郎(北 大 ・低温研)
35.イ ンパルスレーダによる氷体及び積雪層内部からの反射
西尾文彦,和 田 誠,前 晋爾(極 地研)
W総 合討論 座長 楠 宏(極 地研)
第6回 南極陽石 シンポ ジウム
昭和56年2月19日(木)～20日(金)国 立極地研究所
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第6回 シ ン ポ ジ ウム か ら初 め て2名 の外 国人 を招 待 した.南 極 隠 石 の 重 要 性 が 国 際 的 に 評価 さ れ た た め か,6名
の 方 が 自費 出席 され た.ま た,日 本 学 術 振 興 会 の 招 きで 来 日中 の,中 国 科 学 院 地 質 研 究所 の2名 の 方 が 出席 し,講
演 数 は,49件 に の ぼ り,こ れ を2日 間 で消 化 す るの は 大 変 苦 し く,両 日 と も大 幅 な 時 間 延 長 とな った.15分 の講 演
時 間 は学 会 なみ で あ り充 分 な発 表 ・討 論 が で きに くい 状 態 に あ り.次 回 か ら,シ ン ポ ジ ウム の特 色 を 生 かす よ うな
日程 を組 む 必 要 が あ ろ う.
講 演 は,1979～80年 の 阻 石 探 査 報 告,明 石 と氷 床,　NASAの 南 極 阻 石 の 処 理 法,鉱 物 学,岩 石学,宇 宙 ・地 球
化 学,宇 宙 生 成 核 種,同 位 体 及 び 年 代 学,希 ガ ス,磁 気学,物 性 物 理 学 等 の 研究 成果 が報 告 され,こ れ に対 す る討
論 が行 わ れ た.今 回 の シ ンポ ジ ウ ムの 中 で,2～3の トピ ッ クス を紹 介す る と,1976年 にや ま と山脈 の裸 氷 上 に 設
定 した 約2km2の グ リ ッ ドの 中 か ら,4年 間 で17個 の 阻 石 が 出 現 した デ ー タ が公 表 され た.南 極 限石 は寒 冷 な地 域
に 発 見 され るた め,汚 染 や 化 学 的 変 化 が 少 な い とは 言 わ れ て い た が,南 極 と言 え ど も,風 化 作 用 に よ る元 素 の 挙 動
は ・ か な り顕 著 な もの が あ る こ とが報 告 され た.　 Lu-Hf法 に よ る明 石 の 年 代 決 定,阻 石 の形 か ら,阻 石 や 母 天 体
の 破 壊 の メ カニ ズ ムを探 る試 み,中 国 に 落下 した 阻 石 の話 題 等 が 紹 介 され た.
な お,今 シ ン ポ ジ ウム か ら,要 旨 は英 文 にす る こ とに な っ た.
1.　 YanaiK・(極 地 研),　Kojima　 H.　 (秋 田大 ・鉱),　 Nishida　 T.　(佐 賀 大 ・教)
　 　 　 The　 Yamato-7g　 Meteorites　 Collected　 in　1979-80　 Season.
2.　 Yanai　 K・　 (極 地 研),　Matsumoto　 Y.　(山 口大 ・理)
　 　 　 A　 Possible　 Ratio　 of　the　Appearance　 of　Meteorites　 from　 Antarctic　 Ice.
3.　 YanaiK.(極 地 研)
　 　 　 On　 the　Showers　 of　the　Yamato　 Meteorites.
4.　 NishioF.　 WadaM.　 MaeS.(極 地 研)
　 　 　 Possibility　 of　Detecting　 Meteorite　 Buried　 within　 the　Ice　by　Radio　 Echo　 Sounding.
5・　 Wada　 M・　 Yamanouchi　 T.　 Mae　 S.　 Kusunoki　 K.　(極 地 研)
　 　 　 Radio　 Echo　 Sounding　 in　the　Area　 of　Yamato　 Mountains.
　6.　 Duke　 M・　 Bogard　 D.　D.　 Annexstard　 J.　O.　(NASA)
　 　 　 Curatorial　 Aspects　 of　the　Antarctic　 Meteorite　 Program　 in　the　United　 States.
7.　 MooreC.B.(ア リゾ ナ州 立 大)
　 　 　 　Antarctic　 Carbonaceous　 Chondrites.
8・　 Clarke　 Jr・　R・　S・　 ApPleman　 D.　E.　 Ross　 D.　R.(ス ミソニ ア ン博 物 館)
　 　 　 Allan　 Hills　A77283:　 An　 Antarctic　 Iron　 Meteorite　 Containing　 Preterrestrial　 Impact-Produced　 Dia・
　 　 　 mond　 and　 Lonsdaleite.
9・　 Reid　 A・　M・　(ケ ー プ タ ウ ン大 ・地 質),　 Score　 R.(ノ ー ス ロ ップ サ ー ビ ス)
　 　 　 A　Preliminary　 Report　 on　the　Achondrite　 Meteorites　 in　the　 1979　 U.　S.　Antarctic　 Meteorite　 Col.
　　　　　1ection.
10・　Fujii　 N　 (神 戸 大 ・理),　 Miyamoto　 M.　 (東 大 ・教 養),　 lto　K.　 Kobayashi　 Y.(神 戸 大 ・理)
　 　 Studies　 on　 the　 Lithification　 of　Meteorites(II)
11・　Kojima　 H・　(秋 田 大 ・鉱),　 Yanai　 K.(極 地 研)
　 　 A　 Preliminary　 Classification　 of　Yamato-7g　 Meteorites.
12.　 Kitamura　 M・ 　 Watanabe　 S.　 Morimoto　 N.　 (京 大 ・理)
　 　 Study　 of　Allende　 Meteorite　 by　 Analytical　 Transmission　 Electron　 Microscopy.
13.　 Takeda　 H・　 Mori　 H.(東 大 ・理),　 Yanai　 K.　 (極 地 研)
　 　 Mineralogy　 of　the　 Yamato　 Diogenites　 of　Possibly　 Pieces　 of　a　Single　 Fall.
14・SatoG・(千 葉 大 ・理),　 Takeda　 H.(東 大 ・理),　 Yanai　 K.(極 地 研)
A　 Mineralogical　 Exam玉nation　 of　Some　 Allan　 Hills　 Polymict　 Eucrites.
15・　 Masuda　 A・(東 大 ・理),　 Nakamura　 N.(神 戸 大 ・理),　 Shimizu　 H.(東 大 ・理)
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　 　 Did　 Diogenites　 form　 from　 Diogenites　 ?
16,　 Mastumoto　 Y.　 (山 口 大 ・理),　 Hayashi　 M.　 Daishi　 M.　 (九 大 ・生 産 研),　 Miura　 Y・　(山 口 大 ・理)
　 　 Homogeneity　 of　the　 Yamato-75110　 Chondrite・
17.　 Fujimaki　 H.　 Aoki　 K.　 Sunagawa　 I・　 Matsu・ura　 M・(東 北 大 ・理)
　 　 Study　 on　 Some　 Minerals　 in　ALH-77015(L3)　Chondrite・
18.　 Ikeda　 Y.　 Kimura　 M.(茨 城 大 ・理),　 Takeda　 H.(東 大 ・理)
　 　 Major　 Chemical　 Composition　 of　Matrices　 of　Unequilibrated　 Ordinary　 Chondrites.
1g.　 Nagahara　 H.(東 大 ・理)
　 　 Petrology　 of　Chondrules　 in　ALH-77015(L3)　Chondrite・
20.　 Matsu-ura　 M.　 Sunagawa　 I.　 Aoki　 K.　 Fujimaki　 H.　 (東 北 大 ・理)
　 　 Petrology　 of　ALH-77015　 Chondrite.
21.　 Tsuchiyama　 A.　 Nagahara　 H.　 (東 大 ・理)
　 　 Experimental　 Reproduction　 of　Textures　 of　Chondrules;　 II　Effect　 of　Residual　 Crystals.
22.　 Fukuoka　 T.(学 習 院 大 ・理),　 Ishii　 T.(東 大 ・海 洋 研),　 Nakamura　 N・(神 戸 大 ・理),　 Takeda　 H・(東 大
・理)
　 　 Chemical　 and　 Petrological　 Studies　 of　ALH-77302　 Meteorite・
23.　 Onuma　 N.　 Hirano　 M.　 (筑 波 大 ・化 学)
　 　 Sr・Ba　 Systematics　 in　Antarctic　 Ca-rich　 Achondrites.
24.　 Shimizu　 H.　 Masuda　 A.(神 戸 大 ・理)
　 　 REE,　 Ba,　 Sr　 and　 Rb　 Abundances　 in　Some　 Unique　 Antarctic　 Achondrites.
25.　 Biswas　 S.　 Ngo　 H.　 T.　 Walsh　 T.　 M.　 Lipschutz　 M・　E・　(米 国 フ ル゜ ド 一 大)
　 　 Does　 Weathering　 Affect　 Trace　 Element　 Contents　 of　Antarctic　 Meteorites　 ?
26.　 Nishimura　 H.　 Okano　 J.　(大 阪 大 ・教 養)
　 　 Magnesium　 Isotopic　 Ratios　 of　Yamato　 Meteorites.
27.　 Nishiizumi　 K.(カ リ フ ォ ル ニ ア 大 ・サ ン デ ィ エ ゴ 校),　 Imamura　 M・(東 大 ・原 子 核 研),ArnoldJ・R・(カ
リ フ ォ ル ニ ア 大 ・サ ン デ ィ エ ゴ 校),　 Honda　 M・(東 大 ・物 性 研)
　 　 Cosmogenic　 53Mn　 in　Yamato　 and　 Allan　 Hills　 Meteorites.
28.　 Imamura　 M.(東 大 ・原 子 核 研),　 Honda　 M.(東 大 ・物 性 研),　 NishiizumiK・ 　 (カ リ フ ォ ル ニ ア 大 ・サ ン
デ ィ エ ゴ 校),　 Nitoh　 O.　 (東 大 ・原 子 核 研),　 Takaoka　 N・(山 形 大 ・理)
　 　 Extraterrestrial　 History　 of　Antarctic　 Meteorites　 Recorded　 in　the　 Consmogenic　 Nuclides.
29,　 Honda　 M.(東 大 ・物 性 研)
　 　 Terrestrial　 History　 of　Antarctic　 Meteorites　 Recorded　 in　the　 Cosmogenic　 Nuclides.
30.　 Unruh　 D.　 M.　 Patchett　 P.　J.　 Tatsumoto　 M.　 (米 国 地 質 調 査 所)
　 　 U・Pb　 and　 Lu-Hf　 Systematics　 of　Antarctic　 Meteorites.
31.　 Nakamura　 N.　 Ito　 A.　 Masuda　 A.　 (神 戸 大 ・理),　 Tatsumoto　 M.　 (米 国 地 質 調 査 所)
　 　 Rb-Sr　 and　 Sm.Nd　 Systematics　 of　the　 Antarctic　 Chondrites　 (Y-74640,　 ALH-769)　 and　 Achondrite
(ALH-77302)
32.　 Kaneoka　 I.　 Ozima　 M.(東 大 ・理)
　 　 40Ar/39Ar　 Ages　 of　Antarctic　 Meteorites.
33.　 Nagao　 K.(岡 山 理 大),　 Saito　 K.　 Ohba　 Y・　 Takaoka　 N・(山 形 大 ・理)
　 　 Rare　 Gas　 Studies　 of　the　 Antarctic　 Meteorites.
34.　 McFadden　 L.　 A.　 Gaffey　 M.　 J.　(ハ ワ イ 大),　 Takeda　 H.(東 大 ・理)
　 　 The　 Layered　 Crust　 Model　 and　 the　 Surface　 of　Vesta.
35.　 Fujimura　 A.　 Kato　 M.　 Kumazawa　 M・ 　(名 大 ・理)
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　 　 　 Preferred　 Orientation　 of　Phyllosilicate　 in　Yamato-74642　 and　 -74662(C2).
(36・Cance1)　 :　Ponnamperuma　C.　 R K.　 Kotra　 (マ リー ラ ン ド大)
　 　 　 Organic　 Matter　 in　Carbonaceous　 Chondrites　 from　 the　 Antarctic.
37.　 Yamaji　 M.　 Matsumoto　 T.　 (金 沢 大 ・理)
　 　 　 The　 Structures　 of　Olivines　 in　Yamato-74　 Meteorites.
38・　 Chang　 Ziwen(中 国 ・地 質 研 究 所)
　 　 　 On　 the　 Falling　 Frequency　 and　 Geographical　 Distribution　 of　Chinese　 Historical　 Meteorites.
39・　 Chang　 Shuyuen・ 　(ペ キ ン 大),　 Yu　 Zhi-Jun　 (ペ キ ン 石 油 大)
　 　 　 Historic　 Records　 of　Meteorites　 in　China　 and　 Their　 Time-Series　 Analysis.
40・　 Chang　 Shuyuen.　 (ペ キ ン 大)
　 　 　 The　 Fissure　 of　Kirin　 Meteorite.
41.　 Hasegawa　 H.　 (京 大 ・理)
　 　 　 Shape　 of　the　 Meteorites.
42・　 Funaki　 M・ 　 Nagata　 T・(極 地 研),　 Momose　 K.(信 州 大 ・理)
　 　 　 The　 Composition　 of　Natural　 Remanent　 Magnetization　 of　an　 Antarctic　 Chondrite,　 ALH-769　 (L6)
43・　Nagata　 T.　 Funaki　 M.(極 地 研)
　 　 　 Magnetic　 Analyses　 of　Metallic　 Phases　 of　Yamato-74115　 (H5),　 -74190　 (L6),　 -74354　 (L6),　 -74362
(L6),and-74646(LL6)
44.　 Nagata　 T.(極 地 研)
　 　 　 Paleointensity　 of　Antarctic　 Achondrites.
45・　Miyamoto　 M・　 Mito　 A・　 Takano　 Y.　 (東 大 ・教 養),　Fujii　 N.(神 戸 大 ・理)
　 　 　 Spectral　 Reflectance　 (250-2,500nm)　 of　Powdered　 Samples　 of　Antarctic　 Meteorites.
46.　 Miura　 Y.　 Matsumoto　 Y.　 (山 口大 ・理)
　 　 　 A　 CIassification　 of　Some　 Yamato-75　 Chondrites　 (III)
47.　 Yomogida　 K.　 Matsui　 T.　 (東 大 ・理)
　 　 　 Physical　 Properties　 of　Meteorites.
48.　 Karato　 S.　 Matsui　 T.　 (東 大 ・理)
　 　 　 Dislocations　 in　Olivines　 from　 Pallasite　 Meteorites.
49.　 Akai工(新 潟 大 ・理)
　 　 　 Mineralogy　 of　the　 Matrix　 Phyllosilicates　 of　Carbonaceous　 Chondrite　 by　 High　 Resolution　 Electron
　 　 　 Microscopy.
第4回 極域 における電離 圏磁気 圏総合観測 シンポ ジウム
昭和56年3月23日(月)～25日(水),国 立極地研究所
このシンポジウムは,昭 和51年 から3ケ 年計画で実施されてきた国際磁気圏観測計画(IMS)の 南極昭和基地
を中心 とした超高層物理現象総合観測の成果を発表,検 討し,さ らに将来の南極域における超高層観測のあ り方を
討議することを目的として開催 された.
今回の主たるテーマは,　IMSに 関連したプロジェクトの詳細なデータ解析の成果,日 本 ・スウェーデンバルーt
ンキャンペーンを始めとする国際共同観測及び多点観測の成果,並 びに昭和56年 より始まる中層大気国際協同観測
計画(MAP)に 関連 した予備観測結果及び準備状況の報告であった.こ れ らの3っ のテeマ を中心 とした11の セ
ッションが設けられ.44編 の論文発表 と10件の将来計画に関する話題提供が行われた.ま た,特 別講演として,超
高層物理学研究の大先輩である関戸弥太郎先生(名 古屋大学名誉教授),加 藤愛雄先生(東 海大学)並 びに永田武





1.中 低 緯度 及 び 高緯 度 に お け るPc1型 磁 気 脈 動 の 特 性 の 対 比
河 村 議,桑 島 正 幸,外 谷 健,小 池 捷 春(地 磁 気 観 測所),福 西 浩,鮎 川 勝,平 沢 威 男(極 地 研)
2.極 光 帯 及 び磁 気 圏 にお け るPi2型 磁 気 脈 動 の 波 動特 性
桑 島正 幸(地 磁 気 観 測 所)
　 3.　 Compressional　 Pc4　 Pulsations　 Observed　 at　Synchronous　 Orbit
利 根 川 豊,加 藤 愛 雄,桜 井 亨(東 海 大 ・工)
4.オ ー ロラ ヒス の到 来 方 向観 測 結 果 とオ ー ロ ラ現 象 との 比 較
西 野 正 徳,田 中 義 人,岩 井 章,鎌 田 哲 夫(名 大 ・空 電研),平 沢威 男(極 地 研)
5.　 Dispersiue　 Periodic　 Emissionの 解 析
岡 田敏 美,田 中 義 人,岩 井 章,早 川 正 士,柏 木瑞 夫,大 津 仁 助(名 大 ・空 電 研)
6.　 GaussianBeam法 源 に よ るVLF帯 のFull　 Wave計 算
長 野 勇,演 保 正 喜,吉 沢重 雄(金 沢 大 ・工),山 岸久 雄(極 地 研),木 村 磐 根(京 大 ・工)
7.昭 和 基 地 とア イ ス ラ ン ドに お け るELF-VLF放 射 の 共 役 性
佐 藤 正 彦(山 形 大 ・理),平 沢 威 男,佐 藤 夏 雄,福 西 浩(極 地 研),前 沢 潔(山 形 大 ・理)
ll　 オ ー ロ ラ現 象
8.昭 和 基 地 とア イ ス ラン ドで観 測 され た共 役 点 オ ー ロラ の比 較 ②
巻 田 和 男(拓 殖 大),平 沢 威 男,藤 井良 一(極 地 研)
9.　 PulsatingAuroraのmode及び それ に 関 連 す る地 磁 気 脈 動
小 口 高(東 大 ・理)
10.オ ー ロ ラE層 電 子密 度 不 規 則構 造 の レー ダ観 測
小川 忠 彦,五 十嵐 喜 良(電 波 研)
11.　KYOKKOに よ るAuroral　 Substormの 観 測
金 田 栄祐(東 大 ・理),平 尾 邦 雄(東 大 ・宇 宙 研)
12.　KYOKKOに よ る低 エ ネ ル ギ ー電 子観 測 か らみ た 沿 磁 力 線 電 場 及 び 電 流 の特 徴
向 井利 典,平 尾 邦 雄(東 大 ・宇 宙 研)
13.ダ ブ ル レ イ ヤ ー に よ る オ ー ロラ電 子 加 速 の室 内実 験
大 山素 宏,中 村 良治(東 大 ・宇 宙 研),　 L.　R.　Stenzel　 (UCLA)
m磁 気 圏電 離 圏 擾 乱
14.プ ラ ズ マ圏 低 温 プ ラズ マの 高 エ ネル ギ ー粒 子 降 下 に 対 す る役 割
丸 橋 克 英(電 波 研)
15.IMS期 間 中 の大 磁 気 嵐 の 解 析
飯 島 健,国 分 征(東 大 ・理)
　 16.　Single-Double-and　 Triple　 Sheet　 Field　Aligned　 Currents　 in　the　Daysides　 Cusp　 Region
藤 井 良 一(極 地 研),飯 島 健(東 大 ・理)
17.　MAGSAT衛 星 で 観 測 され た　Field-Aligned　 Currents　 とSubstorms
福 島 直,飯 島 健(東 大 ・理),藤 井 良 一,桜 井 治 男(極 地 研)
18.南 極 観 測 船 「ふ じ」 に お け るオ メガ電 波 の船 上観 測
大 谷 晃,菊 池 崇,野 崎 懸 鯛,加 藤 清 治(電 波 研)
19.SSCに 伴 う極 域 擾 乱
平 沢 威 男(極 地 研)
N　 ISIS衛 星
20.南 極 域 に お け るISIS　 ト ップサ イ ドサ ウ ンデ ィ ングAGCデ ー タ の解 析
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相京和弘,西 崎 良,丸 山 隆,猪 木誠二,永 山幹敏,籔 馬 尚,井 出俊行,大 瀬正美(電 波研),平 沢
威男(極 地研)
21.南 極域におけるISISイ オノグラムのN(h)解 析について
猪木誠二,相 京和弘,西 崎 良,緒 方隆信,丸 山 隆(電 波研),平 沢威男(極 地研)
22.　ISIS衛 星で観測されたコーラスの特性
恩藤忠典,中 村義勝,渡 辺成和,村 上利光(電 波研)
23.人 工衛星ISIS--1,2で 観測されたVLFソ ・・サーの特性
中川一之,蓬 田 信(電 通大),福 西 浩(極 地研),巻 田和男(拓 殖大),芳 野越夫(電 通大)
24・人工衛星ISIS-1,2,に より観測されたELFヒ スの低域カットオフ特性
山岸久雄(極 地研),本 間峰一,芳 野越夫(電 通大)
V南 極 ロケッ トー 1
25.ダ ブルプローブによる電離層電場・電子温度・電子密度の時系列観測－S-310JA-7号 機による実験結果一
小川俊雄,牧 野雅彦(京 大 ・理),小 寺邦彦(気 象研),山 岸久雄,平 沢威男,福 西 浩(極 地研),西 野
正徳(名 大 ・空電研)
26.極 域降下粒子に基づく飛翔体及びインピーダンスプローブの帯電現象にっいて
渡辺勇三(京 大 ・宇宙研),高 橋忠利,大 家 寛(東 北大理),大 林辰蔵(東 大 ・宇宙研)
M特 別講演
(1)関 戸弥太郎 名古屋大学名誉教授
(2)加 藤 愛雄 東海大学教授
(3)永 田 武 国立極地研究所長
(4)　R.　E.　Gendrin　 国立極地研究所外国人研究員(CRPE)
W南 極ロケッ トー II
27.S-310JA-5,6機における降下電子と電離生成率




松尾敏郎,木 村盤根(京 大 ・工),山 岸久雄(極 地研)
30.S-310JA-6号 機による高周波プラズマ波動スペクトルの観測(ll)一 波動粒子相互作用の解析一
大家 寛,宮 岡 宏(東 北大 ・理)
31.S-310JA-7号 機による高周波ノイズの観測
中村良治,野 村雄二(東 大 ・宇宙研)
V皿 国際共同観測
32.日 一ス バル　_Nb　ン実験報告
江尻全機,鮎 川 勝,山 岸久雄,小 野高幸,平 沢威男(極 地研),鎌 田哲夫(名 大・空電研),平 島 洋(立
教大 ・理),小 玉正弘(山 梨医大),小 川利紘,岩 上直幹(東 大 ・理),西 村研究室(東 大 ・宇宙研)
33.日 一ス 大気球観測報告－VLF観 測と地上観測速報一
江尻全機,鮎 川 勝,小 野高幸,山 岸久雄(極 地研),鎌 田哲夫(名 大 ・空電研),平 沢威男(極 地研)
34.日 一ス 国際共同大気球実験によって得 られたオゾン密度 ・気温 ・液温 ・気圧データにっいて
岩上直幹,小 川利紘(東 大 ・理),江 尻全機,鮎 川 勝(極 地研)
35.バ ルーンによるオーロラX線 撮像観測計画








町田 忍,鶴 田浩一郎(東 大 ・宇宙研)
38.コ ーラス振幅の空間分布
鶴田浩一郎,町 田 忍(東 大 ・宇宙研)
39.VLFコ ーラス・ミー ス トとパルス性地磁気脈動
国分 征(東 大 ・理)
40.高 緯度多点観測によるPc1脈 動の動特性










柴崎和夫,小 川利紘(東 大 ・理)
M将 来計画一1　(MAP関 連)
45.極 域中層大気の水蒸気測定にっいて
岩坂泰信(名 大 ・水圏研),山 下喜弘(気 象研),村 林 成(名 大 ・水圏研),
46.昭 和基地VHFド ップラーレー-8"一観測計画




南 繁行,堤 四郎,竹 屋芳夫(大 阪市大 ・工)
49.北 欧におけるMAPに 関連した大気球計画
近藤 豊,高 木増美,森 田恭弘,岩 田 晃,石 川晴治(名 大 ・空電研)
刈 将来計画－ll
50.リ ングコア型フラックスゲー ト磁力計の開発
青山 巌,遠 山文雄,西 口正幸(東 海大 ・工)
51.極 域電離層電場(静 穏 日)測 定の新方法の提案
北村泰一(九 大 ・理)
52.　EXOS-D計 画と極域超高層物理の研究




江尻全機,山 岸久雄,藤 井良一,桜 井治男,内 田邦夫(極 地研)
一111一
2.研 究 談 話 会
開 催 期 日 降 演 者(所属) 演 題
1980.4.9 西尾 文彦 「氷床氷の山脈付近の流れについて一眼石の集積と関連にして」
4.23 吉田 勝(大 阪市大) 「エルスワース山地の地学調査」
5.21 前 晋爾 「JARE　 20ポ レ ッ クス 観 測 に つ い て 」
6.4 佐藤 夏雄 「マラジョージナや基地における超高層観測」
7.2 矢内 桂三 「第20次隊地学調査報告」




``Natural　 Environmental　 Radiation　 and　 its　 Variation　 with
Locale"
10.8 小野 高幸 「飛しょう体を用いたプラズマ波動観測」
10.22 吉田 栄夫 「昭和基地周辺地域の露岩地形と氷床の変動」
11.12 岩坂 泰信(客員,名 大水圏研) 「成層圏エアロゾルの物理化学」
11.26 山内 恭 「炭酸ガス ・水蒸気の吸収特性 と気候モデル」
12.24 鮎川 勝 「地磁気多点観測とオーロラの相関及び 日一ス バルーン実験の初期報告」
1981.1.21 和田 誠 「ラジ オ ・エ コー ・サ ウン ダ ー に よ る白 旗氷 河,や ま と山脈 の観測 」
2.5 谷村 篤 「昭和基地周辺定着氷域の動物プランクトンの組成と分布」






"Inpact　 of　the　 Sun.Earth　 Relationships　 on　 Man's　 Env玉ron-
ment　 &　 Systems".




1.資 料の収集、整理 保管 利用
(1)超 高層物理学
昭和55年 度資料収集 ・整理等は,第20次 隊の観測結果を主として行った.国 際磁気圏観測計画の終了に伴い,ロ
ケット観測や昭和基地における極光の光電観測が中止されたため,例 年に比べて収集データは少ない.人 工衛星受
信データの整理は,電 波研究所 ・電気通信大学両機関の共同のもとに行なった.定 常観測の整理は事業部観測協力
室が,ま た地磁気 ・VLF等 研究観測に関しては,研 究系超高層部門が,関 係観測隊員の協力のもとに行った.
資 料 名 園 間1整 理 内 容 保 管 場 所 隔 考(利用)
① 地磁気3成 分 1979年1980年
2月1日 ～2月1日
日付 そ う入,マ イ ク ロフ




















一 覧 表 作成 ,マ イ ク ロフ
イル ム化
③ 全天カメラ写真 1979年
3月 ～10月 晴 天 暗 夜
一次編集,編 集フィルム
作成
④ オ ー ロラ スチ ール 写真 〃 フ ァイ リン グ
⑤ 人工衛星受信観測 1979年1980年
2月1日 ～1月31日
編 集 テ ー プ作 成,f-tス
ペ ク トラ ム 作成,マ イ ク
ロ フ イル ム化
⑥ 地磁気脈動観測 1979年1980年
2月1日 ～1月31日
編 集 テ ー プ 作成,f-tス
ペ ク トラ ム 作 成,マ イ ク
ロ フ イル ム 化












(2)地 球 科 学
本年,新 たに岩石資料室(50m2)が,岩 石 ・限石資料室から分離した.こ れにともない従来研究者の手元に保
管されていた岩石資料を資料室に収納することが可能になった.昭 和基地周辺,や まと山脈,マ クマードサウンド
から採集された約1,000点 の岩石 ・鉱物 ・化石資料は収納可能な範囲で整理,分 類され保管されているが,未 収納
資料は収納棚の設置後逐次整理を進めて行く予定である.
(3)南 極 陽 石
1979～80年 に第20次 隊が採集した阻石の初期処理を行なった.第20次 隊が採集した阻石の総数は3,000個 を上ま
わる予定なので,本 年度は採集された順に1,000個 までを処理した.初 期処理作業は,冷 凍庫からの搬出,N2ガ ス
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中での解凍,ナ ンバー リング,大 きさの計測(3方 向),秤 量,記 録写真撮影(6方 向,白黒及びカラー),ス チロー
ルビンあるいはタッパウエアーに収納の順で行なわれる,処 理作業に平行し,一 般 研究 として粗分類が行なわれ,
同定 と大まかな分類がなされた.
一方,第3回,第4回 南極阻石委員会によって審査された阻石研究計画に対する試料の配分も行なった.
極 地 研 究 所 所 有 阻 石






阻 石 ? 計 探 査 隊
や ま と一69 1969 一 一 7 1 1 一 9
や ま と一73 1973 一 一 11 1 一 一 12 日 本
や ま と一74 1974 一 1 631 28 3 一 663
や ま と一75 1975-76 2 一 292 11 2 一 307
マ ウン トパ ル ダ ー 1976 一 一 2 一 一 一 2
ア ラン ヒル ズー76 1977 1 一 8 一 一 一 9 日本一 ア メ リ カ
ア ラン ヒル ズー77 1977-78 6 1 293 4 2 4 310*
パ ガ トリー ピー ク 1978 1 一 一 一 一 一 1*
デ リッ ク ピー クーB 1978-7910 一 一 一 一 一 10*
メテ オ ライ トヒル ズ 〃 一 一 28 一 一 一 28*
ベ ー ッ ヌナ ター ク 〃 一 一 6 一 一 一 6* 日本一 ア メ リカ
ア ラン ヒル ズー78 〃 2 一 250 7 1 2 262*
ラ ッ ク リン グ ピ ー ク 〃 一 一 5 一 一 一 5*
や ま と一79














一 図解 日 本
計ll22+12+IL533+152+19+16+1・ ・624+1







その他,オ ース トラリア,ニ ュージランド,チ リ,ア ルゼンチン,モ ーリシャス,シ ンガポール,イ ギ リス,フ
ランス,東 欧,日 本などの温帯域からも比較研究のために採集,及 び交換などで受け入れてお り,蘇 苔類,地 衣類
を主に約2万 点収納されている.
現在,蘇 苔類のデータはコンピュータによるデータバンクとして蓄積されている.内 外の利用者のために種類別
(綱,科,属,種),地 域別(植 物区系,大 地名)検 索による標本リス ト,ラ ベルの打出し,さ らに,分 布図の作
成などの利用システムが出来ている.
本年度の標本貸出,受 入状況は次のとお りである.
(1)ニ ュ'一ジラン ド(J.K.バ ー トレット)よ り,ニ ュ'一ジランド産群類98点,同 定依頼および寄贈を受ける
(昭和55年5月8日 ～昭和56年3月3日)
(2)ニ ューヨーク植物園(P.K.ホ ームグレン)よ り亜南極車軸藻類95点 を交換標本 として受入れる(6月11日
付)
(3)広 島大学(樋 口正信)へ 日本産群類10点 貸出(9月22日 付)
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(4)広 島大学(西 村直樹)へ 日本産褥類24点 貸出(10月11日 付)
(5)ア ラスカ及びカナダより採集した顕花植物115点,蘇 苔類850点,地 衣類30点 を受入れる(神 田啓史採集,11
月21日 受付).
2.動 物
現在までにユスリカ,ト ビムシなどの昆虫類やダニ類,原 生動物などの微小陸上動物150点,海 洋生物の液浸標
本 として,魚 類,棘 皮動物,ヒ モ形動物,原 索動物,節 足動物,軟 体動物など約100点,ア ザラシ,ペ ンギン,海
鳥などの剥製標本約50点,珪 化木や貝類の化石約50点 が収納されている.
生物資料室に収納されている極地の植物
地域別 隠 花 植 物
分 類 別
顕 花植 物
羊 歯 釧 鰭 剰 地 衣 類陳 類1土鰍 生物
亜 南米パタゴニア
10 600 300
サ ウ ス ・ジ ョ ー ジ ア ・ 50 300 50
南
ケル ゲ レン 島 100
アムステルダム島 5 50
極
セ ン トポ ー ル 島 30
ク ロ ゼ 一 高 30
西 キ ン グ ジ ョー ジ 島 40 500 200 30 50
南 デ セ プ シ ョン 島 10
極 南 極 半 島 10 100 50 50
東 昭和基地周辺 2,500 500 50 300
南 マ ラジ ョー ジ ナ や 基地 100 30
極 マ クマ ー ド基 地 100 10 30
カ ナ ダ 115 800 30
北 ア ラ ス カ 150
極 ア リュ ーシ ャ ン列 島 10 100 50
域 アイ ス ラ ン ド 30
フ ィ ン ラ ン ド 100
計12151251559・lL18・121・135・
2.研 究施設 ・設備の共同利用
(1)情 報処 理 セ ンター
資料系情報処理センターは,当 研究所の共同利用設備 として,中 型電子計算機,HITAC-M16011中 央演算処理
装置を中心とし,各 種入出力装置を備えた主システムをもつ.ま た,今 年度新たに,ミ ニコンピュータHITAC-20
Eを 中心 とする高性能小型電子計算機システムが設置される.
M16011シ ステムは,今 年度主記憶を従来の0.5MBか ら1.5MBに 拡張し,ま た,磁 気テープ,静 電プリンタ等
の増設を行い処理能力の向上が図られる.本 システムでは,南 極観測データ,科 学衛星受信データ等のデータ処理
及び各種科学計算が行われている.デ ータベースシステムとして,気 象,重 力,海 洋,地 質,阻 石,生 物のデータ
及び南極関係の文献情報,南 極の各種地図データを収納している.ま た,M16011と データ交換制御装置を介して
結ばれている画像処理システムがあり,TVカ メラ/VTRよ り取 り込んだ画像データを各種画像処理プログラム
により,多 様な画像表現,計 算が行われ,オ ーロラ形態学,気 象研究等に利用されている.
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高性能小型電子計算機システムは,気 象衛星データ処理,PCMデ ータ処理,A/D変 換,周 波数分析器データ
処理,カ ーブ トレース処理等のデータ処理機能をもっ.PCM復 調器,周 波数分析器等の機器とのインターフェー
スは,国 際規格汎用インターフェースCAMACを 用いている.収 集データは,デ ータ交換制御装置を介し,M
16011と オンラインで接続され,処 理能率の向上が図られる.






低温実験室は,雪 氷試料の構造解析,力 学試験,誘 電率測定などの実験や解 析 の ほ か,各 種試料(雪 氷サンプ
ル,海 底堆積物,鳴 石,生 物サンプル,土 壌サンプルなど)の 処理に利用された.ま た,主 に南極地域観測に関連
したさまざまな機器の耐寒性能試験なども,低 温実験室を利用して行われた.図 に今年度の月別利用状況を示す.
低温貯蔵庫には,南 極地域観測隊が採取した各種資(試)料 が冷凍保存され,分 析や実験などに供されている.
55年度5月 現在,貯 蔵庫に保存されている資(試)料 は,中 型ダンボール相当で約295個,総 容積で約18m3に の











JARE13,15-16みず ほ ボ ー リング 21 JARE15　 海底堆積物 2
JARE17　 5mコ アボ ー リン グ コア 17 JARE13　 池 の水,氷,な ど 17
JARE18　 み ず ほ45mボ ー リング コア 20 JARE　 19　海藻 ・鮮類 3
JARE18　 10mボ ー リン グ コ ア 11 JARE　 15　 池 の 水,海 氷 36
JARE18　 昭和基地降雪サンプル 1 1979ア ラン ヒル ズ 裸水 氷 7
JARE20　 S48ボ ー リン グ コ ア 27 1980ア ラン ヒル ズ裸 氷 ボ ー リン グ コア 7
JARE20　 やまと・ベルジア裸氷氷 27 1980バ ン ダ 湖 湖 氷 ボ ー リン グ コア 2







同隊の行動期間は,昭 和54年11月21日 東京港晴海埠頭出港,越 冬隊は昭和56年3月22日 成田空港着(夏 隊は昭和
55年4月19日 東京港晴海埠頭帰港)の 行動であった.




昭和基地では,夏 期隊員宿舎の建設(2年 計画の2年 次),60k1貯 油タンクの建設,人 工衛星受信アンテナの基
礎 コンフリー ト工事,電 離層棟基礎の補修工事等を行った.
野外調査は,航 空機の輸送によりやまと山脈の地質調査 ・慣石探査を行った.
越冬期間中,気 水圏観測は昭和基地,み ずほ基地および無人観測点での観測を行い,特 にみずほ基地では,高 層
気層気象観測を実施した.地 学観測はみずほ基地までの300kmに 亘る人工地震観測等が実施された.
この他,定 常観測,超 高層観測,環 境科学観測が従来に引き続き実施された.
なお環境科学では環境モニタリングに加えてB10MASS計 画の一環 として大型動物のモニタリングが実施され
た.





〔越 冬 隊〕 (年齢は昭和54年11月16日 現在)
担 当 巨 名 陪 観 引 所 属1癖 地陵 経 験
副 隊 長










気 象 上 野 丈 夫 昭18.8.26(36歳)
運輸技官
気象庁観測部 北海道
〃 阪 本 孝 広 昭24.4.2(30歳)
〃 香川県 16次越冬
〃 松 原 広 司 昭22.8.10
(32歳)
〃 群馬県




電 離 層 野 崎 憲 朗 昭24.8.10(30歳)
郵政技官電波研究所電波部 鹿児島県
地 球物 理 渋 谷 和 雄 昭23.5.12(31歳)
文部教官助手
国立極地研究所研究系 東京都
宙 空 系 田 中 信 也 昭29.10.25(25歳)
文部教官助手
電気通信大学電気通信学部 愛知県
〃 勝 田 豊 昭31.9.18(23歳)
文部技官
国立極地研究所研究系 東京都




〃 石 川 信 敬 昭20.8.10(34歳)
〃 北海道









〃 伊 藤 潔 昭20.1.22(34歳)
文部教官助手
京都大学理学部 愛知県











環境科学系 内 藤 靖 彦 昭16.2.5(38歳)
文部教官助教授
国立極地研究所研究系 東京都
医 学 高 木 知 敬 昭24.4.3(30歳)
文部技官
国立極地研究所事業部(釧路労災病院外科)京都府




富山県 8次,12次 越 冬
















































































担 当 医 名1等 羅 列 所 属1矯 地1隊 経 験





度 ソ連 基 地,40,
41年 度 オ ー ス ト
ラ リア 基 地








海 洋生 物 谷 村 篤 昭26.3.4(28歳)
文部教官助手
国立極地研究所研究系 静岡県



















設 営 一 般
〃
宮 原 正 信














部 門 引 観 測 項 目 陣 当 隊 則 担 当 機 関











測 地1・ 聾 欄|宮 崎 清 朗 国土地理院
〔研 究 観 測〕
部 門 名 観 測 項 目 陣 当 隊 員 研 究 代 表 者
地 学 系 。昭和基地を中心とする地域の地殻構造の総合解析 浅 見 正 雄
白 石 和 行
永 田 武
環境科学系 。定着氷緑における生態系の構造と機能の解析 高 橋 永 治
谷 村 篤
星 合 孝 男
昭和基地およびその周辺における越冬観測
〔定常観測〕
部 門 宕 観 測 項 目 陣 当 隊 員!担 当 機 関
1
極光 ・夜光1・ 全天力・ラによる観測・写真翻 陽 田 劃 国立極地研究所
地 磁 気 。直視磁力計による地磁気3成 分の連続観測および
同上基線決定のための絶対測定
勝 田 豊 国立極地研究所








上 野 丈 夫
松 原 広 司
坂 本 孝 広
松 原 和 正
気 象 庁
潮 汐 陶 汐観測1渋 谷 和 知 海上保安庁
地 畔 自然地震翻}渋 谷 和 副 国立極地研究所
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〔研 究 観 測〕
部 門 名1観 測 項 目 陣 当 隊 則 研 究 代 表 者
宙 空 系 。テレメトリーによる人工衛星観測
。極域擾乱と磁気圏構造の総合観測
。観測点群による超高層観測
田 中 信 也
勝 田 豊
野 崎 憲 朗
永 田 武
気 水 圏 。極域気水圏観測 小 林 俊 一
石 川 信 敬
大 畑 哲 夫
楠 宏
地 学 系 。昭和基地を中心とする地域の地殻構造の総合解析 伊 藤 潔
伊 神 輝
白 石 和 行
片 岡 信 一




内 藤 靖 彦
高 木 知 敬
小 川 郁 男








〔参加者〕木崎隊長,川 口副隊長,隊 員候補者33名,防 衛庁3名,関 係者10名,計48名
第21次 南極地域観測隊員夏期総合訓練




〔参加者〕木崎隊長,川 口副隊長,隊 員41名,関 係者18名,計59名
第21次南極地域観測隊部門別訓練
部 叫 訓 練 項 目1訓 鰯 所 陣 剛 参加者
気 象 気象衛星受画装置の取扱い・保守訓練 日本無線㈱三鷹工場 9/26～9/29 4名
〃 高層気象観測およびオゾン全量観測機器の取
扱い訓練 気象庁高層気象台 10/1～10/6 4名
電離層 船上観測用機器の取扱い訓練 「ふ じ」 9/17～9/21 1名
海 洋 海洋観測用機器の取扱い訓練 「ふじ」 9/5～9/8 5名
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海 洋 海上重力計取扱い保守訓練 「ふじ」 10/2～10/11 1名
測 地 基準点測量訓練 国土地理院鹿野山測地観測所
9/11～9/15 3名





気水圏 無人観測装置組立および低温作動試験 国立極地研究所 8/14～8/27 2名
〃 低層ゾンデ取扱い訓練 明星電気㈱守谷工場 9/17～9/19 3名
〃 超音波風速計 ・音波レーダ取扱い訓練 海上電機㈱ 9/26～10/9 3名
〃 タイロス衛星受信装置組立 ・調整 ・解体訓練 電気通信大学菅平宇宙電波観測所 10/16～10/17
2名














〃 スノーモービル取扱い訓練 ヤマハ発動機㈱磐田工場 10/16～10/172名
〃 マルチバンドカメラ慣熟訓練 調布飛行場および北アルプス 10/18～10/202名





〃 冷凍機および温風暖房機取扱い ・保守訓練 ㈱大西熱学工業所 9/3～9/4 3名
〃 TS50ク レーン車取扱い訓練 ㈱多田野鉄工所 9/4～9/8 2名





〃 デーゼルエンジン分解 ・組立 ・調整訓練 いすず自動車㈱川崎・藤沢工場 9/24～9/28 5名
〃 浮上型雪上車SM15S運 転訓練 陸上自衛隊武器学校 10/9 5名






























11月21日:「 ふ じ」 東 京 港 晴 海 埠 頭 出 港,12月6日 ～12日:オ ー ス トラ リア ・フ リマ ン トル 港寄 港,18日:南 緯
55度 通 過,31日 ・・昭 和 基 地 へ 第1便 飛 ぶ.
昭和55年
1月2日:セ スナ機昭和基地に自航,3日:セ スナ機地質調査隊をやまと山脈に空輪,5日:夏 みずほ引継旅行
隊出発,22日 昭和基地に帰投,7日:ピ ラタス機昭和基地に日航,12日:み ずほ基地よ りY100旅 行隊出発,17日
みずほ基地帰投,24日:明 るい岬,二 番岩,か すみ岩に地学調査隊派遣,2月3日 撤収,2月1日:第20次 隊との
越冬交代式,9日:セ スナ機ピラタス機やまと山脈地学調査隊を収容,「 ふじ」反転北上開始,10日:「 ふじ」ソ
連マラジョージナや基地訪問,11日:「 ふじ」氷縁離脱,16日:南 緯55度 通過,21日:南 アフリカ ・ケープタウン
港へ緊急入港,29日 出港,3月10日 ～17日:モ ーリシャス ・ポートルイス港寄港,18日:昭 和基地の前,北 の浦海
氷ブリザードのためバラバラとな り,セ スナ機水没,ピ ラタス機標流,26日:ソ 連 ミカエル ・ソーモフ号のヘ リコ
プターによりピラタス機回収,4月1日 ～7日:シ ンガポール港寄港,19日:第21次 夏隊東京晴海埠頭帰港,5
月19日:人 工地震探査実施(北 の浦),20日:人 工地震探査実施(中 の瀬戸),6月21日:ミ ッドウィンター,7月
22日:人 工地震探査実施(み ずほルート上),27日:人 工地震探査実施(み ずほルー ト上),8月11日:み ずほ冬明
け旅行隊出発,9月7日 昭和基地へ帰投,20日:地 質沿岸調査隊スカルブスネス,ス カルビックハルセンへ出発,
26日昭和基地へ帰投,9.月2日:海 洋生物沿岸調査隊スカルブネス,ス カーレンへ出発,15日 昭和基地へ帰投,6
日:地 質沿岸調査隊天文台岩へ出発,14日 昭和基地へ帰投,30日:呑 みずほ旅行隊出発,10月14日 昭和基地へ帰
投,11月12日:人 工地震探査実施(み ずほルー ト上),15日:人 工地震探査実施(み ずほルー ト上)
昭和56年
1月1日:昭 和基地へ第22次 隊第1便 飛来,4日:夏 みずほ引継旅行隊第22次 隊 と合同で出発,24日 昭和基地へ
帰投,12日:人 工地震探査実施(み ずほルート上),2月1日:第22次 隊との越冬交代式,3月2日:南 緯55度 通
過,11日:モ ーリシャス ・ポートルイス港入港,22日:第21次 越冬隊成田空港帰国.
(4)第21次 南極地域観測隊観測概要
夏隊によ る観測
第21次 南極地域観測隊は,西 オース トラリア州入植150周 年記念行事の一環であるクリスマスペ"一'ジェントにあ
わせて,フ リマン トルに入港するため東京港晴海埠頭を例年よ り早 く出港 した.
夏隊は,出 港 と同時に船上で定常観測を開始した.
電離層部門は,全 航路において中波電界強度の測定を行った.
海洋観測部門は,往 路23点 の小観測,2点 の大観測を行ったが,帰 路は 「ふじ」乗組員の負傷によりケープタウ
ン緊急入港のため,7点 の小観測を実施するにとどまった.
なお海上重力は全航路上の観測を,生 物部門は,海 鳥類,海 獣類の 目視観測を実施した。野外調査は,定 着氷縁
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の海洋環境および生態系等の構造 と機能の調査として昭和基地周辺の3点 で観測を実施し,
「明るい岬」 「二番岩」 「かすみ岩」で実施 した.






55年5月 のブ リザー ドにより,オ ングル島周辺を含めリュッオホルム湾内の海氷がほとんど流れ去 り,セ スナ機
水没,ピ ラタス機標流,秋 のみずほ旅行取 り止めという事態が発生したが,重 点観測項目である地学および気水圏
部門を中心に各部門ともに当初の目的を達することができた.
(定常観測部門)
極光 ・夜光部門は,3月 から10月にかけて全天カメラおよび35m/mス チール写真撮影を実施した.
地磁気部門は,3成 分連続記録をアナログおよびディジタルで記録した.
絶対値測定はGSI型2級 磁気儀により月1～2回 実施した.
電離層部門は,イ オノゾンデによる電離層の定時観測,レ ーダーによるオーロラ観測,リ オメーターおよび短波
電界強度測定による電離層吸収観測を実施した.
気象部門は,地 上気象観測および高層気象観測の省力化のため総合自動気象観測装置(AMOS)を 導入したが,











なお,気 象衛星TIROS-N,　 NOAA-6か らの気象データも受信した.
極域擾乱 と磁気圏構造の総合観測では,地 磁気脈動,　ULF,　 VLF帯 自然電波の強度およびスペ クトルの連続
観測を行い,さ らにこれらの波動とオーロラ,電 離層吸収,リ オメータとの相関観測を行った.
このほか,オ メガ伝搬測定を行い極域地方における下部電離層変化にっいて観測を実施した.
観測点群による観測は,み ずほ基地において,地 磁気3成 分,地 磁気脈動の観測を行 った.
また,無 人観測点A、 は冬期に発電機が故障したが,10月 に修復 し,そ の後順調に地磁気3成 分のデータを記録
した.
気水圏部門
みずほ基地では,前 次隊に引き続 き,30mタ ワーによる境界層観測並びに放射収支観測を実施したほか,第21次
隊から低層ゾンデによる斜面下降風の観測や音波 レーダーによる接地逆転層の観測を行った.
昭和基地および周辺海氷域の観測は,年 間を通 じて放射収支観測や熱収支観測を行い,海 氷 と大気の熱交換に関
するデータを得た.
また,サ ンフォトメーターによる大気混濁度の観測を行 うとともにみずほ基地 と同じく音波 レーダーにより接地
逆転層の観測を実施 した.




地質調査並びに阻石探査は,昭 和55年1月 同じく,12月 の2回 にわたってやまと山脈の調査を行い,南 部地域の
地質図幅調査を行 うとともに,全 地域を集大成する資料を得た.
また,約100個 の明石を採集した.
9月 には,プ リンスオラフ海岸の天文台岩,長 岩,だ るま岩の地質図幅調査を行った.
航空機では,リ ュッオホルム湾,プ リンスオラフ海岸の航空写真撮影,プ リンスオラフ海岸,や まと山脈,セ ー
ル ロンダーネ山脈の偵察などを行った.
人工地震による南極大陸の地殻構造の調査は,5月 ～6月 に東西オングル島および周辺海氷域で発破や地震計の
テス ト実験を行い,7月 にはS22付 近で総合予備実験を行った.
10月 から11月 にかけてはみずほルート上での本実験を実施した.
発破地点は,み ずほ基地(143m深,火 薬1.4ト ン)お よび中間地点(100m深,火 薬1.0ト ン),測 線長260km,
観測点27点,発 破は11月12日(み ずほ基地)と11月15日(中 間点)に 行われ,い ずれ も成功 した.
1月 には,同 じ測線を使い発破を海中で実施(火 薬量3ト ン)し,こ れ も成功した.
地殻熱流量測定は,基 地の岩盤に20mの ボーリングを行い,温 度センサーを入れて観測を実施した・
環境科学部門
環境モニタリングは,昭 和基地において,大 気中のCO2の 連続測定を行ったが7月 に測器が故障し中止した・




「ヒト」の生理学的 ・心理学的研究では,み ずほ基地において副腎皮質ホルモンの測定,行 動様式とエネルギー
代謝,血 液 ・肝機能検査などの生理学観測を実施した.
,また,昭 和基地では,鼻 咽腔の細菌検査,免 疫血清学検査などのほか,乱 数テスド,連 想テス トなどを使 っての
精神心理学的検査を実施した.
2,外 国基地派遣
(1)南 極 マクマー ドサウン ド地域外国共同観測概要
①期間 昭和55年11月3日 ～昭和56年2月3日
②派遣者 寺井啓(国 立極地研究所研究系)高 波鉄夫(北 海道大学理学部)長 田昇(東 京大学地震研究所)
③ 目的 ω ドライバレー地域ライト谷における微小地震観測,(ロ)エレバス山頂付近での地震の三点観測,の 地震
テレメ トリー観測に伴う記録システムの設置,←)溶 岩湖表面の高低変化の観測および火口の測量,岡 溶岩湖面およ
び火口内の温度分布の測定.
④実施概要(/)微 小地震観測 ライ ト谷・ミンダ基地付近において5点 の地震計を設置し,11月18日 ～12月4・日ま
で観測を実施した.
(ロ)三点観測 エレ・ミス山頂での観測に先立ち,山 麓エバンス岬にて11月24日 ～12月2日 の間地震計1点 を設置し
予備観測を実施 した.,
12月10日 からの高度順化を経て,12月17日 より寺井,長 田により4点 の地震計を設置し観測開始,そ の後,高 波
とアメリカ隊が合流 し,12月27日 メインクレt-一タ内1点,頂 上 リム上に1点 の地震計を増設,計6点 での観測を1
月6日 まで実施した.











① 期 間 昭和55年10月20日 ～和昭56年2月11日
② 派遣者 神田啓史(国 立極地研究所研究系)
③ 目 的 豪州南極基地における生物学的調査および豪州南極観測の実態調査
④ 実施概要(イ)ケー シ ー,ウ ィルクス両基地での2ヵ 月間の滞在で,蘇 苔地衣類群落の分類生態学的 研 究 を行
い,そ の群落の種組成と構造にっいてのデータを得たほか,淡 水藻類,海 藻,土 壌生物,プ ランクトン,海 綿,
貝類,ア ザラシの歯等,約40kgの 試料を採集した・1
(ロ)デー ピス基地では,群 類,地 衣類の調査 ・採集を行い,分 類学的研究の試料を得た.
のケーシー～デービス～メルボルン間の航海中,海 鳥の目視観測および着色氷中のプランクトンの採 集 を行 っト
た.
〔昭和基地受入〕1
氏名 ・所属 太田昌秀(ノ ルウェー極地研究所)1
目 的 南極における地質学の研究
期 間 昭和54年11月21日 ～昭和55年3月17日
3.昭 和基地の施設概要
。位 置
昭和基地は リュツォ・ホルム湾東岸の大陸氷縁から西に約4km離 れた 東オングル島の上にあ り・一天測点は69°
00'22"S,39°35'24"Eで標 高 は29.18mで あ る.
。建 設 物 ..一
建物の総 面積は約3,83・m・ で精 煉 ・,居 住棟 ・,翻 ・1研究棟 ・・,・ ケ・ト関係棟4,倉 庫2等 瀬 オン




(36kW)発 電機が配備されており,通 常は125KVA発 電機1基 運転で全ての電力をまかなってお り・他は予備機
としている一一
・車両,航 空機
夏期の建設作業には,ク レーン車,ダ ンプトラック等の装輪車があ り,冬 期作業用としてブルドーザー,小 型雪
上車,内 陸など野外調査用 として中型雪上車,小 型雪上車,浮 上型雪上車,ス ノーモービル等が配置されている.
また,小 型航空機(ピ ラタスボ一夕ーPC-6,セ スナ185)を 運用する年もある.t-
。通 信
対内地 との連絡は銚子無線電報局 との無線連絡が休祭日を除き毎日行われ,公 用電報は,文 部省南極本部と当研
究所のテレジグスに打ち込まれる∵ 一"『 一一 …
他に公用の通信網としては,KDDを 中継 しての無線による電話連絡(南 極本部第1,第3水 曜日,写 真電送発
信(南 極本部第2.第4金 曜日),フ ァクシミリ発受信(当 研究所金曜 日)が ある.一
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私用電報は内地電報と同様に利用できるが,通 信業務にあたる隊員の負担を少なくする為,内 地からの発信は隊
員の指名する者(家 族等)に 限られている.外 国の南極基地 との連絡は適宜行われ,気 象データーなどの定常的な
ものは,逐 次マザーステーションに送られている.
・医 療
毎年1名 の医療隊員が派遣されており,医 療器具も大型レン トゲン装置から歯科治療台まで一応のものは備え付
けられている.
昭 和 基 地 建 物
区分 建 物 名
建設年(隊次)1構 造
床面積構 司 現 在 の 用 途




2 旧 気 象 栓 1957(1)
40.3
木製パネル








5 旧 電 離 棟 1966(7)
40.3
木製パネル
































軽量鉄骨,木 製パネル,カ マボコ型,80m2を10次 で増設
車輌整備,車 庫





15 旧 地 震 感 震 室 1967(8)
5.8
木製パネル,特 殊コネクター,床 なし




17 第9発 電 棟 1968(9)
270.0
軽量鉄骨,折 板
110KVA2基,倉 糧庫,暗 室,レ ン トゲン室













高 床,鉄 骨,木 製 パ ネ ル
ロケ ッ トレ ー ダ ー,テ レ メ ー タ ー セ ン タ ー
21 コン トロー ル セ ン タ ー
1969(10)
21.6
高床,鉄 骨,木 製パネル,12次 で現地点に移設
ロケット要員控室
22 組 立 調 整 室
1969(10)
86.4
高床,鉄 骨,木 製 パ ネ ル
ロケ ッ ト組 立 調 整,ク レー ン,ラ ン チ ャー
23 発 射 台 1970(11)
135.0
鉄 骨,コ ン ク リー ト床,タ ー ン テ ー ブ ル,上 屋 な し
ロケ ッ ト発 射



























気象(定 常,研 究),屋 上にパラボラアンテナ













33 送 信 棟 1975(16)72.0
木製パネル送信機室




35 作 業 棟




ド リフ トよ け,シ ャ ッタ ー保 護






























高 床,木 製 パ ネ ル,2階 建
48ベ ッ ト,60名 食 堂,風 呂
4.み ずほ基地の施設概要
昭和基地より約300kmの 内陸氷床上(70°41'53"S,44°19'54"E標 高約2,200m)に あるこの基地は第11次(昭
和45年)に コルゲー ト棟を設置したのを初めとして年々拡充され現在に至っている.
。建 設 物
地表下にコルゲー ト棟,居 住棟,観 測棟,ポ ーレックス棟,超 高層観測室の計5棟,延 床面積86m2の 建物の他,
トレンチを利用した発電機室,雪 洞による実験室等がある.ま た地上には,通 信用アンテナ,30mの 気象タワーな
どが設置されている.
。電 力 等
16KVA(12.8kW)と12KVA(9.6kW)発電機を有 し,ど ちらか1基 を運転し1基 を予備としている.居 住
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1コ ルゲー トハウス(避 難用)13出 入 口
220mピ ッ ト1416KVA発 電 機 室
3地 磁 気三成分セ ンサ室1512KVA発 電機室
4装 備 庫16機 械物品庫
5食 糧 庫17造 水 槽 ・風呂
6ト イ レ18飛 雪 溜
7旧 ボー リ ング場19出 入口、スノーモービル車庫
8食 糧 庫20新 ボーリング場
9居 住 棟21雪 氷物品庫
10工 作室(IKVA発 電機室)22雪 氷実験室




南極における観測,調 査で得られたデータ,標 本などの資料は隊員が帰国した後,南 極地域観測事業費の一部で
ある資料整理費の配分を受けて翌年の3月 までに整理を行 うことになっている.
資料整理費の配分の決定は南極本部(文 部省国際学術課)で 行 うが,そ の原案は隊員の申請に基き,資 料系が中
心 となって隊長,研 究系,事 業部 と協議しっっ作成する.












































1.54年 度 に み ず ほ 基 地 で 集 録 した 磁 気 テ ー プ(MT)記
録 紙 等 の 編 集.と くに,MTの 欠 測 部 の デ ー タ読 取 り,
チ ェ ック,使 い や す い 形 態 に ま とめ るな どの 処 理 を 行 っ
た.
2.　 JARE　 Data　 Report.　 Meteorology7,　 8,　9.　Glacio・
logy　7を 作 成 中.　 Soc.　 Japan.　 Annals　 of　Glaciology
に 投 稿 予 定.
4.環 境 モ ニ タ リン グ 久保田秀紀
(秋田大 ・教育
研究生)
1.　 CO2,　NOX濃 度の連続測定記録の読取 りを行った.
2.湖 沼水39試 料にっいて,解 凍後,原 子吸光分析法にて
重金属の定量を実施,分 析データをマイコン用磁気テー
プに入力した.
3.岩 石 ・土壌にっいて,試 料を粉末化し,含 有全微量元
素の半定量,検 量線の検討,主 要造岩元素の定量を実施
した.






























国立極地研究所 1.全 天 カ メラ フイ ル ム400フ ィー ト巻30巻 を得,整 理 を
行 った.各 ロー ル ご とに撮 影 時 間 と コア 数 を記 した デ ー
タシ ー ト観 測 著 名,フ ィル ム,現 像 条 件 を 記 した ログ シ
ー トを 作 成 し,フ ィル ム に挿 入 した.同 時 にW.D.Cの
デ ー タ規 格 に 基 い て,100フ ィー トロー ル 巻148巻 に再
編 集 した.
2.　 JARE　 Data　 Peport　 No.　 64　(Aurora)発 行 予 定.
2.直 視磁力計による地磁気観
測
国立極地研究所 地磁気チャートの整理を行い,マ イクロフィルム3本 を






国立極地研究所 1.昭 和 基 地 で観 測 され た地 震 を,初 動 の到 着 時 間(1/10
sec),振 幅,波 長,方 向,レ タ ー フ ェイ ズ につ い て取 読
りを 行 った.







リオ メ ー タ ー の資 料 はJARE　 Data　 Report　 No.　56,　58
に発 表 し た.電 離 層 の 資 料 はIonospheric　 Data　 at　Syowa








Antarctic　 Meteorological　 Data　 No.　 20と し て 公 刊 し た.
第21次 南極地域観測隊(夏 隊)


















1.や ま と山 脈(A,B,D,E,F群)の 岩 石試 料 に っ
い て 解 梱 お よび標 本棚 へ の 整理 を行 っ た.極 地 研 に保 管
され た 資料 の 一部 を チ ップ と して切 り出 し,岡 山大 に お
い て 岩 石 薄 片 を 作製 した.






1'ふ じ接岸点,北 の浦,北 の瀬戸その他3点 より得られ
た海氷試料約200点 を電顕で観察.







1.ふ じ航 路 に沿 った216観 測 点 に お け る表 面 海 水 中 の ク
ロ ロフ ィル量 測 定 値 と水 塊 構 造 との関 連 を 整 理 した.
2.33観 測 点 で 得 られ た ノル パ ックネ ッ トお よび2観 測 点
で 得 られ たMTDネ ッ トサ ン プル に つ い て 沈 澱 量,湿 重
量 を測 定 し,現 存 量 推 定 を行 った.MTDサ ンプ ル に っ
い て は各 種 動 物 群 の 一 次 ソ ー テ ィ ング を 終 了 した.
3.南 極 資 料No.　 72,　 Data　 Repart　 60,　66,　 Memoirs
series　E,　34に 投稿 予 定.







特 別 資 料 の 氏 名 ・所 属 ・ 実 施 の 概 要 ・成 果
職名
1.マ クマ ー ドサ ウン ド地 域 外吉田 勝 1.採 集標本を整理の後,極 地研資料室に納めた.
国共同観測 (大阪市立大 ・2.岩 石薄片200枚 を作製するための定方位切断を行った.
(a)エ ル ス ワー ス山 脈 地 域 の 助手) 3.岩 石の化学分析 とK-Ar年 代測定を依頼するための岩
地質調査 片の選択切出を150個 の標本にっいて行った.
4.南 極 資料No.72,極 地32に 投 稿.
(b)ビ ク ト リア ラ ン ド,ア ラ










4.　Memoirs　 Spec.　Issue　17,極 地31に 投稿,第3回 南極
氷河学シンポジウムに発表予定.
(c)エ レノミス 火 山 の地 震 観 測神沼 克伊(極地研
,助 教
授)











1.マ ラジ ョジ ナ や 基 地 に 日本 製 の フ ラ ッ クス ゲ ー ト磁 力
イ ン ダ クシ ョン磁 力 計,リ ナ メ 一ー夕,お よ びVLF計,
自然 電 波 観 測 器 を 設 置 して,波 動 の 伝 搬 特 性,発 生 領 域
を探 る観 測 を した.主 に 地 磁 気 脈 動 のf-tス ペ ク トラ
ム を作 り,デ ー タ解 析 を行 った.








1.奥 岩の地質図,説 明文(英 文)の 作成
2.ベ ルジカ山脈の地質図,説 明文(英 文)の 作成
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V図 書 ・刊 行 物
1.図 書
(1)図 書室の概要
当図 書 室 は,昭 和48年9月 に 国立 科 学 博 物 館 か ら独 立 し て,国 立 極 地 研 究 所 と して新 た に発 足 し て 以来,す で に
と りこわ され た 本 館2階 か ら1階 へ,そ し て研 究 棟2階 へ と転 々 と した が,昭 和54年12月,管 理 資 料 棟4階 に落 ち
着 い た.面 積 も研 究 棟 時 代 の2.3倍 の410.4m2と 広 くな り,雑 誌 棚,書 架,エ レ コンパ ック の増 設,文 献 検 索 用 の
TSS端 末 の 設 置 な ど,設 備 面 で も充 実 して きた.
蔵 書 面 で も,科 学 博 物 館 時 代 の 蔵 書 の うえ に,さ らに 南 極 ・北 極 に 関 す る文 献 の ほカ㍉ 極 地 観 測 に 関 連 す る,超
高 層 物 理,地 球 物 理,固 態地 球物 理,雪 氷,地 学,海 洋,生 理 生 態,寒 冷 生 物,医 学,設 営 工 学,デ ー タ解 析 な ど
の 部 門 の 単行 本,雑 誌,レ ポ ー ト類 の収 集,整 備,充 実 に 努 め て い る.
極 地 関 係 の 文 献 の な か に は,　Antarctic　 Bibliography,　 Current　 Antarctic　 Literature,　 Arctic　 Bibliography,
Library　 Catalogue　 of　Scott　Polar　 Research　 Institute,　Dictionary　 Catalog　 of　the　 Stefansson　 Collection　 on
th・　P・1・・　R・gi・n・・　C・t・1・g…　 f　th・　Lib・a・y　・f　th・　Arcti・　1…　i・ t・　・f　N・ ・th　Am。 ・i。a,　Bibli。g。aphy　 。n
Cold　 Regions　 Science　 and　 Technologyな どの 書 誌 類 の ほ か,山 岳 ・極 地 研究 家 の 吉沢 一 郎 氏 旧所 蔵 の吉 沢 文 庫
(63冊),松 方 三 郎 氏 を 通 じて こ寄 贈 いた だ い た 松 尾 氏 旧所 蔵 の松 尾 文 庫(14冊),及 び 立 見辰 雄 氏 旧所 蔵 の立 見 文
庫(当 図 書 室26冊,昭 和 基 地25冊)な ど の貴 重 な 南 極 ・北 極 探 検 記 録 が あ る.
また,将 来 の大 学 院 生 受 け 入 れ に そ な えて,昭 和50年 度 よ り,数 学,物 理,化 学,地 学,工 学 な ど の基 本 図 書 の
充 実 を 図 るた め,年 間 約50万 円の 予 算 を これ に 当 て て い る.
外 国 雑 誌 に っ い て は,新 刊雑 誌 は もち ろ ん,バ ッ クナ ンバ ー の 整 備 に も努 め,各 研 究 者 の 利 用 に 資 して い る.昭
和55年 度 は,約1,600万 円 の 予 算 を これ に あ て,次 の37種 類 の バ ッ クナ ン ・ミー を 購入 した.
天 気1(1954)-20(1973)
AmericanJournalofBotany.1(1914)-46,56-63(1976)
　　 American　 Journal　 of　Science.　 1(1921)-275(1975)
　 　American　 Mineralogist.　 1(1916)-60(1975)
　 　Australian　 Journal　 of　Marine　 and　 Freshwater　 Research.　 1(1950)-17(3)(1976)
　　 Bulletin　 of　the　Seismological　 Society　 of　America.　 1(1911)-61(1971)
　　 Canadian　 Journal　 of　Botany.　 29(1951)-56(1978)
　　 Canadian　 Journal　 of　Physics.　 1(1929)-55(1977)
　　 Deep　 Sea　 Research　 and　 Oceanographic　 Abstract.　 6(1959)-19(1972)
　　 Computers　 and　 Geosciences.　 1(1975)
　　 Earth　 Surface　 Processes.　 1(1976)-2(1977)




1・　E　 E　 E・　Transactions　 on　Geoscience　 Electronics.　 1(1963ン15(1978)
　 Izvestiya・　 Academy　 of　Sciences　 USSR　 Atmospheric　 and　 Oceanic　 Physics.　 1(1965),　 4-8(1972)
　 Journal　 of　Experimental　 Marine　 Biology　 and　 Ecology.　 1(1967)-41(1979)
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　 　 Journal　 of　Mammalogy.　 1(1919)-59(1978)
　　 Journal　 of　Sedimentary　 Petrology.　 1(1931)-47(1977)
　　 Journal　 of　Phycology.　 1(1965)-15(1979)
　 　Meteorological　 &　 Geoastrophysical　 Abstracts.　 1(1950)-18(1967)
　 Monthly　 Weather　 Review.　 18(1890)-89(1961)
Moon.1(1967)-7(1972)
　　 Norwegian　 Journal　 of　Botany.　 1(1952)-12(1963)
PacificInsects.1(1959)-21(1979)
　 　 Pacific　Insects　 Monograph.　 1(1961)-36(1979)
　　 Palaeogeography,　 Palaeoclimatology,　 Palaeoecology.　 1(1965)-20(1976)
　 　Papers　 in　Meteorology　 and　 Geophysics.　 1(1950)-24(1973)
　　 Proceedings　 of　the　Royal　 Society　 of　London,　 Ser.　A.　 76(1965)-357(1976)
　　 Quarterly　 Journal　 of　the　Geological　 Society　 of　London.　 26(1870)-111(1955/56)
　 　Quarterly　 Journal　 of　Royal　 Meteorological　 Society.　 3(1876/77)-15,　 17-34(1891/1908)
　　 Remote　 Sensing　 of　Environment.　 1(1972)-2(1973)
　　 Revue　 Bryologique　 et　Lich6nologique.　 1(1874)-41(1975)　 1ack:　 34　and　 35
　　 Soviet　 Hydrology　 (English　 ed.).　 1(1962)-10(3)(1971)
Tellus.1(1949)-26(1974)
　　 Zeitschrift　 fifr　Geomorphologie.　 1(1957)-10(1967)
単 行 本 及 び 別 刷 は,イ ギ リス の ス コ ッ ト極 地 研 究 所 が,国 際 十 進 分 類 法(UDC)を 極 地 関 係 図 書 館 用 に 再 編 成
した,　Universal　 Decimal　 Classification　 for　Use　 in　Polar　 Librariesを 主 に,国 際 十 進 分 類 法 中 間 版 分 類 表(日
本 ドク メ ンテ ーシ ョン 協 会)を 併 用 して,分 類 ・配 列 して い る.雑 誌 に つ い て は,極 地 関 係 の もの を 最 も使 い や す
い 場 所 に ま とめ,そ の 他 の もの は,詩 名 の ア ル フ ァベ ッ ト順 に 配 列 し てい る.
受 入 雑 誌 の うち,購 入 の143種 を のぞ く1,029種 は,国 内及 び諸 外 国 の大 学,研 究 機 関 との交 換 ・寄 贈 に よ る も
の で あ る.
当 研 究 所 の 出版 物 の うち,南 極 資 料(年3回),　 Memoirs　 of　National　 Institute　 of　Polar　 Research,　 Series　 A,
B,　 C,　 D,　 E,　F,　 Special　 Issue(不 定 期),　 JARE　 Data　 Reports　 (不 定 期),　 Antarctic　 Geological　 Map　 Series
(年2回)の 編 集 ・出 版 業 務 を 図 書 室 で行 って い る.昭 和55年 度 は 南 極 資料3冊,　 Memoirs　 of　National　 Institute
of　Polar　 Research　 5冊,　 JARE　 Data　 Reports　 g冊,　 Antarctic　 Geological　 Map　 Series　 1シ ー ト,カ タ ロ グ1
冊,計20冊(総 頁 数2,296)を 出版 した(1(4)及 び2参 照).な お,こ れ らの 出版 物 は 寄 贈 及 び交 換 誌 と して,大
学,研 究 機 関 等,国 内 は延3,714ヵ 所,国 外 は延3,083ヵ 所 に送 っ て い る.
現 在 の とこ ろ,図 書 室 を 利 用 で き るの は,当 研 究 所 教 職 員,客 員 教 官,関 係 委 員,共 同研 究 員 及 び観 測 隊 員 に限
られ て い るが,外 部 の極 地 研 究 者 な ど も図 書 室 長 の 許 可 が あ れ ぽ 利 用 す る こ とが で き る.
図 書 室 とし て発 足 し てか ら まだ 歴 史 も浅 く,図 書 資 料 も十 分 に整 っ て い る とは い え な い が,今 後 も南 極 ・北 極 探
検 記 録 のバ ック ナ ンバ ーや 古 書 を は じめ,各 国 観 測 隊 の レ ポ ー ト,そ の 他 関 連 分 野 の単 行 本,雑 誌 の収 集,充 実 に
努 め て い きた い.当 図書 室 蔵 書 の うち単 行 本 の約15%,雑 誌 の約87%は 寄 贈 ・交 換 に よる も の で あ る.寄 贈 し て下






































製 本 雑 誌 洋 雑 誌
?
計 3,2834,8516,1397,4989,46511,47114,734(1,001)(1,568)(1,288)(1,359)(1,967)(2,006)(3,263)
(3)年 度別雑誌受入 タイ トル数


















計 600 620 787 875 1,035 1,172 1,243
(4)年 度別出版冊数及び頁数

















































計 12(1,078)1 (1,306)14(1,349)1 (1,535)16(2,087)16(2,338)20(2,296)
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2.  R5th/V:fliT74J
 70--  1980 9  A  (205P.) 
        e  1980V- ( 15p.) 
 1981. 1  )]  (180P.) 
 11  1981. 3  A  (107P.) 
Memoirs of National Institute of Polar Research 
 Series A (Aeronomy), No. 17: Quasi-periodic (QP) ELF-VLF emissions observed in high latitudes, by 
   N. Sato.  120p. October 1980. 
 Series E (Biology and Medical Science), No. 33: The influence of Antarctic environment on sleep in 
   man, by  0. Araki. 42 p. July 1980. 
 Series E (Biology and Medical Seience), No. 34: Ecology of the ice-covered seas I. 56 p. January 1981. 
 Special Issue, No. 16: IMS in Antarctica, collected Antarctic research papers presented to the First 
   International Symposium on IMS in Melbourne, November 27-December 1, 1979, ed. by T. Hirasawa. 
   114 p. September 1980. 
 Special Issue, No. 17: Proceedings of the Fifth Symposium on Antarctic Meteorites, ed. by T. Nagata. 
   317 p. December 1980. 
JARE Data Reports 
 No. 55 (Aurora  8): Records of all-sky camera photographs at Syowa Station, Antarctica in 1978, by 
   National Institute of Polar Research. 8 p. June 1980. 
 No. 56 (Ionosphere  22): Riometer records of 30 MHz cosmic noise at Syowa Station, Antarctica in 
   1979, by M. Ose, S. Ojima and N. Komiya. 83 p. November 1980. 
 No. 57 (Meteorology  7): Meteorological data at Mizuho Station, Antarctica in 1979, by M. Wada, T. 
   Yamanouchi, S. Mae and S. Kawaguchi. 91 p. November 1980. 
  No. 58 (Ionosphere  23): Records of radio aurora at Syowa Station, Antarctica in 1979, by K. Igarashi, 
   S. Ojima and N. Komiya. 28 p. November 1980. 
 No. 59 (Seismology  14): Seismological bulletin of Syowa Station, Antarctica, 1979, by K. Kaminuma. 
   34p. January 1981. 
 No. 60 (Marine Biology 1): Plankton samplings on board Fuji in 1972-1980, by M. Fukuchi and A. 
   Tanimura. 27 p. March 1981. 
  No. 61 (Meteorology  8): POLEX-South data, Part 1. Radiation data at Mizuho Station, Antarctica in 
   1979, by T. Yamanouchi, M. Wada, S. Mae and S. Kawaguchi. 350 p. March 1981. 
  No. 62 (Meteorology  9): POLEX-South data, Part 2. Micrometeorological data at Mizuho Station, Ant-
    arctica in 1979, by M. Wada, T. Yamanouchi, S. Mae, S. Kawaguchi and K. Kusunoki.  321p. March 
   1981. 
  No. 63 (Glaciology  7): Glaciological data collected by the Japanese Antarctic Research Expedition from 
   February 1979 to January 1980, by M. Wada, T. Yamanouchi and S. Mae. 43 p. March 1981. 
Catalog • 
  Catalog of JARE Geodetic Survey Data, comp. by Geographical Survey Institute. 112 p. 1981. 
Antarctic Geological Map Series 
  Sheet 22: Oku-iwa Rock,  1/25,  000. Explanatory text, by Y. Nakai, T. Kano and S. Yoshikura. 4p. with 
   2  pls. March 1981. 
  Sheet 29: The Belgica Mountains, 1/25, 000. Explanatory text, by H. Kojima, K. Yanai and T. Nishida. 
 -  139  -
7p.　 with　 2pls.　 March　 1981.







vr　 一 般 業 務
1.諸 会 議




香 月 秀 雄
加 藤 陸奥雄
懸 田 克 躬
茅 誠 司
木 下 誠 一
桑 原 萬壽太郎


































1.昭 和56年 度概算要求基本方針(案)に ついて
2.国 立極地研究所第2次 整備計画について
3.そ の他




粟 野 誠 一・
小 口 高
大 林 辰 藏
木 村 磐 根
小 泉 光 恵
佐 藤 稔 雄
西 川 演 八
東 晃



























1.南 極地域観測実施計画(試 案)に ついて

















(3)専 門 委 員 会
所長の諮問に応じ,運 営協議員会議から求められた極地観測事業Q実 施に関する専門事項についてs－調査審議を
行う.






七 設営専門委員会(機 械分科会,建 築分科会,通 信分科会,航 空分科会,ホ ーバクラフト分科会)
(4)南 極地名委員会
研究所が作成する南極の地名の原案にっいて,所 長に助言する.
(5)編 集 委 員 会
所長の諮問に応じ,極 地観測の成果その他の研究成果等の編集にっいて,調 査審議を行う.
(6)地 種 観測隊 員健 康判 定委 員会
所長の諮問に応じ,極 地において極地観測及びこれに付随する業務に従事する考及びその候補者等の健康に関す
る事項について,調 査審議を行う.
(7)地 種観 測記 録映 画作 成委 員会1
所長の求めに応じ,極 地観測に関する記録映画の作成にっいて助言を行う.
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(8)共 同研 究委 員会
所長の諮問に応じ,共 同研究計画書の審査その他共同研究員制度の運営に関する事項にっいて調査審議を行う.
(9)南 極 海 洋生物 資源 特 別委 員会
所長の諮問に応じ,南 極地域の海洋生物資源に関する諸問題について調査審議を行う.
(10)南 極 鉱物 資源 特別 委 員会
所長の諮問に応じ,南 極地域の鉱物資源に関する諸問題について調査審議を行う.
(11)南 極限 石研究 委 員会
所長の諮問に応じ,南 極阻石に関する諸問題にっいて調査審議を行う,
2.職 員の外国出張
教 授 松 田 達 郎
事業部長 武 田 典 明
55.4.2～55.4.12ア メリカ合衆国
米国南極観測の実情調査等
教 授 星 合 孝 男
55.5.25～55.6.4フ ランス,ア メリカ合衆国
第2回 南大洋生物資源専門家会議出席ほか
助教授 江 尻 全 機
55.5.31～55.6.8ア メリカ合衆国
SEPAC(粒 子加速器による宇宙実験)の クイックルックシステム製作のための設計レビュ'一会議出席
助 手 神 田 啓 史
55.7.6～55.7.30カ ナダ
第2回 国際生物進化系統学会出席ほか
所 長 永 田 武
55.7.29～55.8.29ア メリカ合衆国
西南極共同観測に関する日米協議ほか
助 手 福 地 光 男
55.8.12～55.11.11ア メリカ合衆国
南極海洋生態系と北極海及びベーリング海海洋生態系との比較研究
助 手 鮎 川 勝
55.8.24～55.10.23ス ウェーデン,ア メリカ合衆国
オーロラ粒子の降 り込みに伴 うエネルギー収支 とそれに関連する諸現象の研究観測
助教授 江 尻 全 機
55.8.24～55.9.21ス ウェーデン,ノ ルウェー,デ ンマーク
オーロラ粒子の降 り込みに伴 うエネルギー収支 とそれに関連する諸現象の研究観測
助教授 矢 内 桂 三
55.8.30～55.9.30ア メリカ合衆国
阻石学会出席
助 手 船 木 實
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55.10.3～55.10.24南 極地域,オ ース トラリア,ニ ュ"一ジーランド
重力計定数の高精度決定および国際重力基準網1971の 維持改良に関する研究
次 長 村 山 雅 美
55.10,9～55.10.17ニ ュ・一ジーランド
第16回 南極研究科学委員会設営作業部会出席ほか
教 授 松 田 達 郎
55.10.10～55.10.25ニ ュージーランド
第16回 南極研究科学委員会総会及び生物作業部会出席
教 授 楠 宏
55.10.12～55.10.27ニ ュージーランド
国際南極氷床観測会議出席
所 長 永 田 武
55.10.17～55.10.26ニ ュ一一ジーランド
第16回 南極研究科学委員会総会出席
助 手 神 田 啓 史
55.10.20～56.2.11南 極地域
南極地域オーストリア基地における観測調査
助 手 寺 井 啓
55.11.3～56.2.2ニ ュー'ジー ランド,南 極地域
南極マクマードサウンド地域における観測調査
次 長 村 山 雅 美
55.11.23～55.12.11南 極地域ほか
国会議員の南極マクマード基地視察随行ほか
助教授 福 西 浩
助 手 渡 邉 研太郎
技 官 栗 城 繁 夫
55.11.25～56.4.20南 極地域
第22次 南極地域観測隊夏隊
教 授 吉 田 栄 夫
助教授 神 沼 克 伊
助 手 佐 藤 夏 雄
助 手 森 脇 喜 一
技 官 奥 村 睦
技 官 酒 井 量 基
55.11.25～57.3.11南 極地域
第22次 南極地域観測隊越冬隊
助教授 江 尻 全 機
55.11.29～55.12.6ア メリカ合衆国
SEPAC(粒 子加速器による宇宙実験)に 関する会議出席
所 長 永 田 武
56.1.8～56.1.27ア メリカ合衆国
南極明石の磁場の強度に関する研究




教 授 平 澤 威 男
56.3.23～56,3.31ア メリカ合衆国
オーロラ中の電場および電子密度の変動研究








































偉 観 国 家 海 洋 局 副 局 長
郭 混 同 技 師 長
チ}延 剣 同 通 訳
魯 朝 臣
Dr.　KNOX　 G,　A(ノ ッ クス博 士:カ ン タ ベ リー大 学 教 授,　SCAR会 長)
Mr.　 THOMSON　 R,　B(ト ム ソ ン局 長:ニ ュ ージ ー ラン ド南極 局)
Dr.　HOUCHINS,　 L　(ハ ウチ ンズ 博 士:ス ミソニ ア ン歴 史技 術 博 物 館 研 究 員)
Dr.　PONNAMPERUMA,　C　(ポ ナ ンペ ル ゥマ博 士:メ リー ラ ン ド大学 教授)
Dr.　MACDOWALL,　 J　(マ ク ドウエ ル博 士:カ ナ ダ大 使 館 科 学 参 事 官)
高 嘉 彦(中 国 科 学 技 術 協 会 諮 問 委 員)
Dr.　TRESHNIKOV,　 A　 (ト リ ヨシ ニ コフ博 士:ソ 連 極 地 研 究 所 長)
Dr.　JAHN,　 A(ヤ ー ン博 士:ポ ー ラ ン ド,ブ レス ロ 一ー大 学)
D.r　KERRY,　 K　 (ケ リー博 士:オ ー ス トラ リア環 境 科 学 省 南 極 局 次 長)
Dr.　CHEN,　 L(チ ェン博 士:プ リン ス トン大 学 プ ラズ マ 物 理 研 究 所 助 教 授)
Dr.　TAN,　 B(タ ン 博 士:フ ィ リッ ピン 大学)
Dr.　MEIER,　 M　 (マ イ ヤ ー博 士:ア メ リカ地 質 調 査所,国 際 水文 学 協 会 会 長)
Dr.　ZAITSEV,　 Y　 (ザ イ チ ェフ博 士:ソ 連 南 海 区生 物 研 究 所)
Ms.　 FASISKA,　 B(フ ァシ ス カ:ア メ リカ)
Dr.　MELLOR,　 M　 (メ ラ ー博 士:ア メ リカ寒 地 工 学 研 究 所 主 任 研 究 員)
Dr.　SALM,　 B(サ ム博 士:ス イ ス 国 立 雪 な だ れ 研 究所)
武 彼 鈴(中 国 科学 院 当州 凍 土氷 河 研 究 所 物 質 化 学 部 長)
Dr.　MATTHEWS,　 J.　P.(京 都 大 学 工学 部所 属)
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1月9日 　 Mr・　LEAO　 V.　C.(ブ ラジ ル 大 使 館 科学 技 術 担 当 参 事 官)
1月12日 　 Dr・　CASTIILO　 O.　U.　(ペ ル ー 国 立地 球物 理 研 究 所 研 究 員)
1月15日 ～3月15日 　 Dr・　GENDRIN　 R.　E.　(外 国人 招 へ い研 究 員)
2月16日 　 Dr.　BUNT,　 J.　S.(オ ース トラ リア 海 洋 研 究 所 研 究 員)
2月18日 ～21日 　 Dr・　DUKE　 M.　 B.(米 国航 空宇 宙 局 ジ ョン ソン 宇宙 セ ン タ ー 研究 員)
DR・ 　TATSUMOTO　 M.　 (米 国地 質 調 査 所 研 究 員)
Dr・　CLARK　 R.　S.(国 立 ス ミソ ニア ン 自然 史博 物 館 研究 員)
Dr.　PONNAMPERUMA　C.　(メ リー ラン ド大 学 教 授)
Dr・　MOORE　 C.　B.(ア リゾナ 州 立 大学 阻 石研 究 セ ン タ ー教 授)
Dr.　LIPSCHUTZ　 M.　 E.　(パ ァ デ ュ大 学 化 学 部 教 授)
Dr.　NISHIIZUMI　 K　 (カ リ フ ォル ニ ア大 学 サ ン ・ジ ェゴ分 校 研 究 員)
張 淑 媛(北 京 大学 地 質 系 副 教授)
2月19日 ～21目 張 文 佑(中 国 科学 院 地 質 研 究所 長)
常 子 文(中 国 科 学 院 地 質 研 究 所 研 究 員)












理博 永 田 武
























理博 小 川 利 紘


















教 授(客 員)鉱 床学





















































田 中 正 之






内 藤 靖 彦
谷 村 篤













川 口 貞 男
(2)人 事 異 動
4月1日
データ解析資料部門助教授 江尻 全機(前 東京大学宇宙航空研究所助手)
地球物理学研究部門助手 山内 恭(前 東北大学理学部助手)
超高層物理学第一研究部門助手 小野 高幸(採 用)
会計課経理係長 鈴木 吉彦(前 会計課用度第一係長)
会計課用度第一係長 川崎 清一(前 分子科学研究所経理部主計課司計第一係長)
会計課施設係長 岡本 治男(前 文部省管理局教育施設部工営課)
図書室図書係長 松里房子(前 図書室)
前会計課課長補佐 丹沢 満(沖 縄青年の家庶務課長)
前会計課施設係長 藤井 博文(放 送教育開発センター施設係長)
〈客員教官〉
超高層物理学第二研究部門助教授 小川 利紘(東 京大学助教授)
同助教授 岩坂 泰信(名 古屋大学助教授)
極地気象学研究部門教授 田中 正之(東 北大学教授)
同助教授 鈴木 義男(北 海道大学助教授)
極地鉱物 ・鉱床学研究部門教授 兼平慶一郎(千 葉大学教授)
同助教授 武田 弘(東 京大学助教授)
寒冷生物学第二研究部門教授 村野 正昭(東 京水産大学教授)
極地設営工学研究部門助教授 酒井 宏(東 京大学助教授)
6月1曰
く客員教官〉















田 村 和 明
竹 内 貞 男
昭和55年9月29日




















29創 立記念 日,施 設整備完成記念式典
9.30第4回 南極阻石研究委員会
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